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に

よ

る

解

雇

」

と

す

る

解

雇

も

こ

ヽ

ヽ

ヽ 左てと

に ヽ つ
い ヽ い

れと軍

には紀—

含いの合

まか維衆

れな持国

るるの軍

のもか隊

でのくが

はか乱使

な°を用

い組含し

か合む

°活安

、動全

を上施

理の設

由理及

ぅ

て
い

る

ヽ

ヽ

ヽ

00  
か力をれ適新保

°を制る用協安

冷限こさ定解

たしとれ第雇

る十

いいなとニ

かるつい条

らとてう第て

‘い・いが六特

結うる‘項別

局が°励のの

制‘合定手

限合意、上続

が意議ははを

な議亭す保設

い事録ぺ安け

の録にて解た

とはよの嘔理

同励つ解の由

じ定て雇場い

でとそ妬合か

は同の適の

なじ滴用み

い効用さに

、、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

に

規

定

ん
, 0 

ヽ

ヽ

0
歳

出

外

資

金

菌

関

な

形

で

行

な

わ

れ

て

は

ど

う

か

。

ヽ

ヽ

、、
ヽ

ヽ

ヽ

、
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ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の

労

務

者

に

関

す

る

訴

訟

は

今

後

ど

の

よ

う

る

の

か

、

ま

た

命

令

、

判

決

の

履

行

に

つ

い

0
合

意

議

事

録

中

に

載

出

外

資

金

機

関

は

「

当

局

間

の

相

互

の

合

意

匠

基

づ

き

第

六

項

の

手

続

に

服

す

る

」

と

規

定

し

て

い

る

が

、

こ

こ

に

い

う

「

合

意

」

と

は

い

か

な

る

も

の

か

。

0
歳

出

外

資

金

啜

閑

に

雇

用

さ

れ

る

労

務

者

は

、

り

捧

え

ら

れ

な

け

れ

ば

日

本

労

働

法

令

の

適

゜
ヵ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

間

接

雇

用

た

用

を

受

け

な

い

の切

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

0
協

定

第

十

二

条

第

う

こ

と

か

。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

六

項

匠

い

ヽ•う

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

「

適

当

な

場

合

」

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

と

は

ど

う

い
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〇

解

雇

が

安

全

上

の

理

由

た

よ

る

も

の

か

ど

う

か

の

認

定

は

唯

が

・
行

な

う

の

か

。

米

側

が

一

方

的

に

行

な

う

の

で

あ

れ

ば

、

安

全

上

の

理

由

と

い

う

名

目

で

解

雇

権

の

潜

用

が

行

な

わ

れ

る

で

は

な

い

か

。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

〇

解

雇

が

安

全

上

の

理

由

で

な

さ

れ

て

も

、

こ

れ

が

裁

判

所

叉

は

労

働

委

員

会

で

敗

訴

し

た

場

合

は

、

実

際

は

安

全

上

の

理

由

で

は

な

か

っ

た

の

で

あ

る

か

ら

、

当

然

復

職

の

措

置

を

と

る

べ

き

で

は

な

い

か

。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

0
第

十

二

条

第

六

項

の

規

定

に

よ

り

米

側

が

就

労

を

拒

否

し

た

場

合

、

そ

の

労

働

者

の

身

分

は

ど

う

た

る

の

か

。

、

、

、

、

、

、

〇

第

十

二

条

第

六

項

囮

に

い

う

「

実

際

的

解

決

」

と

は

何

か

。

9

、

0
第

十

二

条

第

六

項

の

規

定

に

よ

り

、

労

務

者

が

就

労

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

こ

と

と

な

っ

た

場

合

、

合

衆

国

政

府

は

日

本

政

府

に

対

し

、

両

政

府

間

で

合

意

す

る

期

間

の

当

該

労

働

者

の

雇

用

の

費

用

た

ひ

と

し

い

額

を

支

払

う

こ

と

と

な

っ

て

い

る

が

、

こ

の

期

間

が

経

過

し

た

後

は

ど

う

な

る

の

か

。

、

、

、

、

、

、

、

0
第

十

二

条

第

六

項

に

関

す

る

交

換

公

文

に

お

い

て

は

、

第

六

項

匹

定

め

る

期

間

は

一

年

を

こ

え

な

い

も

の

と

さ

れ

て

い

る

が

、

判

決

又

は

命

令

確

定

匹

至

る

ま

で

の

バ

ッ

ク

ペ

イ

は

ど

う

な

る

の

か

。

、

、

、

、

、

、

、

、

9

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

0
協

定

第

十

二

条

6

団

に

虔

す

る

交

換

公

文

中

に

い

う

「

相

互

に

合

意

し

う

る

基

準

」

と

は

い

か

な

る

も

の

か

。

、

、

、

、

、

、
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、、

ヽ ヽ

ヽ ヽ 、

、

、
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第

o o+ 
る国いににいつ第そ第二

意冗かつ居かい十の十条

味居ない所なて三他三

か所るてをるの条の条
2 

°又意の有意日忙詰匠

、は味日す味本お粂定

ヽ住か平るかのいのめ

ヽ所°国こ°租て免る

ヽをまのとま税‘税租

、有た租をたのは）規税

、す‘税援 (2)納日定の

ヽる向を用合付本と免

、も日免ず衆免国の除

、の本除る国除の関の

ヽと国す合のす涙係対

ヽ認のる衆所る泉い象

ヽめ税も国得もかか及

、な法の市税のらんび

、いので民 lfC.で生。範

ヽと適はに関はず、囲

、は用な対しなる、い

、い上いし日い所、か

、カ~日と所本と得、ん

ヽな本は得国はに、 ° 

ヽ ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

と

し

て

新

設

さ

ヽ

、

、

、

、

、

〇

協

定

第

十

二

条

6

囚

匠

関

す

る

交

換

公

女

四

つ

き

的

な

疋

ゆ

え

協

定

中

に

、

規

定

し

な

い

で

、

別

個

の

交

換

公

文

妬

よ

り

処

理

し

た

の

か

、

回

実

体

的

匹

協

定

の

一

部

を

な

す

も

の

で

あ

る

か

ら

国

会

の

承

詞

を

求

め

る

べ

き

で

は

な

い

か

。

、

、

、

、

、

、

、

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

、
、

ヽ ヽ
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0 0 0 
が定お→指事第と同第 g第
ごめい投定業十．、の g + 

条
十

とてて資が活四異 四巴3四
＜苓保の取勁条 1口J

= 3 己ヨ
条四℃
ト・ (1)
条

口c-t-
でり有たりに 2 い以 1匹ド・ 2

c-t-

‘さめ消従（b) ヵ：下及悶中

る軍れ若さ事にんのび；の

が関るしるしょ °各 2

両係財くべてれ‘項冗

者以産はきいば 、、

は外←他旨る‘

矛のにのをこ特

盾事つ事定と殊

す業き業めが契

るの租をて立約

の遂税行い証者

で行をなるさは

はを免うがれ米

な予除充‘た軍

い瑕しめ I司と関

かしな日上き係

°てい本 6 は以

い旨国でそ外

るを冗はのの

あ

ヽ

ヽ

ヽ，＇い

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

にい

う

「
指
定
」

う

証

明

（

と
` --' 

な一

つ餞

て争

ぃ入

る札

が←

‘と

和は

英何

文か

゜に
相

違

ヽ

゜かつ日第°ぎ本十

つ人

ぎ業
ヽ

ヽ

、、
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

、、

ヽ

ヽ

ヽ

、、
ヽ

、
、
、

とで

冗そ

なの

る後

のは

四

条

と考

米に

畢比う

関し契

係免約

の税者

契の

約享

を受

受等

注有た

で利ん

きな指

る立定

こ場を

沢：
い

は
、

v 
つ

第

十

四

条

0
第

十

四

条

2

の

指

定

及

び

そ

て

も

適

用

が

あ

Q

か
。

0
現

行

協

定

弟

十

い

い

か

ん

。
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四

条
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に

特

殊

契

約

者
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新

協

定

発

効

後
受

け

れ
ば
、

な

き

ゃ
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d
e
s
i
g
n
a
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i
o
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取

扱

ヽ

ヽ の

ヽ

取

消
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、

ヽ

ヽ
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ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

特
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被
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い
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第

0 0 0 0 0 0 O-r 
か定五れ合ピ行か第第の第を内第の第五

゜し条て意 l政な十十項十有に十か十条

ヽて 1い議。協る五五に五す姦五°五

、いにる事ェ室も条条い条ろけ条ヽ条

ヽる掲合録ッ第の 4 l ぅ 1 かるに、の

ヽがげ衆にク十を冗 (b)租に°購定、ビ

ヽ‘る国おス五いいに税い、入め、 l

、こ施政い等条ぅう該とうヽ及る、。

ヽれ設府て歳 4 か日当は日、びピ、エ

、たを(/)-出の°本すい本、販 1 ヽツ

、該利そ通外定、国るかの、売。ヽク

、当用の常資は、の新な規、ヽェ、ス

、すす他海金なヽ税聞る制、租ッヽ等

、るるの外機に、法にも‘ヽ税ク、の

、もこ官で関ゆ ．ヽ がいの免ヽ等ス、諸

、のと吏同 lfC. えヽ要かか税、匠等、機

、はが及様関削ヽ求な°と、つの、関

、ヽでびのす除、する、は、ぎ機、と

、いき職特るさ、るもヽ何、い関、は

、かる員権第れヽ資の、か、かは‘い

、な°はを十たヽ料が、°、な‘、か

ヽる←‘与五か、とあ、まヽる綸、な

、もと第え条°、はる、た、特入、る

、の規十らの、 、いか、こヽ権国、も

ヽ ヽ ヽ

ヽ
、、、、 、、

ヽ
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0 0 
ん外は）の第本第

な爬及安十国十

ももび全七の七

の国(ii)冗条場条

がのに関 2 合 2

あ安孫す (C)‘(C)

る全げるに具に

か匹る罪お体い

0関罪はい的う

ヽすを‘てに—
ヽる列次→い国

ヽ罪挙の 2 かの

ヽがしも及な安

、あてのびる全

第

o o oo-t 
でこ第定い老が冗第をると第第七

きと十してなで服十変かい十十条

なが七て‘い音す七更らう七七

いで条い専もるる条でア字条条

もき 2 る属の罪者 2 苔メ句 1 と

のるや）が的-----で匠 (a) る I) が (a.) ナ

←罪冗‘裁合日対はわ力ぁ及ト

とでふ、具判衆本し‘けのるび地

は合い体権国国‘→でーが 2 位

‘衆て的をのの合合あ方 ‘(a) 協

い国ーに行安法衆衆る的概疋定

か法日い使全令国国°意法ー第

な令本かすににののこ思は派七

るた国なる関よ法軍れで‘遣条

ヽるいを 3 罪に罪ょのる権すつ令当で軍ア国と

、かる含のを関がつ法罪利るて紀局支法メのの

‘‘がむ規さす予て令がを罪はよは障に 1)軍差

、あ‘゜定する想はに予有を罰つ‘は服ヵ法異

＼るそ←のか罪さ罰よ愚す含すて合なすのにい

、とれと適゜←れすつさるむる罰衆いる国服か

、すら規用、とるるてれ゜°こす国か者内すん

ヽれの定上、はかこ罰る← -とるの。の法る゜

ヽば罪し‘ヽ‘ °とすかとにがこ軍ヽ範で者、

ヽど以て国、日 、がる ゜考見つでと法、囲あ[__、

、、
ヽ ヽ ‘
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0 0 0 00  0 0 
で新側いい罪第証た第よ派ない第と第揮れ第はょ罪第

氾協がるてを十人つ十る遣匠て十き十官が十、ぅ←十

し定懲が米構七のい七捜国ゆ‘七場七がを七 3にと七

た発戒‘軍成条出て条査側え合条合条ーめ条 ta)箪は条

罪効裁日当し 8 頭の 6 はが日衆 5 あ 4 方る 、3 li)人い 3

は前判本局たのにみ (a) 許拘本国 (c) り匹的の (a) 疋軍か la)

いにを側が作たつ相はさ禁園のでや関にかし）該属たは） ．

か米行が重為だい互‘れすに手日 ゜し認゜た当とる冗

に軍な裁ね又してに捜るるよ中本、 ヽ定公おす一意い

取のう判ては書は援査かのりに国、日す務いる緒味う

り構こす懲不はど助の°か公あが、本るがてかにかー1

扱成とる戒作、うす実‘°訴る裁、国危軍‘°日°も

ゎ員は前裁為日なる廂‘そが被判、民険の公、本たつ

れ‘許‘判か本るこ及‘の提疑権ヽがは公務、国とば

る軍さ又をら側かとひ・ヽ間起者を、米な務執、民えら

ヵ~属れは行生が°を証、日さた行ヽ軍いで行、もば、

°又る裁なずす‘規拠、、本れる使、のかあ中、被一、

ヽはヵ~判うるで‘定の‘側る軍すヽ構°るなヽ害発、 ，

、家°係こ軍に‘し収‘のま人ベヽ成、以り、を数の

ヽ族、属と紀裁‘て集‘司で又き、員、上や、受罪み

ヽが、中を違判‘ぃ及‘法のは事、で、‘否ヽけのに

、日、に認反し‘るび‘当問軍 1牛、あヽ軍ゃ、た場対

ヽ本、米めにた‘が提‘局当属に、る、のは、場今す

、国、軍てつ犯‘‘出‘に該をつ、ごヽ指だ、合のる

、
、
、
、

、、
ヽ ヽ ヽ

ヽ
、、
、
、
、

、
、
、
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ヽ 、、
ヽ

ヽ
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0 0 0 0 0第
付）そ第趣つやが第第公でぬ→卜第十

らの揖箆の十旨た‘民十十称新ん北協十八

の規害十占八い←い）間八八と安と大定八条

埒合匠八め条かと→人条条し保頼西第条

除匠対条る 2 んは穆の 1 陀た条定洋八は

かはす 2 :Bh(b) °‘荷場後いの約し条条ナ

°‘る (f) 位に、い←合段うけのて約でト

詩言百陀 ‘ょ、かが陀の公た実いのは協

、求求掲そり、なー適、応をりに面る運‘定

ヽ埒桁げの選、る公用難のゆとと用そ第

、額放、る察定＇ 、意用あ救意え関ことの八

、全棄金務さ、味のり助味か連る関第条

ヽ体の額局れ、かたやにい°す‘連 1 に

、か意ののる、‘め‘炭か、る新す狽な

、ら味意規仲、白使（口）すんヽ任協る及ら

、のか味楔裁、こ用人る °ヽ ・務定任びう

、控 ‘いい人、のし命規、、と第務第改

、除控かかの、規て救定、、限十の 2 正'

、か除んん具ゞ定い助は、、定八遂項と

‘ ‘額゜°体、をるに‘ヽヽせ条行のい
、分かへ、的、設も適（イ）、、ず 1 中闊う

、担゜小、人、定の用菊、ヽ‘及←係が

ヽ栢徐短、選、しであ助、、単びうで‘

、か者認、ヽ、たあり者、、に 2んはナ

ヽ ヽ ‘
 

、、

ヽ ヽ ヽ 、、

‘
 

‘
 
‘
 

、、



o o (:J o o ・o 
仁）（口） （イ）第対当第かに第第 ，l茫害害を分第 （口）

と同同第十し該十ん閉十十‘を符有担十と合ナ

は条条十 』八捐被八゜す八八七生為ナ率八のの卜＂

徊 l 6 八穿害害条、る条条十じにるを条異請協

か笈の条 5 賠者 4 、規 4 3 五たよ謁定 2 同求定

°び→ 5 陀償はは、定'iヽてたパ温り合め (a) い栴陀

、 2被 陀いを宦‘ヽがはだ 1合合←た及かの姦

、の用いう誇接詞、な‘しセ陀衆を 5 びん放い

、f兎者う→求加求 ・'、い況害ンは国定（e)(,i) 0 某て

、係←一喫で害権、が行の卜｀財め (i)の、をは

、では合約含者の、 ‘協意をわ産るの規、定‘

、の何衆にる叉相 ー、こ定味支がにの規定、め損

、合か国よかは互、の第い払国対み定は、た害

、衆°軍る °そ放、点十かえとしでは双、もが

、国、隊請、の緊、の八んばしてあ‘務、の所

、の、の求、使を、現条 °足て同るー⇒的、と定

、一、被権、用規、行 1 、りは条°合に、解金

、防、用←ヽ者定、ー協の、 る ‘2日衆な 、さ額

ヽ衛ヽ者と、たし、定ご、の米匠本国つヽれに

、隊、←は、るて、とと、か側該側のて、る達

、の、と何、相い、のく、 °の当のみい、がし

、被、はか、手る、異加、 ヽ場すみがる、 なヽ

、用、何 °、国が、同害、~ 、合るの青が、こい

ヽ者、か、 、匠‘、い者、 、同捐加任‘ヽれ場
、←、
゜、、 ヽ

、、 、 ;.. 

ヽ
、、、、

ヽ
、、、、

‘ 
`~ 

ヽ ヽ

ヽ
、、

ヽ



0
第

十

八

条

5

匠

い

う

「

日

本

国

政

府

以

外

の

第

一

一

者

」

の

範

囲

゜

し

力

人

、

、

、

、

、

、

、

ヽ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

0
第

十

八

条

5

匠

い

う

「

合

衆

国

軍

隊

が

法

律

上

饗

任

を

有

す

る

そ

の

他

の

作

為

、

不

作

為

若

し

く

は

畢

故

」

と

は

何

か

。

、

、

0
第

十

八

条

5

の

親

定

は

、

米

軍

又

は

米

軍

の

軍

人

若

し

く

は

被

用

者

が

抄

意

叉

け

笠

失

匠

よ

っ

て

第

三

者

に

損

害

を

与

え

た

塙

合

に

の

み

適

用

が

あ

る

の

か

、

あ

る

い

は

米

軍

が

こ

の

協

定

に

よ

っ

て

与

え

ら

れ

み

権

利

の

正

当

な

行

使

（

た

と

え

ば

施

設

の

適

法

た

使

用

等

）

に

伴

つ

て

生

じ

た

損

害

に

も

適

用

が

あ

る

か

0
第

十

八

条

5

匂

陀

い

う

「

日

本

国

の

自

衛

隊

の

行

動

か

ら

生

ず

る

膝

求

権

陀

開

す

る

日

本

国

の

法

令

」

と

は

、

何

か

。

、

、

、

0
第

十

八

条

5

団

陀

お

い

て

、

米

軍

の

構

成

員

叉

は

被

用

者

（

日

本

人

被

印

者

を

除

く

。

）

は

、

公

務

執

行

中

｀

の

事

項

た

つ

い

て

は

「

日

本

即

匠

苓

い

て

、

、

、

、

与

え

ら

れ

た

判

決

の

哉

行

手

飩

匠

服

さ

左

い

」

と

定

め

て

い

る

と

こ

ろ

、

現

行

協

定

第

十

八

条

6

（

陀

お

い

て

は

、

こ

の

種

の

請

求

に

つ

い

て

は

「

日

本

固

に
捻
い
て
訴
を
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
」

9

日
定
め
て
い
る
両
者
に
相
違
あ
り
や

〇

印

第

十

八

条

5

困

陀

い

う

「

向

の

規

定

が

2

に

定

め

る

請

求

権

陀

豫

阻

玄

れ

る

箆

囲

を

除

く

厄

か

」

の

意

味

、

匂

同

疸

た

だ

し

壽

(

「

4

の

短

定

の

遥

用

を

受

け

な

い

死

亡

又

は

負

傷

陀

対

す

る

詩

求

権

陀

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

」

）

の

意

味

い

か

゜
公

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

‘
 

゜ ヽ 。 ヽ ヽ

ヽ
ヽ
~ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ ・‘ ヽ ヽ ヽ ヽ



c, 0 0 0 0 . 0 
新証か何苧断所人第い＇ 駕た補笑今い防隊さ國持第

協人°か十こ恋の十か十の頷懐十後か定のれ連は十
i-:>

定の(iコ） °．「‘忘こ尽::9¥ ；ミ八、決は金八(];)ん書共た軍 ‘八

に 1翡瑕旅条適れ宕条る条定‘を条取‘←「司— l窃い条

は供和宣 9 用匠は 8 意ワを后1・査 6 扱り陀の日定か 5

該陀苔に(c) と拘茫匠味の狗項定 (a) い瓢§つ作本と陀 (g)

当つ定対にの束索？、よか一束 (b)す lてか定き為固同しに

規いでしっ闘さ幻れ °車す lrころお~んき‘叉陀時てよ

定ては証き係れのは‘・ヽ ヮ両るおこい ゜旦応行）は芸忙処り

がの第拠（イ）いるぶ‘坦の危いとて、伝そ不け‘坪 5

な協十の証かかの公全許のてと日、挙の作る昭しの

い力八提拠ん゜と務体容で米な本ヽ案遮為合和う適

がも条出の° （口）さ執のさ壱軍つ国、の旨か衆二る用

‘規 6を入、拘れ行・：ほれるのての、従いら国十のか

証定(c)求手、束て中味てか当い当、来か生箪九から

人さでめに、さいかいい °局る局、のんず隊年°除

陀れはるつ、れる否かな、ががは、取‘る及二、外

つて証こい、ながかんい、行‘諮ヽ扱（口）請び月、さ

いい拠とて、い‘匠 °使、なこ求、及そ求国十、れ

てたのがの、爆（イ）閲、用、うの人、びの権際九、た

はのみで協、合わす、一、慰査に、謬発妬達日、海

ど匠なき力、．そがる、と、胴定対、定効関合陀ヽ塞

う対らると、の裁仲、は、料さす、露状すの署、請

なしずのは、判判挽、 ヽ、のれる、の況る軍名、求

ヽる
か
。

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

‘
 

ヽ ヽ
‘
 

ヽ

‘
 

ヽ ‘
 

ヽ ‘
 



第

0 0 0ニ
る第対返な所第は可第十

か二価還い持二どさ二条

°十のさ由す＋のれ十

、条、補れでる条よた条

、 2 償るあとにう者に

、にがこる危邸に以問

、い講とがはし措外し

、うぜは、遅‘握の‘

、軍らな日滞認 、す者米

、用れい本な可ぺが軍

、銀るの銀くさき軍人

ヽ行こか行日れか票‘

、施と‘に本な°を軍

、設はま寄銀い、受属

、になた託行者、領‘

、はい返さにが、し家

、どか還れ寄軍、た族

、の 。さた託票、場等

、よ れ軍しを、合軍

、う な票な収、に票

、な いはけ受、はの

ヽ忠 と寄れし、‘使

、の し託ば・ヽ、そ用

、が て者な又、のを

、あ もにらは、者鰐

第

0 0 0 + 
か第管第上に第九

な十埋十居服十条

る九に九住す九

も条服条者る条

の 2 すにでと忙

をのるおあぁ閲

「

合

衆

国

ド

い

う

か

。

、

ヽ Jレ

い

て

策

人

と

あ

る

が

、、

フ1-:$るし

かが‘
0 、よ
耳ユ

、こ人

、れ‘

、ら軍い軍

、若か属、 の属

、

家

族

は

、

日

本

の

為

替

管

理

者

は

、

為

替

管

理

法

令

の

適

用

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

家

族

は

、

日

本

の

外

国

為

替

な

る

法

令

の

適

用

が

あ

る

の

か

し

ぐ

は

ド

ル

証

券

」

と

は

、

い

、

、

、

、

、

ヽ

'、

、

、

、

、

、

ヽ ヽ ヽ ゜ ‘
 ヽ ヽ ‘

 

ヽ ヽ



0
竿

二

十

四

条

問

係

合

宗

證

事

録

に

い

う

「

合

衆

国

が

合

法

的

匠

取

符

し

た

ド

ル

叉

は

円

衰

金

」

と

は

、

具

体

的

に

何

か

。

、

、

、

、

芦ゃ

0ニ
路及第十‘
-.(r白 ー・` ― 祝ヽひ＿四

権逹十条

と能四

し←年J 、.,,.

たを 2

こ---,<!) 

と描鉛

は整腟

ヒヽー作
‘匹

第にと

三改は

条む何

とたか

矛忙゜

盾も第

すか三

るか条

のわで

でら，一1
はず権

な‘利

いこ‘

かこ梱

°でカ

第

〇ニ

あ第十
..., --
念――

が十条
、一

な条

忙 (/C

ゆ・J,-,

、えい

こて
の行

ょ敗

ぅ協

iて定

修第

疋二

し十

たニ

か条

°と
、異

な

、る

ヽ郎

ヽ八
刀

、が

ヽ

第

0ニ
い宕け糊第十

かし、をニー

なて合与十条

るい衆えー

もる国ら条

のが軍れの

か‘亭て合

°合揺い窓

、衆使る登

図局合事

、政を衆録

府利国 iて

、の用政お

、そす府い

、のるのて

、他こそー

、のとの通

、官が他常

ヽ吏での海

、及き官外

、びる吏で

ヽ貼°及同

鼻ヒび様

とと琺の

は規員特

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

゜の用第← i/r -ー・
と関十

は与条

いす 1

かる (a)

な者に・

るで装

者日ぃ

か本て

°国→—
、の軍

、当票

ヽ局の

の偽

ヽ伐造

ヽ判叉

、権は

ヽ匠偽

、服造

、す軍

、ヘさ声二て/̀Jヽ
昏の

も使

ヽ

ヽ ヽ

ヽ
‘
 ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ

ヽ ヽ ヽ ヽ ‘
 



第

0ニ
性第十

格二五

い十条

か五

ん条

°に

、定

、め

、る
ム、c::r
、同

、委

、昌

、会

、の

、性

、格

、及

、び

、そ

、の

、決

、定

、の

〇

箆

二

十

六

条

2

に

よ

れ

ば

、

そ

の

l

に

よ

り

両

国

が

こ

の

協

定

を

承

認

し

た

こ

と

を

適

知

す

る

交

換

公

文

が

行

な

わ

れ

た

径

、

新

安

保

条

約

の

発

効

の

日

忙

発

効

す

る

と

定

め

て

い

る

が

、

い

協

定

の

締

結

忙

つ

い

て

の

国

会

の

承

記

が

条

約

忙

つ

い

て

の

回

会

の

承

認

よ

り

さ

き

だ

っ

た

揚

合

は

ど

う

な

る

か

、

協

定

に

つ

い

て

は

事

後

頑

腎

を

求

め

る

こ

も

に

な

る

の

か

。

詞

国

会

が

条

約

に

つ

い

て

の

み

示

閉

を

与

え

、

協

定

に

つ

い

て

は

承

認

し

な

か

っ

た

楊

合

は

ど

う

な

る

か

。

い

い

ず

れ

に

せ

よ

こ

の

規

定

は

．]

協

定

に

つ

い

て

の

国

会

の

審

闘

権

を

無

視

す

る

も

の

で

は

な

い

か

。

〇

筍

二

十

六

3
に
い
う
立
法
上
の
措
置
を
必
要
と
す
る
規
定
及
び
そ
の
た
め
の
立
法

と

は

何

か

。

本

項

の

親

定

を

設

け

た

理

由

い

か

ん

。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

第

0ニ
その鰐上る匂十

の地を院批第六

理位要の准二条

由筋し活と十

い定な認し六

かのいをな条

ん場揚求か 1

°合合めつに

＾ははらた茶

改ど‘れかけ

訂うそる°る

阪かのこ____発

.......... 0 理と米効

、両由に国条

ヽ者いなに件

ヽ相かる森を

、違んかいな

、が゜°てに

、あい.__.はゅ

るナ（口）こえ

、と卜上の両

＇、すの院協 I団

、れ睾の定に

、ば隊承はよ
ヽ

ヽ

ヽ

｀
 

、-ヽ
ヽ ヽ ヽ

ヽ

‘
 



成

員

」

駐

留

地

位

のに

該

当

す

る

い

か

ん

゜

に

属

す

る

現

役

の

軍

人

で

あ

れ

ば

、

あ

る

間

匠

苓

け

る

答

第

一

条

囮

は

、

で

あ

る

。

を

い

う

」

「

合

衆

国

軍

隊

の

構

成

員

」

「

合

衆

国

軍

隊

の

構

成

員

」

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

の

陸

軍

、

員

で

現

に

服

役

中

の

も

の

政

協

定

の

規

定

と

全

く

同

問

第

一

条

回

に

い

う

海

軍

又

は

空

軍

に

属

す

る

人

と

規

定

し

て

す

た

わ

ち

、

旅

行

命

令

書

を

携

行

し

て

日

本

に

入

国

す

る

限

り

、

に

か

か

わ

ら

ず

、

「

日

本

国

の

領

域

に

の

規

定

は

、

米

国

の

陸

、

の
構

そ

の

者

が

日

本

国

の

領

域

に

あ

る

間

は

、

相

互

協

力

及

び

安

全

保

障

条

約

と

の

関

連

で

第

九

条

の

規

定

に

よ

る

米

軍

の

そ

の

者

の

所

属

部

隊

の

こ

の

協

定

上

の
本ヽ

り
ヽ

と
は
、

「

合

衆

国

軍

隊

こ

毎
母
、

rY,
＇ 

空

軍 行

と

は

い

か

た

る

も

の

か

。



答

「

勤

務

」

な

い

し

「

随

伴

」

軍

属

と

米

軍

の

関

係

は

、
と

い

う

関

係

の

も

の

又
は

む

し

ろ

例

外

的

な

も

の

で

と

に

雇

用

さ

れ

用

務

の

い

か

ん

に

か

か

わ

ら

ず

｀

本

項

の

雇

用

契

約

冗

基

づ

く

も

の

が

大

郭

分

で

あ

り

｀

「

軍

属

」

冗

は

該

当

し

な
い
。

ヽ

勤

務

し

又

は

疏

伴

す

る

軍

属

が

来

日

す

る

場

，

合

冗

は

そ

の

者

の

る

米

国

文

民

紅

限

ら

れ

軍

属

は

、

し

又

は

随

伴

す

日

本

国

に

あ

る

合

衆

国

軍

隊

に

雇

用

｀

さ

れ

｀

`

、

た

と

え

ば

韓

国

に

あ

る

米

軍

と

か

沖

縄

に

あ

る

米

軍

勤

務

つ

て

い

る

。

国

籍

を

有

す

る

者

で

米

軍

が

入

れ

た

も

の

は

、

す

こ

と

に

な

す

る

者

及

び

第

十

四

条

1

の

特

殊

契

約

者

米

国

国

民

と

み

な

は

除

外

さ

れ

｀

ま
た
、

日

米

両

国

の

伴

す

る

」

る
。

た

だ

し
｀

隊
」

冗

「

雇

用

さ

れ

」

も

の

を

い

う

と

定

義

さ

れ

「

軍

属

」

と
は
｀

問

第

一

条

岡

の

｀ 

「
軍
属
」

又

は

と

こ

れ

に

「

勤

務

し

」

て

い

｀ 若
し

く

は

こ

れ

通

常

日

本

国

匹

居

住

は

具

体

的

に

い

米

国

国

籍

を

有

す

る

文

民

で

匠：

「
随

「

日

本

国

に

あ

る

合

衆

団

軍

か

な

る

も

の

を

い

う

か

。



＇ 

用

者

等

米

軍

者

を

含

む

゜ の
活

動

に

欠

く

ペ

の

被

用

者

A
m
e
r
i
c
a
n
 F
i
e
l
d
 
S
e
r
v
i
c
e
 

る
。

「
随
伴
」

す

る

か

ら

ざ

る

も

の

と

認

め

ら

者

と

し

て

は

｀

軍

用

銀

行

の

の

被

用

者

｀

メ

れ

る

諸

団

体

の

被

用

）

ー

被

用

者

｀

米

国

赤

十

字

聡

員

と

か

在

日

米

軍

と

の

契

約

に

よ

る

特

殊

技

術

者

が

あ

U
n
i
t
e
d
 
S
e
r
v
i
c
e
 

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 

ン

ド

大

学

の

被

＿フ

て
は
、

米

軍

の

運

営

す

る

船

舶

｀

航

空

機

の

「

勤

務

」

あ

る

o
 

て

い

る

も

の

「
雇
用
」

て

雇

用

さ

れ

乗

組

員

を

含

む

。

さ

れ

た

者

と

は

｀

＾ 
般
で
｀

「

日

本

国

に

在

日

米

軍

歳

出

外

機

関

す

る

者

と

し

あ

る

合

衆

国

軍

隊

」

の

被

用

者

｀

在

日

に

よ

っ



ばで
合

以

上

を

構

成

員

又

は

軍

属

に

依

存

す

る

も

の

義

父

母

及

び

継

子

は

、

の

を

い

う

。

と

解

さ

れ

る

。

本

項

の

適

用

上

右

の

家

族

に

含

ま

れ

る

子
、

並

び

に

②

父

、

母

及

び

二

十

一

才

以

上

の

子

で

、

で

あ

っ

て

、
そ

の

生

計

費

の

半

額

日

本

国

に

あ

る

も

「
家
族
」

と
は
、

問

第

一

条

伺

に

い

う

①

構

成

員

及

び

軍

属

の

配

偶

者

及

び

二

十

「
家
族
」

と

は

何

か

。

一

オ

未

満

の



第

し

た

が

つ

て

、

設

問

の

よ

う

な

軍

属

、

権

及

び

免

除

は

与

え

ら

れ

な

い

。

回

協

定

上

家

族

に

つ

い

て

は

、

国

籍

を

問

わ

な

い

。 家

族

に

つ

い

て

は

協

定

に

よ

る

特

協

定

の

目

的

の

た

め

日

本

に

あ

る

も

の

の

家

族

に

限

る

と

解

し

て

い

る

。

限

ら

れ

、

ま
た
、

「
家
族
」

と
は
、

右

の

よ

う

な

軍

属

と

米

軍

人

で

こ

の

在

日

米

軍

に

雇

用

さ

れ

、

こ

の

協

定

上

、

「
軍
属
」
こ

れ

に

勤

務

し

、

答

的

と
は
、

合

衆

国

の

国

籍

を

有

す

る

文

民

で

、

叉

は

こ

れ

に

随

伴

す

る

者

に

回

協

定

に

い

う

「
家
族
」

は
、

国

籍

の

い

か

ん

を

問

わ

な

い

の

か

。

埠

合

も

本

協

定

に

よ

る

免

除

を

受

け

る

の

か

。

鮮
、

場
合
、

朝
鮮
、

沖

縄

等

に

駐

留

し

て

い

る

米

軍

人

の

家

族

が

日

本

に

く

る

沖

縄

等

に

駐

留

す

る

米

軍

に

雇

用

さ

れ

て

い

る

軍

属

が

日

本

に

く

る

問

り

で

あ

る

が

、

軍

属

及

び

家

族

に

つ

い

て

も

同

様

で

あ

る

か

。

は
、

一
条

「

合

衆

国

軍

隊

の

／
樽

成

員

」

協

定

に

よ

り

特

栢

及

び

免

除

を

受

け

る

本

邦

に

駐

留

す

る

米

軍

に

属

す

る

も

の

に

限

定

さ

れ

な

い

と

の

こ

とた

と

え

ば

朝
と

g
 



ii 

答

区

域

が

い

か

に

決

定

さ

れ

る

か

ー

ー

ー

日

本

側

か

ら

の

み

見

れ

ば

、

使

用

を

許

許

．

す

こ

と

定

第

二

条

1

を
認

第

全

保

障

条

約

第

め

ヽ

の

手

続

に

よ

用

を

許

す

こ

と

に

同

意

す

る

。

と

規

定

し

、

の

施

設

及

び

区

域

に

関

す

る

協

定

は

、

な

お

両

政

府

が

合

意

に

達

し

て

い

な

い

と

き

は

、

な
ぃ

す

な

わ

ち

、

行

政

協

定

第

二

条

1

ん
。

問

岡

崎

第

二

条

1
C
a
J

一

文

に

お

い

必

要

な

施

設

第

二

文

に

お

い
て
、

具

体

的

に

使

用

を

許

す

施

設

。

て
、

区

域

の

使

用

を

原

則

的

に

通

じ

て

両

政

府

が

締

結

し

な

け

れ

ば

ら

゜
L— 
と

規

定

し

て

い

る

。

‘
 ヽ

‘
 、
合

同

委

員

会

を

L— 

続

け

て

第

二

文

は

、

こ

の

協

定

の

効

力

発

生

の

日

ま

で

に
「

個

偲

合

衆

国

に

対

し

、

一

条

に

掲

げ

る

目

的

の

遂

行

に

必

要

な

施

殷

及

び

区

・域

の

使

の

第

一
文
は
、

ラ

ス

ク

交

換

公

文

に

よ

な
「

日

本

国

は

、

安

つ

て

提

供

さ

れ

た

施

設

つ

て

提

供

さ

れ

た

施

設

・

区

域

の

法

的

差

異

い

か

・

区

域

と

行

政

協



る
。

す

な

わ

ち

、

こ

の

同

意

は

、

協

定

又

は

取

極

に

よ

り

与

え

ら

れ

る

同

意

ス

ク

交

換

公

文

は

、

行

政

協

定

第

二

条

l

の

方

法

が

時

間

的

制

約

に

よ

り

不

可

能

な

場

合

に

暫

定

的

匹

右

の

方

法

に

よ

り

与

え

ら

れ

た

同

意

に

代

わ

る

も

の

と

し

て

与

え

ら

れ

た

同

意

と

考

え

ら

れ

岡

崎

の

第

二

文

で

予

想

し

て

い

る

同

意

前

記

の

ご

と

く

日

本

が

使

用

を

認

め

る

施

殷

・

し

て

同

意

を

与

え

る

方

法

に

つ
い

て

規

定

し

て

い

る

の

で

あ

り

、

ニノ

文
は
、

区

域

に

つ

き

日

本

と

た

同

意

は

、

行

政

協

定

第

二

条

1

の

第

二

文

に

相

応

す

る

。

衆

国

に

許

す

、

す

な

わ

ち

第

二

ヽ

ヽ

ヽ

、

」

と

述

ぺ

て

お

り

、

殷

又

は

区

域

で

そ

れ

に

関

す

る

協

定

及

び

取

極

が

日

本

国

と

の

平

和

条

約

の

，ヽ

、

日

本

国

政

府

が

、

前

記

の

協

定

及

び

取

極

が

成

立

す

る

ま

で

の

間

、

こ

れ

に

対

し

て

、

効

力

発

生

の

日

の

後

九

十

日

以

内

に

成

立

し

な

い

も

の

の

使

用

の

継

続

を

合

こ

れ

に

よ

り

合

衆

国

に

与

え

と

解

さ

れ

る

。

岡

崎

． 
ラ

ス

ク

交

換

公

文

に

お

す

こ

と

の

同

意

を

い

か

に

し

て

与

え

る

か

い

て

日

本

側

は

、

施

「

、

|

！

の

方

法

が

規

定

さ

れ

て

い

る



つ

て

び

区

域

」

に

相

当

す

る

も

の

と

解

す

る

の

が

妥

当

で

あ

る

と

し

、

‘ヽ嗚

し

た

カ

文

の

性

質

に

か

ん

が

み

、

こ

れ

を

｛

灯

政

協

定

第

二

条

で

定

め

る

「

鮨

設

及

に

つ

い

て

特

に

規

定

し

て

い

な

い

が

、

安

全

保

瞬

条

約

の

目

的

及

び

同

公

岡

崎

同

公

文

自

体

は

、

施

設

。

区

城

の

性

質
行

政

行

政

協

定

第

二

十

五

条

2

的

に

基

づ

き

日

本

側

岡

陪

·
—
フ

ス

ク

交

換

公

文

に

よ

る

施

設

さ

れ

る

。

，
 

（
注
）

に

行

政

協

定

及

び

こ

れ

匠

伴

う

国

内

法

令

の

適

用

を

受

け

る

べ

き

も

の

と

解

な

い

と

考

え

ら

れ

る

。

鮨

設

。

区

域

は

、

換

言

す

れ

ば

、

そ

の

経

翌

は

、

垢

い

て

、

の

負

担

と

し

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

協

定

を

補

足

す

る

取

極

で

あ

り

、

「

保

留

の

施

設

及

び

区

域

」

に

相

当

す

る

と

解

さ

れ

、

岡

筒

゜

全

面

的

ラ

ス

ク

交

換

公

文

に

基

づ

く

行

政

協

定

第

二

条

1

の

施

設

及

び

区

域

で

あ

り

、

。

区

域

の

実

際

上

の

取

扱

い

に

0
•

ラ
ス
ク
交
換
公
文
は
、

も

行

政

協

定

第

二

十

五

条

2

的

の

規

定

両

者

の

間

に

そ

の

法

的

効

果

に

つ

い

て

も

相

違

が



て
は
、

も

の

と

し

、

刑

事

政

策

上

の

見

地

か

ら

こ

れ

ら

の

施

設

及

び

区

域

に

つ

い

地

理

的

限

界

が

明

白

に

指

定

さ

れ

る

刑

毒

特

別

法

の

適

用

に

関

し

て

は

、

こ

れ

に

対

し

て

岡

崎

に

か

ん

が

み

、

・

日

本

国

｀

が

そ

の

財

政

負

担

を

行

な

う

べ

き

で

あ

る

と

の

統

一

見

解

を

と

つ

行

政

協

定

の

実

施

に

伴

う

国

有

）

を

適

用

す

る

こ

と

と

し

、

貸

借

契

約

を

結

び

、

無

償

使

用

． 
借

料

を

支

払

つ

て

い

な

い

の

で

、

罰

則

を

規

定

す

る

刑

罰

法

規

で

あ

る

の

で

同

条

を

特

に

厳

格

に

解

す

べ

き

同

条

を

適

用

し

な

い

こ

と

と

し

て

い

る
。

こ

れ

ら -̀
の

施

設

及

び

区

域

は

そ

の

か

つ

同

法

第

二

条

が

民

有

地

に

つ

て

い

る

゜

の

財

産

の

管

理

に

関

す

る

法

律

第

二

条

て

は

、

調

達

庁

が

い

て

き

て

い

る

し

た

が

つ

て

、

国

有

財

産

に

つ

い

ラ

ス

ク

交

換

公

文

に

よ

る

施

設

・

区

域

に

対

す

て
は
、



s
 

答

具

体

的

な

提

供

条

件

等

に

つ

て

再

検

討

す

る

と

の

趣

旨

で

あ

っ

っ

て
、

と

を

さ

じ

第

二

条

1

匂

と

書

き

わ

け

た

の

再

検

討

と

は

、

区

域

の

提

供

方

式

全

体

に

つ

い

て

の

根

本

的

な

再

検

討

が

可

能

で

あ

る

か

の

も

当

然

個

個

の

施

設

・

で

お

り

個

個

の

施

設

・

区

域

に

関

す

る

協

定

に

定

め

ら

れ

て

い

る

い

て

随

時

い

ず

れ

か

一

方

の

政

府

の

要

請

に

よ

設
問
の
よ
う
な
誤
解
の
起
る
お
そ
れ
は
な
い
。

に

い

う

「

前

記

の

取

極

」

区

域

に

関

す

る

協

定

の

「
合
意
」

＇も

そ

れ

ぞ

れ

字

句

を

変

え

た

こ

と

に

つ

い

て

特

別

な

理

由

は

な

い

。

ま
た
、

「
、協

定

」

も

「
取
極
」

も

す

べ

て

同

じ

意

味

で

使

っ

て

お

り

、

ご

と

く

解

さ

れ

る

お

そ

れ

は

な

い

か

。

い

う

「

前

記

の

取

極

」

ー

の

匂

及

び

⑮

で

定

め

た

施

設

合
意
」

ヽ

「
取
極
」

こ

と

に

理

由

が

あ

る

か

。

特
に
、

に

お

い

て

い
、

l

⑮

に

お

問

第

二

条

1

匂

に

お

い

と

い

そ

れ

ぞ

れ

0

0

 

て

「

個

個

の

施

設

及

び

区

域

に

関

す

る

協

定

」

0

0

 

い

て

「

合

意

し

た

施

設

及

び

区

域

」

ど

ぃ

「

前

記

の

取

極

」

4
 

つ

て
い

.‘‘ 

る

カ

い
、

「
協
定
」

2

に

ヽ

さ

ら

に

、

こ 2
 ．

 

--寸 2
 

と

い



答

を

入

れ

た

の

は

、

た

と

え

ば

、

米

側

が

日

本

近

海

に

常

時

米

艦

隊

を

遊

よ

く

の

字

句

--
米

軍

が

配

備

さ

て
、

と

い

う

字

句

が

あ

る

が

、

場

所

を

示

す

も

の

で

あ

っ

つ

い

て

い

か

な

る

差

異

あ

り

や

。

と

い

う

限

度

が

な

い

が

、

の

規

定

に

甚

づ

き

、

と

し

て

お

り

、

在

す

る

地

域

に

る

場

所

と

は

第

行

政

協

定

第

二

条

l

両

協

定

に

お

い

て

提

供

さ

れ

る

施

設

・

合

衆

国

軍

隊

の

「

日

本

国

内

の

」

新

協

定

と

．
行

政

協

定

の

規

定

と

の

間

に

別

段

の

差

異

は

な

い

。

．

安

全

保

障

条

約

第

一

条

及

び

第

三

条

に

は

、

「

圧

本

国

内

及

び

そ

5

既

近

応

5

か

る

配

傭

」

日

本

が

提

供

す

べ

き

施

設

・

こ

れ

は

米

軍

が

配

備

さ

れ

る

区

域

の

存

在

す

一

義

的

に

は

関

係

は

な

い

わ

け

で

あ

る

。

れ

る

場

所

は

も

ち

ろ

ん

日

本

国

内

を

圭

と

す

る

が

、

「

そ

の

附

近

」
区
域
の
存
・

の

該

当

条

項

に

は

こ

の

問

第

二

条

1

匂
は
、

第

二

条

1

匂

「

合

衆

国

は

、

0

0

0

 

0
 

O
 

日

本

国

内

の

施

設

及

び

区

域

の

使

用

を

許

さ

れ

る

。

L-

相

互

協

力

及

び

安

全

保

障

条

約

第

六

条



こ

の

意

味

に

お

い

て

、

新

条

条

の

第

六

条

及

び

新

協

定

第

二

条

ユ

に

お

い

0

o

 

o
 :• o 

o
 
o
 
o
 

o
 

て

は

、

明

確

に

「

日

本

国

内

に

お

｀

い

て

施

設

及

び

区

域

を

使

用

す

る

こ

と

を

0

0

0

 

0
 

0
 

許

さ

れ

る

。

」

叉

は

「

日

本

国

内

の

施

設

及

び

区

域

の

使

用

を

許

さ

れ

る

。

」

と

規

定

し

た

も

の

で

あ

る

。

＊
ヽ
ヽ

る

カ

設

． 

こ

れ

に

つ

い

区

域

は

、

て

は

別

途

説

明

を

要

す

る

。

こ

こ

れ

を

日

本

が

米

軍

に

提

供

す

る

も

の

で

あ

る

以

上

当

然

日

本

国

内

に

あ

る

」

も

の

に

な

ら

ざ

る

を

え

な

い

。

で

提

供

し

た

海

上

演

習

場

で

領

海

を

こ

え

て

公

海

の

一

部

を

含

む

も

の

が

あ

←―̀ 

た
だ
し
、

行

政

協

定
--T 

も

の

が

あ

る

か

の

よ

う

に

解

さ

れ

る

お

そ

れ

も

あ

る

が

、

行

政

協

定

の

下

に

姦

い

て

、

国

内

の

施

設

・

区

域

の

ほ

か

に

、

そ

の

附

近

に

お

け

る

施

設

こ

れ

は

誤

り

で

施

． 

「

日

本

国

内

及

び

そ

の

附

近

」

米

軍

に

提

供

さ

れ

る

施

設

・

な
い
。

安

全

保

障

条

約

に

お

）

す

な

わ

ち

、

こ

の

よ

う

に

米

軍

が

区

域

に

は

、

区

域

と

い

う
日

本

「

日

本

国

内

又

は

そ

の

附

近

に

」

い

て

も

新

条

約

に

お

い

て

も

な

ん

ら

変

わ

る

と

こ

ろ

は る

こ

と

は

d

の

字

句

に

関

連

し

て

、

配

備

さ

れ

さ

せ

て

お

く

こ

と

も

日

本

は

同

意

す

る

旨

を

条

文

上

明

ら

か

に

す

る

た

め

で

、



答 問

こ

の

第

二

条

ノ

海

上

演

習

場

の

定

の

精

神

た

従

つ

容
，
認
し
た
も
の

(a) 

に

す

ぎ

な

い

。

て
、

米

軍

が

そ

の

部

分

を

演

習

の

た

め

使

用

す

る

こ

と

を

行

政

協

定

第

二

条

1

よ

う

な

意

味

に

苓

い

て
、

の

規

定

に

従

っ

定

の

下

で

は

ど

う

な

る

い

る

の

は

、

目

的

に

か

ん

が

み

、

を

容

認

す

る

も

の

で

あ

る

と

と

も

に

、

画

定

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

部

を

含

む

当

該

水

坑

に

か

か

る

演

習

の

行

な

わ

れ

る

区

域

を

滞

上

演

習

場

の

部

た

る

公

海

の

郭

分

は

、

般

航

行

の

安

全

を

は

か

つ

て

い

る

の

9.-̂ 
(．， 

全.:,.; 

る

゜

領

悔

の

お

け

る

米

章

の

演

習

て

提

供

さ

れ

た

区

域

で

は

な

く

、

一

部

に

指

定

し

て

わ

が

国

が

安

全

保

障

条

約

の

本

件

海

上

演

習

場

の

場

合

に

芸

い

て

、

領

海

に

続

く

公

海

の

定

水

桟

を

の
か
．
o

海

を

提

供

す

る

こ

と

は

｀

行

政

協

定

の

規

定

上

可

能

で

あ

っ

た

の

か

。

行

政

協

定

の

下

匠

お

い

区

域

の

う

ち

公

海

に

属

す

こ

の

同

規

新

餡

て

在

日

米

軍

に

提

供

さ

れ

て

い

る

海

上

憐

習

燭

の

る

郊

分

を

含

む

も

の

が

あ

る

が

、

よ

う

な

公



を

避

け

る

た

め

、

．演

習

の

行

な

わ

れ

る

水

城

を

限

定

し

、

実

際

に

演

習

が

行

な

わ

れ

る

場

合

一

般

船

舶

の

航

行

に

危

険

が

生

ず

る

こ

と

海

た

る

性

格

は

い

さ

さ

か

も

変

更

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

。

二

条

の

精

神

に

よ

り

米

軍

に

使

用

を

認

め

た

か

ら

と

言

っ

て

当

該

水

域

の

公し

か

し

な

が

ら

方

を

措

置

し

て

い

る

わ

け

で

あ

る

。

所

要

事

項

の

衆

知

し

た

が

つ

て

、

日

本

が

か

か

る

公

海

に

属

す

る

部

分

に

つ

き

行

政

協

定

第



問

い

う

も

の

で

あ

り

｀

協

定

の

下

疋

ス

ク

交

換

公

文

に

従

っ

し

て

い

る

｀
 
笠
に

ン
(_ 

の

な た

椅

設

・

米

軍

の

よ

う

な

こ

区

域

と

み

な

さ

れ

る

使

用

に

つ

き

日

米

間

に

', 

用

の

物

件

ま

で

第

二

条

ュ

つ

て

し

7

を

う

の

の

桐

般

゜

第

二

均

い

て

、

条

1

と

は

な

い

。

「

施

設

及

び

区

域

」

は

協

定

中

明

文

の

定

義

は

行

政

協

定

第

二

条

1

と

こ

さ

れ

た

「

施

設

及

び

区

域

」

を ＿フ

な

い

が

｀

行

政

第

二

条

l

第

二

条

1

回

の

規

定

に

よ

紛

争

の

あ

る

施

設

第

二

条

1

て

米

軍

の

使

用

に

供

固

の

規

定

は

｀ 固

に

い

う

合

衆

国

が

ヽ

ヽ

ヽ

使

用

で

は

な

い

か

。

切

の

規

定

に

よ

っ

た

こ

と

に

。

区

域

や

米

軍

の

不

当

使

て

正

式

に

提

供

さ

れ

に

定

め

る

手

続

又

は

岡

崎

。

の

よ

う

た

行

政

協

定

の

下

の

も

の

が

第

二

条

1

よ

う

に

読

め

る

が

、

陀

よ

り

正

式

た

合

意

さ

れ

の

協

定

で

こ

は
｀

現

在

区

域

い

つ

さ

い

(a） 

用

し

て

い

る

限

り

そ

の

使

用

疋

ゆ

だ

ね

ら

れ

て

い

る

土

地

、

建
物
｀

そ

の

他

(b） 

｀
 

a

り

行

政

協

定

終

了

の

時

た

米

軍

が

現

実

に

使



下

で

改

め

そ

の

手

続

を

ふ

ん

で

提

供

で

す

で

し

た

米

軍

の

使

用

匹

供

て

第

二

条

l

い

紀

よ

る

提

供

手

続

を

ふ

ま

な

く

と

も

あ

た

か

も

し

た

施

設

。

た

も

の

と

み

な

す

と

い

う

趣

旨

冗

過

ぎ

な

区

域

に

つ

い

て

は

｀

い
。

新

協

定

の



め

現

実

に

は

使

用

さ

れ

て

い

な

い

も

の

は

当

然

入

る

。

• I 

す

る

演

習

場

等

で

行

政

協

定

終

了

）
は
、
新
協
定
第
二
条

1

的

に

の

時

が

演

習

期

問

に

当

た

つ

て

い

な

い

た

(/_) 

注
、

行

政

協

定

第

二

条

4

⑮

で

提

供

さ

れ

た

定

期

間

を

限

つ

て

使

用

及

び

区

域

と

し

て

現

に

使

用

し

て

い

る

も

の

及

び

使

用

す

る

権

利

の

あ

る

も

が

あ

る

が

、

こ

れ

ら

の

施

、設

。

区

域

で

行

政

協

定

終

了

の

時

に

米

軍

が

施

設

崎

゜

答

従

来

行

政

協

定

の

下

に

お

い

て

も

米

軍

に

提

供

さ

れ

た

施

設

い

う

か

。

従

つ

て

合

意

し

た

も

の

と

み

な

さ

れ

る

施

設

。

区

域

と

は

い

か

な

る

も

の

を

L.. 

と

あ

る

が

、

こ

の

項

の

規

定

で

的

の

規

定

に

両

政

府

が

似

の

規

定

に

従

つ

て

合

意

し

た

問

第

二

条

ユ

向

に

お

い

て

第

二

条

1

⑮

用

し

て

い

る

施

設

及

び

区

域

は

、

施

設

及

び

区

域

と

み

な

す

。

。

区

域

に

は

、

行

政

協

定

第

二

条

ユ

第

二

文

．

に

定

め

る

手

続

で

提

供

し

た

施

設

。

区

域

と

岡

ラ

ス

ク

交

換

公

文

と

い

、
う

手

続

で

使

用

を

許

し

た

施

設

。
区
域
の
二
種
類

「

合

衆

国

が

ヽ

‘
 、
行

政

協

定

の

終

了

の

時

に

使



定

め

る

個

個

の

施

設

さ

な

く

て

も

当

然

そ

の

． 
「
協
定
」

を

締

結

し

て

正

式

に

提

供

さ

れ

た

も

の

と

区

域

に

つ

い

て

の

み

な

す

と

の

趣

旨

で

あ

る

。

「
協
定
」

を

い

ち

い

ち

結

び

な

お



答 問

(2) は）

用

す

る

こ

国

政

府

は

｀

行

政

協

定

そ

の

よ

で
は
｀

習

場

の

よ

う

な

も

の

に

限

る

こ

と

な

く

｀

ぅ

明

確

に

し

た

も

の

で

あ

る

。

な

り
i

'

う

の

文

言

を

削

．除

し

て

い
る
。

文

上 新

協

定

第

二

条

4

域

の

日

本

政

府

又

は

日

本

国

民

の

時

使

用

の

問

疸

を

規

定

し

て

い

る

。

ゆ

え

そ

の

よ

う

．
 

第

二

条

4

第

二

条

4

(a) 

固

及

び

行

政

協

定

第

二

条

4

な

修

正

を

行

な

っ

の

主

た

る

相

違

点

及

び

そ

の

修

正

理

由

は

次

の

新

協

定

で

は

｀

時

使

用

の

対

象

に

を

使

用

し

う

る

よ

行

政

協

定

に

お

け

る

と

お

り

で

あ

る

。

「

射

撃

場

及

び

演

習

場

の

よ

う

な

」

こ

れ

は

日

本

政

府

叉

は

日

本

国

民

lfC

る

施

設

。

区

域

の

範

囲

を

単

lfC
射

撃

場

及

び

演

あ

ら

ゆ

る

種

類

の

施

設

「

日

本

国

の

当

局

及

び

国

民

と

が

で

き

る

。

」

と

な

っ

て

い

た

が

｀

新

協

定

で

は

｀

う

な

施

設

及

び

区

域

を

み

ず

か

ら

使

用

し

｀

た
か
。

は
｀

但）

は

｀ 

固

と

行

政

協

定

第

二

条

4

国

と

の

相

違

点

い

か

ん

。

又

は

日

「

日

本

そ

れ

を

臨

時

に

使

・

区

域

よ

る

と

も

に

施

設

。

条 区

ま

た

な

IIC



(3) 

す

べ

き

こ

と

に

な

っ

て

い

る

が

｀

い

て

は

｀

合

意

の

主

体

及

当

該

鹿

設

。

区

域

の

正

規

の

使

用

目

的

に

と

つ

い

こ

と

を

合

意

日

本

政

府

又

は

日

本

国

民

に

よ

る

施

設

。

区

域て

有

害

で

な

行

政

協

定

匠

苓

の

使

用

が

｀

米
軍
冗
｀
，
よ
る

と

思

わ

れ

る

。

ヽ

ず

る

よ

う

な

事

例

が

あ

っ

法

律

関

係

が

明

確

に

な

り

そ

の

よ

う

な

紛

争

発

生

の

余

地

が

な

く

な

る

も

の

た

が
ヽ

今

後

は

、

に

返

還

さ

れ

｀

に
紛
争
｀
＇
が
生

本

国

民

に

使

用

さ

せ

る

こ

と

米

謳

だ

け

の

許

可

耕

を

認

め

た

よ

う

耕

作

の

継

続

に

つ

き

農

品

と

日

本

政

府

と

の

間

日

本

政

府

と

日

本

国

民

の

間

の

な

事

例

が

あ

る

と

こ

ろ

、

当

該

施

設

・

ち
｀

従

来

た

と

え

ば

米

軍

が

時

不

使

用

中

の

施

設

。

区

域

内

で

農

民

た

農

区

域

が

日

本

政

府

際

し

て

は

、

政

府

の

許

可

を

得

ず

使

用

し

て

い

た

場

合

が

あ

っ

た

。

す

な

わ

（
注
、

従

来

は

｀

日

本

国

民

が

そ

の

よ

う

な

施

設

・

区

域

を

使

用

す

る

に

っ

た

の

で

、

そ

う

い

う

こ

と

の

な

い

よ

う

明

確

た

し

た

も

の

で

あ

る

。

も

す

る

で

使

用

で

き

る

か

ら

誤

解

を

招

く

苓

そ

れ

が

あ

と

が

で

き

る

。

L— 
と

改

め

た

。

な

ぉヽ

｀
 
従

来

や

や



間 oの

に。間

合

意

さ

で

合

意

れ

た

場

合

に

限

る

さ

れ

て

き

た

）

｀ 
」゚

旨

に

改

め

｀

こ

れ

を

び

そ

の

手

続

が

明

確

で

な

か

っ

た

の

で

手

続

を

明

確

冗

し

た

。

（

注

、

実

際

上

は

米

軍

と

防

衛

庁

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

o

o

o

 

「

合

同

委

員

会

を

適

じ

て

両

政

府



答

区

域

と

同

様

匠

な

る

が

、

こ

と

た

，
 
＼
 

＼
 

第

二

条

1

こ

の

種

の

施

設

。

こ
の

よ

う

な

廂

設

゜

条

件

で

提

供

さ

区

域

の

米

軍

た

よ

る

使

用

頻

度

は

従

来

iaJ
の

規

走

に

従

っ

て

両

政

府

が

協

定

を

締

結

す

る

区

域

を

提

供

す

る

手

説

と

し

て

は

、

よ

う

な

れ

（
千
葉
県
）

定

の

期

・間

を

限

つ

と

長

浜

小

銃

射

撃

場

期

間

を

限

つ

定

の

胡

間

を

限

つ

て

使

用

す

べ

定

の

下

で

提

供

し

た

も

の

と

し

て

は

、

て

い

る

も

の

で

あ

る

。

通

常

の

疱

設

。

か

ら

何

日

ま

で

と

か

毎

週

月

曜

日

八

時

こ

れ

は

い

ず

れ

も

定の

練

場
と

し

て

は

｀

行

政

協

「

合

衆

国

軍

隊

が

域
は
、

か

ら

十

八

時

ま

で

使

用

す

る

と

い

う

て
｀ （
江
田
島
）

た

と

え

ば

春

秋

二

回

何

月

何

日

の

ど

の

よ

う

な

手

浣

を

経

て

提

供

さ

れ

る

の

か

。

べ

き

廂

設

及

び

区

域

」

と

は

い

か

な

る

も

の

か

。

問

新

隔

室

第

二

条

4

固

の

第

二

条

4

⑮

「

合

衆

国

軍

隊

が

そ
の

ケ

所

が

あ

る

?~  ̀

力

習

志

野

降

下

訓

き

施

暇

及

び

区

域

よ

う

な

施

設

及

び

区

て

使

用

す



て

の

協

走

中

に

均

い

て

は

、

せ 両
委

員

ー会

を

通

じ

の

る

こ

と

に

な

っ

と

こ

ろ

極

め

て

低

い

。

て

合

意

す

い

る

゜

い
る

米

謳

の

使

用

す

る

場

合

適

用

さ

て

て

当

該

廊

設

区

域

匠

適

用

す

る

新

協

定

の

規

走

を

あ

わ

（

前

記

の

訓

練

場

及

び

射

睾

場

た

い

て

各

条

項

を

適

用

す

る

旨

明

記

さ

れ

て

又
｀

゜ こ
の

よ

う

な

施

殴

。

区

域

妬

れ

る

限

り

に つ

つ

い

て

は

｀

ぉ... い 合



答

(3) (2) (1) 

港
湾
、

び

附

加

物

の

建

立

施

設

用
、

占
有
、

置

を

執

る

こ

第

三

条

ユ

的

匹

ど

の

よ

水
路
、

建

物

そ

の

他

の

工

作

物

の

移

動

、

警
備
、

に

基

づ

る

こ

と

が

港

門

及

び

投

び

ょ

う

地

の

改

善

並

び

に

こ

れ

ら

へ

管

理

こ

う

な

措

置

を

と

る

こ

と

が

で

き

る

の

←ー'

ヽ

か

゜

と

が

で

き

る

。

L— 
と

あ

る

が

、

の

規

定

に

れ

ら

の

設

定

、

問

第

三

条

1

に

お

い

て

、

第

三

条

l

L--

運
営
、

さ

ら

に

「

合

衆

国

は

、

も

の

と

し

、

。

区

域

の

建

設

（

浚

渫

、

'~·9·9.h‘ ’~ 

定

着

物

の

附

加

及

運
営
、

ま
た
、

’’ ・-・ 

の

出

第

合

衆

国

施

設

及

び

区

域

内

に

お

い

て

、

警

護

及

び

管

理

の

た

め

必

要

な

す

ぺ

「

合

衆

国

も

、

で
き
る
。

委

員

会

を

通

ず

る

両

政

府

問

の

協

諮

の

上

で

前

記

の

目

的

の

た

め

必

萎

な

措

埋

立

て

を

含

む

て

の

措

置

を

と

よ

り

米

軍

は

具

体

い

て

米

軍

の

執

り

う

る

措

置

の

主

た

る

も

の

は

、

条

に

関

す

る

合

意

誤

事

録

の

中

に

例

示

さ

れ

て

い

る

と

芸

り

で

あ

る

。

維

持

、

そ

れ

ら

の

変

更

、

•_ 

．．
 
i
り
p
,
1
i
.

使 そ



J. 

軍
は
、

管

理

に

関

す

る

必

要

＇
た

す

ぺ

・

区

域

へ

の

出

入

の

便

を

図

る

た

め

に

そ

の

外

部

に

装

い

て

は

措

置

を

執

る

必

要

の

あ

る

場

合

に

は

、

新

協

定

の

下

で

は

、

議

の

上

で

、

施

設

遅

営

、

(61 (4) 

知

装

置

、
よ

う

に

米

軍

は

、

関

係

法

令

の

範

囲

内

で

、

第

二

義

的

に

、

政

府

が

、

以

上

の

支
苗
1

用

‘

き

n
t
"
v 施

設

合

同

委

員

会

を

通

ず

る

両

政

府

間

の

協

議

に

よ

り

同

そ

の

措

置

を

敏

る

こ

と

に

な

り

、

に＿ヽノ

米

軍

の

要

請

に

基

づ

い

て

合

同

委

員

会

を

逓

ず

る

両

政

府

間

の

協

第

義

的

に

は

、

，

日

本

施

殷

。

区

域

の

内

部

匠

森

い

て

、

て

の

措

匿

を

執

る

こ

と

が

で

き

る

が

、

そ

の

設

定

、

無

綜

装

置

等

を

含

む

。

,_， 

維
持
、

使

用

（

気

象

観

測

、

航

行

用

燈

火

、

無

線

電

話

、

。

区

域

に

苓

け

る

兵

器

、

物
資
、

装
置
、

船
舶
、

車

両

の

構

築

、

地

中

電

線

、

導
管
、

鉄

道

引

込

線

を

含

む

③

米

軍

の

使

用

す

る

路

線

に

有

線

無

線

の

通

信

施

設

の

建

設

（

係
留
、
軍

事

上

必

要

な

限

度

で

の

船

舶

、

落
陸
、

陸
陸
、

入

の

た

め

の

道

跨

、

橋

の

建

殷

及

び

維

持

操

作

等

の

管

理

｀
 

舟

艇

、

航

空

機

、

電

波

探

車

両

の

投

び

よ

う

、

海

底

電

線

、



も

含

ま

れ

て

い

る

わ

け

で

あ

る

。

記

の

①

な

い

し

③

改

め

ら

れ

て

の

も

ろ

も

ろ

の

措

置

に

は

、

日

本

政

府

が

執

り

う

る

芥

箆

様

の

措

置

を

執

忌

こ

と

が

で

き

る

旨

に

＾
る
。

し

す

な

ゎ
ち
ヽ

タ
リ士月



r̀
., 

伝
’L

米

軍

が

旅

設

る

区

域

外

匠

誨

い

焦

制

限

忙

権

利

を

行

使

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

な

印

象

を

与

え

る

姦

ま

た

実

際

の

憤

行

上

施

設

の

あ

る

こ
と
、

の

匠

必

要

な

桔

利

、

区

城

外

忙

権

力

及

び

楕

能

を

有

す

る

旨

定

め

て

も

出

入

の

偲

を

最

も

必

要

が

あ

る

と

さ

は

、

の

土

地

、

領

水

及

び

空

間

忙

茶

い

、..... 
L 

｀ 廊
設

・

区

妓

第

二

文

忙

古

い

て
、

行

政

格

定

で

は

、

合

衆

国

は

、

い

た

が

、

こ

れ

を

「

そ

れ

ら

の

設

定

、

・

0

o

o

o

 

0

0

0

0

0

 

要

な

す

べ

て

の

措

脳

を

執

る

こ

と

が

で

き

る

。

て の

た

び

区

域

内

忙

お

い

第

三

条

1

の

第

一

文

に

お

い

行

政

協

定

で

は

、

「

そ

れ

ら

の

設

定

、

使

用

、

運

営

、

0

0

0

.
 0
 

0
 

0
 

め

必

要

な

叉

は

適

当

な

栢

利

、

権

力

及

び

栴

能

を

す

る

。

て
、

て
、

政

協

定

第

三

条

1

の

規

定

の

差

異

い

か

ん

遅
営
、

゜

L— 

つ
い

て

は

従

来

米

軍

入`、

て
い
た
・
カ

施

設

と

改

め

た

。

L— 

そ

れ

へ

の

出

入

の

仮

を

図

る

区

芯

の

迂

傍

こ
れ
は
，

誓

護

及

び

管

芭

の

た

め

必

と

規

定

し

防

衛

叉

は

管

理

合

衆

国

は

、

施

設

及

混

施

設

・

区

核

の

内

外

に

お

け

る

奢

涅

等

に

関

す

る

新

協

窓

第

一

1

i

条

1

と

行



「

合

衆

国

も

、

合

同

委

員

会

を

通

ず

る

両

政

府

間

の

協

議

の

上

で

前

記

の

目

的

の

た

め

必

要

な

措

置

を

執

る

こ

と

が

で

き

る

。

」

と

定

し

た

の
を
、

第

三

文

に

お

い

て

、

ま
た
、

行

政

協

定

で

は

、

力

及

び

権

能

を

施

設

及

び

区

域

外

で

行

使

す

る

に

当

つ

合

同

委

員

会

を

適

じ

て

両

政

府

間

で

協

諮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

措

置

を

執

る

こ

と

と

し

た

わ

け

で

あ

る

。

て
は
、

L— 

必

要

に

応

じ

、

「

本

条

で

許

与

さ

れ

る

権

利

‘

間

の

協

議

を

行

な

っ

た

上

で

、

か

っヽ

り

関

係

法

令

の

範

囲

内

で

、

所

要

の

政

府

は

、

印

米

軍

の

要

請

に

基

づ

い

て

、

ず

る

両

政

府

間

の

協

議

の

上

で

、

な

措

置

を

と

る

も

の

と

す

る

。

と

改

め

た

。

す

な

わ

ち

、

已

合

同

委

員

会

を

通

ず

る

両

政

府

の

出

入

の

便

を

図

る

主

体

を

米

軍

か

ら

日

本

国

政

府

に

改

め

た

こ

と

、

し—•

． 

ヽ

‘
 ヽ
ヽ

・
ヽ

を

図

る

た

め

、

合

衆

国

軍

隊

の

要

請

が

あ

っ

た

と

き

は

、

本

国

政

府

は

、

ヽ

'ヽ

ヽ

ヽ

施

設

、

合

衆

国

軍

隊

の

施

設

及

び

区

城

へ

と

規
日

本

区

域

権 ヘ

の

出

入

の

便

合

同

委

員

会

を

通

関

係

法

令

の

範

囲

内

で

必

要

の

要

請

に

よ

り

日

本

政

府

が

措

置

し

て

い

る

こ

と

等

の

理

由

に

よ

り

、

「
日



改

め

た

。

万

一

必

要

が

あ

る

場

合

に

は

、

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

す

な

わ

ち ，
，， 

米

睾

も

直

接

必

要

な

措

置

を

執

り

う

る

こ

と

前

記

第

二

文

の

日

本

政

府

が

執

る

べ

き

措

筐

に

つ
き



答

米

軍

は

、

た

め

必

要

な

措

置

を

執

る

こ

と

が

で

き

る

わ

け

で

あ

る

。

た

め

ヽ

第

三

条

1

ヽ

合

同

委

員

会

を

通

ず

る

両

政

府

間

の

協

議

の

上

で

、

ヽ

ヽ

ヘ

の

出

入

て
」

こ
れ

，ら

の

施

設

区

域

の

「

支

持

、

の

便

を

図

る

」
警

籐

及

び

管

理

の

目

的

の

こ

と

で

、

こ

の

目

的

の

第

三

条

1

第

三

文

の

そ

れ

ら

の

施

設

及

び

区

域

に

隣

接

し

又

は

そ

れ

ら

の

近

傍

の

土

地

、

び

空

間

に

お

い

、

施

設

及

び

区

域

「

前

記

の

目

的

の

た

め

」

と

は

何

を

さ

す

の

か

。

問

第

三

条

1

の

第

三

文

に

装

い

0

0

 

0
 

0
 

的

の

た

め

必

要

な

措

置

を

執

る

こ

と

が

で

き

る

。

記

の

目

的

の

た

め

」

て •
ヽ

と
は
、

L_ 

「

合

衆

国

も

、

ヽ

ヽ

領

水

及

第

二

文

に

い

う

と

あ

る

が

、

ヽ

ヽ

--1 

こ

の

「

前

0

0

0

 

0
 

、

前

記

の

目



答

て

残

存

価

値

が

あ

る

と

き

は

、

る

補

償

を

行

な

う

も

の

と

す

る

。

つ
い

L— 

ダ

政

府

は

、

ヽ

と

く

み
匠
、

日

本

側

が

、

施

設

第

四

条

1

は
、

た

と

き

の

状

態

忙

回

復

し

、

又

は

そ

の

回

復

の

代

り

匠

日

本

忙

補

償

す

る

義

務

を

負

わ

な

い

と

い

う

趣

旨

で

あ

る

が

、

区

域

に

加

え

ら

れ

他

の

工

作

物

に

対

し

い

か

な

る

補

償

の

義

務

も

負

わ

な

い

と

い

う

規

定

と

対

応

す

る

も

の

で

あ

り

、

、
彼

我

の

権

利

、

義

務

の

施

衡

を

図

っ

諸

外

国

の

駐

留

軍

協

定

に

お

い

「

こ

の

協

定

に

基

づ

く

す

べ

こ

の

協

定

に

基

づ

い

て

合

衆

国

の

登

用

で

殷

立

さ

れ

た

設

備

に

米

側

が

施

設

回

復

の

轄

務

を

負

わ

な

い

と

し

た

の

は

不

当

で

は

な

い

か

。

問

第

四

条

1

に

姦

い

て

、

区

域

の

返

還

に

際

し

て

こ

れ

を

提

供

さ

れ

米

側

は

、

て

の

運

用

の

終

了

に

当

た

り

、

て
は
、

こ

の

規

定

は

、
9

て

い

る

改

良

、

オ

ラ

ン

て

い

る

。

ち
な

施

設

及

び

区

域

の

返

還

に

際

し

て

原

状

同

条

2

に

お

い

残

さ

れ

る

建

物

そ

の

た

と

え

ば

、

米

蘭

協

定

の

ご

合

衆

国

に

対

し

そ

の

残

存

価

値

に

対

す

と

規

定

し

て

お

り

、

こ

の

方

式

忙

よ

れ

て



ギ

リ

ジ

ャ

協

定

、

る゚
ば
、

p̀
 

な

お

米

側

が

施

設

新

ポ

ン

協

定

等

多

数

見

ら

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

米

粒

協

定

と

同

種

の

残

存

価

値

に

対

す

る

補

償

の

規

定

は

、

米

物

に

つ

い

て

日

本

側

は

補

償

を

行

な

わ

な

け

れ

・

区

域

に

加

え

た

改

良

、

残

さ

れ

た

建

物

そ

の

他

の

工

作

ば

な

ら

な

く

な

る

わ

け

で

あ



空

機

で

、＇ 

合

衆

国

が

完

全

に

管

理

し

、

か

つ

公

の

目

的

で

運

前

す

る

も

の

は

、

船

舶

に

限

ら

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

だ

外

国

わ
ち
｀

裸

用

船

、 よ

う

に

船

舶

疋

統

海

用

船

及

び

期

間

用

鉛

契

約

た

の

船

舶

笈

び

航

ょ

り

被

用

さ

れ

た

外

国

事

録

応

あ

る

つ

い

て

見

れ

ば

｀

合

衆

国

の

被

用

船

舶

、

す

な

衆

国

紀

,
1
 

で

運

前

さ

れ

る

も

の

」

に

限

．

定

さ

れ

る

訳

で

あ

り

、

同

条

に

関

す

る

合

意

議

よ

つ

て
｀

合

衆

函

の

た

め

に

答

第

五

条

1

忙

い

う

「

合

衆

国

以

外

の

国

の

船

舶

及

び

航

空

機

」

又

は

合

衆

国

の

管

理

の

下

た

公

の

目

的
と
は
、
「
合

訳

す

べ

き

で

は

な

か

っ

た

力‘

〇

ト

に

よ

れ

ば

｀

「

合

衆

國

以

外

の

」

は

f
o
r
e
i
g
n
 

と

あ

り

「

外

国

の

」

と

た

日

本

へ

の

出

入

の

権

利

を

認

め

る

の

は

不

適

当

で

な

Vヽ

ヵヽ

゜
英

文

テ

キ

ス

、
、
、

、、」
と

あ

る

が

、

日

米

間

の

条

約

で

第

三

国

の

船

舶

及

び

航

空

殺

問

第

五

条

1
‘

た

第

五

条

1

「

合

衆

国

及

び

合

衆

国

以

外

の

国

の

船

舶

及

び

航

空

機

で

｀ 



合

を

協

定

上

カ
バ

ー

で

き

な

く

な

る

か

ら

で

あ

る

。

鉛

舶

又

は

日

本

国

錘

を

有

す

る

航

空

磁

が

ア

メ

リ

カ

に

よ

り

被

用

さ

れ

る

場

日

米

両

国

以

外

の

国

理
由
は
、

の
ー

を

？マハ

も

し

こ

「

外

函

の

」

始

船

及

び

統

空

殺

を

意

味

す

る

と

す

る

日

本

語

テ

キ

ス

ト

に

お

い

て

合

衆

国

の

公

有

船

舶

れ

る

訳

で

あ

る

。

for~ign 

に

準

ず

る

も

の

と
こ

を

「

合

衆

国

以

外

の

」

ー

の

協

定

の

当

冥

国

で

と

し

て

取

扱

う

こ

と

に

な

り

、

日

本
あ

る

と

し

1t. 

こ

と

が

妥

当

と

考

え

ら



問

る

（

な

苓

こ

の

楊

合

、

た

条

3 

(/.) 

¥a) 

ヽ

固

及

び

lCJ
に

該

当

し

痘

で

運

送

さ

れ

る

の

は

例

外

的

な

場

合

に

と

え

ば`

第

十

限

ら

れ

る

こ

と

が

合

意

さ

れ

て

い

私

人

た

る

旅

客

で

あ

る

が

、

こ

れ

ら

の

も

の

が

こ

の

よ

う

な

至

に

よ

る

特

権

及

び

免

除

を

受

け

な

よ

る

特

潅

及

び

免

除

を

受

．
け

ぅ

る

も

の

で

あ

る

の

が

原

則

で

あ

る

。

こ

り

協

こ

れ 第

五

条

1

港

及

び

飛

行

場

ら

の

船

舶

｀

い

賃

物

及

び

旅

客

と

は

商

業

貨

物

及

び

恰

舶

及

び

坑

空

・
航
空
磯

こ

の

協

定

に

日

本

の

硫

空

嘩

で

｀

合

衆

答

第

一

ユ

条

ュ

は

、

¥^ 

か

た

叩

扱

わ

れ

る

物

叉

は

旅

客

」

第

五

条

1

ヘ

に
，積

殴

さ

の

出

入

の

権

利

に

い

て

規

れ

る

貨

物

及

び

旅

客

は

｀

つ

足

し

て

い

る

も
の
で
｀

有

の

鉛

舶

、

國

が

完

全

に

管

埋

し

合

衆

国 、
o

刀

の

公

と

は

何

を

い

う

か

。

第

二

文

妬

い

う

--, 

刀:

っ
公

の

目

的

で

湿

硫

す

る

も

0

の

統

空

機

叉

は

第

三

国

病

の

沿

舶

、

古
．
た
、

こ

れ

ら

の

貿

吻

及

び

旅

客

は

、

こ
の
筋
＂
）
に

よ

る

免

除

を

与

え

；

c

れ

な

い

貨



りヽ

人

と

は

軍

人

、

に

よ

り

至

古

る

が

、

な

苓

ヽ

こ

の

よ

う

な

商

業

貨

物

及

び

私

人

た

る

旅

客

が

前

記

の

船

舶

又

は

統

空

畷

で

運

送

さ

れ

る

る

者

は

、

な

い

物

品

的

冗

日

本

の

法

令

の

適

用

を

受

け

る

。

い

て

は

第

十

章

属

家

族

で

あ

る

吻

に

つ

゜

条

に

褐・

げ

ら

れ

て

い

る

物

で

あ

こ

の

協

定

に

よ

る

免

除

を

受

け

る

、

そ

の

免

除

の

内

容

は

各

規

定

塗

し

て

は

全

面

る

こ

と

だ

な

っ

て

お

り

、

こ

れ

ら

の

旅

客

及

び

貨

物

の

日

本

国

へ

の

出

入

に

と

き
は
、

合

衆

固

が

日

本

国

当

局
た

そ

の

旨

の

適

告

を

し

て

く

そ

れ

ぞ

れ

商

業

貨

物

及

び

私

人

た

る

旅

客

用

疋

供

玄

ふい

る

財

産

軍

属

及

び

家

族

た

か

在

沖

纏

・米

軍

の

軍

属

で

そ

の

公

務

の

と

た

め

来

日

す

で

箪

人

、

仕

同

け

ら

れ

つ

こ

れ

ら

の

者

の

私

と

考

え

る

ペ

き
で
あ
る
。
）

力‘



マ

限

る

旨

合

意

さ

れ

問

協

定

に

よ

第

五

条

l

て

い

る

が

、

答

海

港

に

一

つ

い

て

は

、

＇
「
、
，
飛
行
場
」

に

つ

い

て

も

同

様

で

あ

る

。

第

五

条

に

関

す

る

合

意

議

事

録

で

通

常

つ

て

免

除

を

与

え

ら

れ

本

国

の

港

又

は

飛

行

場

と

は

ど

ん

な

港

、

飛

行

場

で

あ

る

か

。

「
開
港
」

に

た

船

舶

及

び

航

空

機

の

出

入

で

き

る

日



答 問

合

衆

国

軍

隊

の

当

局

か

ら

の

通

告

を

得

て

当

該

、

飛

行

場

で

協

定

に

よ

る

免

除

を

与

え

ら

れ

な

い

者

、

三

国

人

等

が

出

入

国

港

に

指

定

さ

れ

て

い

な

い

合

衆

国

軍

隊

の

管

理

す

る

飛

よ

う

た

者

は

、

本

来

そ

れ

ぞ

れ

在

日

米

軍

に

密

接

な

関

係

を

有

す

る

人

で

あ

る

か

ら

特

に

重

大

な

支

障

の

な

い

限

り

便

宜

を

講

ず

る

こ

と

と

し

て

お

り

、

そ

の

た

め

、

こ

れ

ら

の

者

に

対

し

出

入

国

審

査

を

受

け

さ

せ

る

た

め

に

そ

の

つ

ど

も

よ

り

の

出

入

国

港

に

行

か

せ

る

こ

と

な

く

、

施

す

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

協

定

の

規

定

に

基

づ

く

出

入

国

審

査

を

実

合

衆

国

の

軍

用

機

を

利

用

し

て

軍

の

管

理

す

る

飛

行

場

か

ら

出

入

国

す

る

行

場

か

ら

出

入

国

す

る

こ

と

は

許

さ

れ

る

の

か

。

第

五

条

1

た

と

え

ば

合

衆

国

民

間

人

、

第



ん
合

た

が
ヽ

施

設

誤

事

録

で

は

、

0

0

 

の

移

動

に

施

設

。

区

域

へ

第

五

条

2

第

家

族

の

施

設

城
と
港
、

飛

行

場

間

の

移

動

の

権

利

を

規

定

し

て

茶

り

、

行

政

協

定

の

合

意

0

0

 

の

出

入

及

び

そ

の

間

一

文

に

茶

い

て

は

、

。
区
域
へ
‘
の
出
入
、

記

し

て

い

な

い

が

、

の

移

動

は

、

施

設

。

区

域

相

互

間

の

移

動

、

「

合

衆

国

は

、

使

用

料

そ

の

他

の

課

徴

金

を

免

除

さ

れ

る

も

の

と

了

と

い

つ

て

使

用

料

そ

の

他

の

課

徴

金

を

免

除

さ

れ

る

主

体

を

明

新

協

定

で

は

、

免

除

さ

れ

る

も

の

を

道

路

使

用

料

そ

の

他

の

課

徴

金

と

し

た

の

は

な

ぜ

か

9

つ

い

て

は

、

。
区
域
へ

右

の

規

定

を

受

け

て

、

0

0

 

0
 

使

用

料

そ

の

他

の

課

徽

金

を

免

除

す

る

旨

定

め

て

い

の

出

入

及

び

そ

の

間

の

移

動

に

つ

い

て

の

使

用

料

そ

解

す

る

。

び

そ

の

間

L--

と
い
う
が
、
、

公

式

闘

亭

録

で

は

問

第

五

条

2

の

第

二

文

は

、

第

五

条

2

船

舶

、

こ

施

設

及

び

区

域

へ

施

設

の

主

体

を

軍

用

車

両

に

限

り

、

航

空

機

、

車

両

と

軍

人

、

。
区

軍
属
、

か
つ
、

の

出

入

及

行

政

協

定

の

公

式

合

意

議

事

録

か

ら

と

ら

＇

れ

た



翫

協

定

で

は

、

主

体

を

軍

用

草

両

忙

限

り

、

免

除

の

対

象

を

道

路

使

用

料

そ

の

他

の

課

徴

金

忙

限

定

し

た

わ

け

で

あ

る

。

℃
 

白

で

な

か

っ

た

の

で
iヽ

の

他

の

課

徴

金

と

は

、

か
）

、一―

具

体

的

に

そ

れ

ぞ

れ

何

を

意

味

す

る

か

必

ず

し

も

明



'，i 

か

ら

強

制

水

先

を

免

除

す

る

こ

と

に

し

て

き

た

恋

の

で

あ

る

。

に

米

軍

の

専

用

の

施

設

つ

い

て

知

悉

し

て

い

る

の

で

、

軍

艦

等

の

特

殊

な

目

的

に

か

ん

が

み

従

来

は
、
ま
た
、

強

制

水

先

区

に

指

定

さ

れ

て

い

る

横

須

賀

、

区

域

が

あ

り

、

定

の

区

域

が

強

制

水

先

区

と

定

め

ら

れ

て

い

る

。

保

が

こ

れ

に

該

当

す

る

。

な

ぜ

米

国

軍

艦

等

に

対

し

強

制

水

先

を

免

除

す

る

こ

と

と

し

た

の

か

。

い

る

も

の

で

、

問
c
 さ
た
、

第

五

条

3

京

浜

港

横

浜

区

、

正

確

に

は

、

答

強

制

水

先

の

行

な

わ

れ

て

い

る

港

は

、

第

五

条

3

に

関

し

、

水

路

そ

の

他

の

港

勢

関

門

港

及

び

佐

世

水

先

法

第

十

三

条

で

定

め

ら

れ

て

横

須

賀

港

、

神

戸

港

、

そ

れ

ら

の

各

港

に

つ

い

て

そ

れ

ぞ

れ

米

軍

は

、

佐

世

保

等

の

詰

港

に

現

在

強

制

水

先

の

行

な

わ

れ

て

い

る

港

は

、

ど
こ
か
。



答

で
、

，
 

の

協

力

及

び

整

合

の

た

め

の

手

続

は

、

理

す

る

旨

を

規

定

し

て

い

る

も

の

行

政

協

定

の

規

定

と

匠

四

同

で

あ

つ

て

処

制

及

び

通

信

の

体

系

を

整

合

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

こ

と

を

罹

認

し

、

•こ

条

約

の

目

的

の

達

成

上

必

要

な

限

度

ま

で

、

軍

用

、

非

軍

用

の

航

空

交

通

管

軍
用
、

運

営

す

る

こ

と

が

き

わ

め

て

必

要

で

あ

り

、

特

に

相

互

協

力

及

び

安

全

保

障

航

空

機

の

安

全

か

民

間

用

の

管

制

ーを

統

一

的

に

か

つ

高

度

に

技

術

的

な

も

の

で

あ

っ

て

、

の

体

系

は

、

姦
よ
そ
航
空
交
通
管
制
及
び
こ
れ
に
伴
う
電
気
通
信
体
系
と
い
う
も
の
は
~

確

保

す

る

た

め

に

は

、

両

政

府

当

局

間

の

取

極

に

よ

と

規

定

し

て

い

る

が

、

問

第

六

条

は

、

第

六

条

1

こ

れ

は

い

か

な

る

意

味

か

。

緊

密

尻

協

調

し

て

発

達

を

図

る

も

の

と

し

、

全

保

障

の

利

益

を

達

成

す

る

た

め

必

要

な

程

度

に

整

合

す

る

も

の

と

す

る

P
'
」

か

っヽ

一

元

的

に

つ

能

率

的

な

運

航

を

集

団

的

安

「

す

べ

て

の

非

軍

用

及

び

軍

用

の

航

空

交

通

管

制

及

び

透

信



〇

岸

国

務

大

臣

、

こ

う

解

釈

し

て

、

お
る
、

か 〇

今

澄

委

員

ア

メ

リ

カ

極

東

軍

に

一

任

し

て

い

る

法

律

的

根

拠

は

い

昭

和

左

の

と

姦

り

、

除

い
チ

---、

.
、
る
。

‘
 ヽ

注
、
て
、
コ

ヽ

ヽ

ヽ ヽ

ゞ`

日

本

の

航

空

管

制

を

、

、

政

府

と

し

て

は

行

政

協

定

六

条

に

甚

'.
つ
い

有

効

な

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

す

。

九

衆

予

算

委

員

会

。

航

空

管

制

権

の

米

軍

管

制

を

米

側

忙

一

元

的

に

委

任

し

て

き

た

が

、

従

来

日

本

側

は

、

て

や

っ

て

っ

た

い

ど

こ

に

あ

る

日

本

の

航

空

法

を

超

越

し

て

へ

の

委

任

に

関

す

る

従

来

の

国

会

答

弁

拒

り
昭

和

三

通

管

制

実

施

の

体

制

及

び

技

術

的

能

力

の

充

実

及

び

整

備

を

図

り

、

十

四

年

六

月

の

取

極

に

よ

り

同

年

七

月

以

降

米

軍

専

用

飛

行

場

の

ア

プ

ン

ト

ロ

ー

ル

、

各

飛

行

場

の

管

理

及

び

タ

ワ

ー

の

建

物

の

管

理

椛

を

日

本

側

が

全

面

的

に

航

空

交

適

管

制

を

実

熊

し

て

き

て

い

る

。

そ

の

間

日

本

側

は

、

ロ

航

空

交

こ

の

規

定

に

よ

る

協

力

の

た

め

取

極

に

よ

り

航

空

交

通



空

怯

規

の

適

用

関

係

は

、

わ

が

国

の

航

空

機

に

つ

き

吉

し

て
お
る
。

し

か

し

な

が

ら

、

し

た

が

い

ま

し

て

、

0
林

政

府

委

員

ぎ

さ

し

て

は

、

、

航

空

交

通

管

制

と

い

う

も

の

は

、

こ

の

六

条

の

規

定

に

よ

り

ま

し

て

日

米

間

で

協

定

を

い

お

互

い

に

協

力

し

て

や

り

た

い

。

て

均

る

も

の

と

考

え

ま

す

。

0
林

政

府

委

員

0
林

政

府

委

員

、

一

項

で

、

こ

う

い

う

こ

と

に

基

づ

い

て

お

り

ま

す

。

、

航

空

交

通

管

制

と

い

う

も

の

は

性

質

上

現

在

は

そ

の

点

を

任

を

い

た

し

ま

し

て

や

っ

一

元

的

に

ア

メ

リ

カ

空

宣

航

空

法

あ

る

い

は

航

て

は

航

空

法

の

規

れ

か

が

行

な

わ

な

け

れ

ば

こ

れ

は

実

行

で

き

な

い

も

の

ヽ

ヽ ヽ

、

第

六

条

第

緊

密

に

協

力

し

て

や

一

元

的

に

だ

で

ご

ざ

い

注

す

。

す

か

ら

、

こ

れ

を

主

体

と

し

て

や

っ

当

時

や

は

り

米

軍

が

一

番

航

空

交

酒

管

制

陀

な

れ

て
お

の

方

に

委

協

力

す

る

に

つ

て

お

り

ま

こ

う

い

う

た

て

ま

え

で

や

っ

つ

て

い

く

、

る
、

し

た

が

い

ま

し

て

、

た

し
1
5

ょ
し
て
、

つ
主
り
、

い
と
、

空

の

交

通

と

い

う

も

の

は

実

は

う

ま

く

い

か

な

い

も

の

で

あ

り

ま

す

。

ヽ

ヽ

一

元

的

に

行

わ

な



行

な

わ

れ

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

は
、

｀ 

行

政

協

定

に

基

づ

く

特

別

の

航

空

上

の

取

極

陀

よ

っ

て

実

際

の

適

用

が

空

条

約

の

規

定

が

適

用

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

定

に

よ

り

注

す

9

普

通

の

外

国

旅

客

機

に

米

窓

の

飛

行

機

に

つ

き

ま

し

て

は

、

こ

れ

は

民

間

航

つ

き

ま

し

て



答

る
。
第

七

条

は

、

日

本

政

府

の

各

省

庁

が

優

先

権

を

享

有

す

る

場

合

に

は

そ

れ

よ

り

不

利

で

な

い

条

件

で

米

軍

も

優

先

権

を

享

有

で

苔

る

と

い

う

趣

旨

で

あ

優

先

権

を

与

え

ら

れ

て

い

る

か

。

問

米

軍

は

、

第

七

条

日

本

の

公

益

事

業

及

び

公

共

役

務

の

利

用

に

つ

き

い

か

な

る



答 問

解

し

て

い

る

。

場

合

に

す

ぺ

特

別

の

は
、

官

庁

に

一

あ

る

か

。

て

い 第
七

条

第

七

条

の

，
 

＞
 

．．
 

自

て

j
 

も

「

日

本

国

政

府

の

各

省

そ

の

他

の

機

関

に

い

条

件

で

」

般

的

に

適

用

さ

れ

て

い

る

条

件

を

意

味

す

る

ん

で

き

る

と

い

う

趣

旨

で

理

由

が

あ

っ

て

あ

る

官

庁

が

特

に

有

利

な

条

件

を

適

用

さ

れ

て

米

軍

が

こ

れ

に

ヽ

ヽ

と

い

う

の

は

、

は

な

い

と

て

い

る

「

日

本

国

政

府

の

各

省

そ

の

他

の

様

関

に

当

該

時

に

適

用

さ

れ

る

条

件

よ

り

不

利

で

な

ヽ

適

用

さ

れ

る

条

件

」

も

の

で

あ

っ

い

か

な

る

意

味

て
、
と で



問

象

情

報

を

報

ず

る

電

気

通

信

業

務

」

と

し

て

は

｀

．
 

気

象

庁

が

気

象

解

析

を

行

れ

な

い

資

料

冗

第

八

条

固

に

い
う

「

航

空

啜

の

安

全

か

つ

正

確

な

運

前

の

た

め

必

声

玄

な

気

つ

い

て

も

、

要

請

lfC

よ

り

閲

覧

の

便

等

を

与

え

て

、

い

る

。

「

気

象

＇資

料

」

行

す

る

気

象

月

報

等

の

定

期

刊

行

物

等

を

提

供

し

て

い

る

。

第

八

条

⑮

に

そ

の

他

刊

行

さ

い
う

匠

つ
い

て
は
、

主

と

し

て

気

象

庁

の

刊

送

ら

れ

て

い

る

。

れ

と

ほ

ぼ

同

様

の

資

料

供

す

る

た

め

ラ

ジ

オ

テ

レ

タ

イ

プ

放

送

が

府

中

に

あ

る

米

軍

気

象

中

枢

へ

専

用

線

を

通

じ

て

観

測

の

結

果

が

気

象

庁

冗

集

め

ら

れ

｀

て

き

た

か

。

協

定

第

八

条

に

よ

る

米

軍

へ

し

て

行

な

わ

れ

第

八

条

J
M
G
 
-̀-タ

こ

気

象

庁

答

第

八

条

固

匹

い

う

「

地

上

及

び

海

上

か

ら の

気

象

業

務

を

行

な

っ

の

提

供

は

｀

の

気

象

観

測

」

て

い

る

が

｀

に

つ

い

て

は

｀

従

来

ど

の

よ

う

で

内

外

の

気

象

様

関

の

用

冗

尻



カ

ナ

ダ

等

の

地

上

観

測

資

料

，
が

あ

る

。

``―/ 

軍

基

地

の

親

測

資

料

の

ほ

か

｀

米

大

陸

の

高

層

観

測

資

料

及

び

ア

ラ

ス

カ

｀

は
｀

飛

行

裸

親

測

資

料

、

（
な
お
｀

て

い

る

。

府

中

の

米

軍

気

象

中

枢

か

ら

気

象

庁

に

送

信

さ

れ

る

資

料

と

し

て

＇

い

第

八

条

固

に

た

よ
な

う

た

め

に

p

い

う

冗

な

っ

気

象

庁

が

気

象

業

近

隣

諸

国

の

気

象

放

送

を

受

信

し

て

い

る

も

の

を

p

専

用

線

り

分

送

し

て

い

る

も

の

が

大

部

・分

で

あ

る

。

務

法

冗

基

づ

と

し

て

は

｀

「

地

震

親

測

の

資

料

」

い

て

発

表

す

る

津

波

警

報

が

米

軍

に

伝

達

ー

さ

れ

る

よ

う

台

風

に

関

す

る

諸

情

報

p

―
日

本

国

内

に

お

け

る

米



午‘ュ
ク
{
F

問

占

2̀
J
 

x
 

T

点

と

い

う

位

置

疋

あ

る

と

い

う

字

句

を

削

除

し

た

も

の

で

あ

る

。

務

の

環

と

し

て

夏

季

だ

け

運

営

す

る

こ

と

に

な

っ

た

た

め

｀ 新
協

定

で

は

十

一

月

に

X

点

は

廃

止

た

な

り

｀

T

点

に

つ

い

て

は

｀

か 東

経

百

三

十

五

米

国

と

の

間

冗

経

費

る

と

こ

ろ

｀

営

費

の

七

十

五

．

ハ

ン

ト

を

米

国

が

魚

担

す

る

そ

の

後

米

側

の

経

費

分

担

打

切

り

に

よ

っ

セ

は
、

の

分

担

が

行

ぞ

れ

終

戦

処

理

費

で

実

施

さ

れ

て

き

た

も

の

す

な

わ

ち

｀

平

和

条

約

発

効

後

な

わ

れ

｀

文

点

｀

T

点

の

両

点

の

運

こ

と

と

な

っ
て

て

い

た

。

昭

和

二

十

八

年

日

本

独

自

の

で

あ

る

が

｀

は
、

昭

和

二

十

二

年

十

月

か

ら

｀

T

点
は
、

昭

和

二

十

年

九

月

か

ら

そ

れ

;
f
`
 

固

洋

上

定

点

観

測

が

行

な

わ

れ

て

い

た

も

の

で

あ

る

。

度

を

い

い

｀

x
点

は

北

緯

三

十

九

度

、

東

経

百

五

十

三

度

｀

こ

の

点

に

本コ

い

て
＂

行

政

協

定

を

締

結

し

た

当

T

点

は

北

繍

二

十

九

席

｀

は

な

に

か

。

新

協

定

で

こ

れ

を

削

除

し

た

理

由

は

な

に

ゆ

え

か

。

行

政

協

定

第

八

条

同

の

X

点
｀

T

点

と

い

う

位

置

冗

あ

る

気

象

業
し

X 

占
J ＼ヽヽ

気

象

観

測

船

と



（口）

(1) 

-―̀ 
関

す

る

規

定

並

び

に

外

国

人

登

録

法

の

適

用

を

除

外

さ

れ

る

。

こ

の

結

ヽ

出

入

国

管

理

令

の

中

在

留

期

間

等

に

軍

属

及

び

家

族

は

、

定

第

九

条

の

規

定

に

よ

り

規

律

さ

れ

る

。

す

な

わ

ち

、

「

旅

券

及

び

査

証

に

関

す

る

日

本

国

出

入

国

管

理

令

の

中

旅

券

及

び

査

証

に

関

す

る

規

定

の

適

用

か

ら

も

除

外

さ

れ

る

。

理

令

中

の

旅

券

及

び

査

証

に

関

す

る

規

定

ー

の

適

用

を

受

け

る

。

軍
人
、

軍

属

及

び

家

族

は

、

日

本

国

の

法

令

」

す

な

わ

ち

、

「

外

国

人

の

登

録

及

び

管

理

に

関

す

る

の

法

令

」

ヽ

印

軍

人

は

、

第

九

条

2

出

入

国

管

理

令

、

本

項

の

規

定

に

よ

り

答

米

軍

人

、

軍

属

及

び

家

族

の

日

本

国

へ

定

上

ど

の

よ

う

に

取

り

扱

わ

れ

る

か

。

問

米

軍

く

人

、

第

九

条

外

国

人

登

録

法

等

の

適

用

上

、

日

本

国

出

入

国

管

の

出

入

及

び

滞

在

に

関

し

て

は

協

ヘ

の

出

入

国

及

び

滞

在

に

つ

き

協

軍

属

及

び

家

族

は

、



(Z) 

（イ）

条

3

日

本

当

局

の

要

請

あ

る

と

き

は

、

こ

れ

を

提

示

す

べ

き

こ

と

。

←--―’ 

第

九

る

間

の

身

分

証

明

の

た

め

CaJ
又

は

⑮

を

携

帯

す

べ

き

こ

と

。

さ

ら

に

、

軍

人

は

、

一`‘

軍

人

、

る
。

つ
て
、

---‘ 

日

本

に

お

け

る

永

久

的

な

居

所

又

は

住

所

を

要

求

す

令

の

在

留

期

間

及

び

資

格

に

関

す

る

規

定

の

適

用

が

除

外

さ

れ

る

こ

と

果

軍

人

は

、

出

入

国

管

理

令

、

こ

れ

匹

関

連

し

て

、

（

第

九

条

5

及

び

4

の

文

書

に

関

し

、

第

九

条

2

外

国

人

登

録

法

等

外

国

人

の

出

入

国

、

滞

在

等

に

関

す

る

日

本

法

の

適

用

を

す

べは
、

て

免

除

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

。

た

だ

し

書

と

し

て

（

出

入

国

管

理

か

ら

い

る

権

利

を

取

得

し

た

も

の

と

は

み

な

さ

な

い

旨

念

の

た

め

規

定

し

て

い

軍

属

及

び

家

族

の

身

分

の

証

明

の

た

め

“切

日

本

か

ら

の

出

入

国

に

際

し

て

凶

身

分

証

明

書

、

個

別

的

叉

は

集

団

的

旅

行

命

令

書

を

携

帯

す

べ

き

こ

と

。

日

本

国

に

あ



(3) 

る
。

そ

の

身

分

が

変

更

さ

を

か

け

る

こ

と

な

く

相

当

の

期

間

内

に

日

本

か

ら

送

り

出

す

旨

定

め

て

い

日

本

政

府

に

負

担

当

局

は

、

さ
た
、

合

衆

国

は

、
回

日

本

国

当

局

が

そ

は

家

族

と

し

て

日

本

国

に

入

れ

た

者

の

身

分

に

変

更

が

あ

っ

て

（口）

合

衆

国

が

、

を

要

求

さ

れ

て

い

る

。

（

第

九

条

4

軍

属

及

び

家

族

は

、

（

第

九

条

5

ば

軍

人

の

現

地

除

隊

、

そ

も

そ

も

、

印

合

衆

国

た

と

え

軍

属

又

合

衆

国

当

局

の

発

給

し

た

適

当

な

文

書

（

）

を

携

帯

す

べ

き

こ

と

。

第

九

条

l

の

者

の

国

外

退

去

を

要

求

し

た

と

き

は

、

米

軍

の

軍

人

、

軍

属

又

は

家

族

は

、

日

本

国

へ

の

規

定

に

よ

り

軍

人

、

([) 

と

し

て

正

規

の

旅

券

で

あ

る

。

出

入

及

び

日

本

国

に

あ

る

間

そ

の

身

分

を

日

本

国

当

局

が

確

認

で

き

る

よ

う

匠

し

て

お

く

こ

と

。
こ
れ
に
伴
な
う
家
族
の
身
分
変
更
、

•
あ
る
い
は
軍

駁

で

免

識

さ

れ

た

者

）

入

国

資

袷

が

な

く

な

っ

た

場

合

に

は

、

日

本

国

当

局

に

そ

の

旨

通

告

し

、

原

則



,＇, 

旧

軍

属

の

家

族

に

対

し

て

退

去

命

令

を

出

し

た

場

合

に

は

、

合

衆

国

当

局

は

．、

そ

れ

ら

の

者

の

自

国

領

域

内

へ

の

受

け

入

れ

、

そ

の

他

日

本

か

ら

の

送

出

措

置

を

執

る

こ

と

．に

つ

き

責

任

を

負

う

こ

と

を

明

ら

か

属
、

旧

軍

人

、

か

ら

の

送

出

を

要

請

す

る

場

合

及

び

回

旧

軍

人

、

旧

軍

属

又

は

軍

人

、

軍

(4) 

--、 す

こ

と

を

約

し

た

わ

け

で

あ

る

。

本

項

は

、

第

九

条

6

印

日

本

国

政

府

が

、

た

る

わ

け

で

あ

り

｀

求

す

れ

ば

、

の

協

定

の

特

権

、

当

然

日

本

の

出

入

国

管

理

令

等

外

国

人

に

対

す

る

法

自

ら

出

入

国

管

理

令

第

二

十

四

条

等

に

基

づ

い

制

を

執

行

す

る

こ

と

も

当

然

で

き

る

わ

け

で

あ

る

が

、

合

衆

国

当

局

は

、

免

除

等

を

全

く

受

け

な

い

本

項

の

規

定

に

よ

日

本

政

府

が

合

衆

国

当

局

に

対

し

そ

の

者

の

日

本

か

ら

の

退

去

を

要

そ

の

賣

任

に

お

い

軍

人

及

び

軍

属

の

日

本

て

日

本

国

か

ら

送

り

出

りヽ る

場

合

vC
は
、

て

退

去

強

令

の

全

面

的

適

用

を

受

け

る

。

し

た

が

つ

て

、

日

本

政

府

が

必

要

と

誇

め

国

人

こ

の

場

合

は

原

則

と

し

て

通

常

の

ア

メ

リ

カ

市

民

で

あ

る

。

れ

た

こ

と

に

よ

り

こ

L
J
 

般

外



本

に

在

留

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

た

め

章

人

に

準

ず

る

も

d

の

と

し

て

取

り

て
は
、

し

か

し

な

が

ら

ま

つ

て

い

る

。

述

ぺ

た

と

お

り

、

し

た

が

つ

に

し

て

い

る

。

こ

の

場

合

、

国

管
’
理

令

を

適

用

し

て

退

去

強

制

を

実

施

で

き

る

。

外

国

人

登

録

法

等

外

国

出

入

国

管

理

令

、

滞

在

に

関

ナ

る

法

令

の

適

用

か

ら

全

く

除

が

さ

れ

る

の

で

、

日

本

渋

に

基

づ

く

退

去

強

制

は

実

施

で

き

ぬ

も

の

と

解

す

ぺ

苔

で

あ

り

＼

て

条

文

上

も

日

本

国

政

府

は

単

匠

送

・

出

を

要

請

し

う

る

胚

と

ど

◎

軍

属

及

び

家

族

に

対

し

て

は

、

前

記

い

の

印

及

び

回

で

出

入

国

菅

理

令

中

の

在

留

資

格

及

び

在

留

期

間

に

関

す

本

項

に

お

い

る

規

定

並

び

に

外

国

人

登

録

法

は

適

用

さ

れ

な

い

が

、

の

出

入

国

に

関

す

る

規

定

は

適

用

さ

れ

る

と

解

さ

れ

る

。

て

章

属

に

つ

い

そ

れ

が

軍

の

公

務

の

目

的

の

た

め

日 出

入

国

管

理

令

中

人

の

出

入

国

、

R

軍

人

、

忙

述

べ

た

と

お

り

、

章

人

は

、

軍

属

及

び

そ

れ

ら

の

家

族

に

関

し

て

は

、

前

項

③

の

と

お

り

）

J

前

記

切

の

印

及

び

徊

⑥

旧

軍

人

、

旧

軍

属

又

は

そ

れ

ら

の

家

族

に

対

し

て

出

入

ヽy

e 



定

で

あ

る

。

扱

わ

れ

て

い

る

が

ヽ

い

ず

れ

に

せ
．
よ

本

項

は

合

衆

国

の

責

任

を

定

め

た

規



(2) 

答

い (2) 

問

(1) 

た
い
。

た

く

、

の
か
。

等

の

出

ー

入

国

手

続

は

ど

う

な

る

か

。

条

の

規

定

に

よ

る

日

本

国

第

九

条

第

九

条

第

の

利

益

と

は

何

か

。

第

十

四

条

第

三

項

伽

に

規

定

す

る

特

殊

契

約

者

等

の

享

有

す

る

へ

の

入

国

」

辟

殊

契

約

者

等

に

は

出

入

国

管

理

令

と

外

国

人

登

録

法

は

適

用

さ

れ

る

第

九

条

の

規

定

匠

よ

る

入

国

の

利

益

と

は

、

特

殊

契

約

者

一

項

に

規

定

す

る

合

衆

国

に

与

え

ら

れ

た

特

殊

契

約

者

等

を

日

本

国

に

入

れ

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

を

い

う

。

し

た

が

つ

て

合

衆

国

軍

隊

の

嘩

成

員

及

び

軍

属

並

び

た

そ

れ

ら

の

家

族

に

与

え

ら

れ

て

い

る

特

別

な

免

除

を

受

け

る

わ

け

で

は

出

入

国

管

理

令

所

定

の

出

入

国

審

査

手

銃

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

出

入

国

管

理

令

及

び

外

国

人

登

録

法

は

適

用

さ

れ

る

。

＾ 

「
第
九



答 問

第

十

条

1

に

お

家

族

に

対

し

発

給

し

た

運

転

免

許

証

等

を

そ

の

ま

吉

有

効

た

も

の

と

し

て

承

認

す

る

と

あ

こ

れ

は

ど

の

よ

う

な

意

味

か

。

ど

の

よ

う

に

取

り

扱

わ

れ

て

い

家

族

に

対

し

発

給

し

た

運

転

許

可

証

若

し

く

は

運

転

免

許

証

又

は

軍

の

運

転

許

可

証

を

有

効

な

も

の

と

し

て

承

認

す

る

と

は

、

道

路

交

適

取

締

法

に

基

づ

い

て

都

道

府

県

公

安

委

員

会

が

発

行

す

る

免

許

証

な

運

転

を

認

め

る

趣

旨

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

者

は

、

そ

の

車

両

の

運

転

に

つ

い

交

通

取

締

法

令

の

規

定

す

る

と

こ

そ

の

違

反

に

日

本

に

お

い

て

道

路

ろ

尻

従

う

義

務

を

有

す

る

も

の

で

あ

り

、

つ

い

て

は

司

法

処

分

を

行

な

っ

と

同

様

の

効

力

を

有

す

る

も

の

と

し

、

合

衆

国

が

軍

人

、

ヽ
ヽ
ヽ

る

カ

第

十

条

1

軍

属

、

い
て
、

ら

〇

る
カ

日

本

は

、

て

い

る

が

、

て
は
、

こ

れ

ら

の

者

の

交

通

法

規

違

反

は

、

そ

の

所

有

者

に

対

し

自

動

車

の

適

法

合

衆

国

が

軍

人

、

合

衆

国

の

発

給

す

軍
属
、



っ

た

楊

合

に

は

、

ら
｀

こ

の

よ

う

に

軍

人

、

取

消

し

、

家

族

に

交

通

事

故

等

交

通

法

規

違

反

が

あ

米

軍

当

局

が

厳

重

な

行

政

処

分

を

行

な

っ

て

い

る

。

軍
属
、

停

止

等

の

行

政

処

分

は

行

な

う

こ

と

が

で

き

な

い

。

る

運

転

免

許

証

等

に

つ

い

て

は

、

そ

の

場

合

に

も

、

し

か

し

な

が

日

本

当

局

は

、

免

許

の



答

有

に

属

す

る

車

両

を

い

ぅ

旨

合

意

さ

れ

て

い

る

。

空

軍

及

び

軍

属

部

並

び

に

歳

出

外

資

金

機

関

も
の

を

い

う

か

。

問

第

十

条

2

の

第

十

条

2

•———` 

ヒ
． 

「

合

衆

国

軍

隊

及

び

軍

属

用

の

公

用

車

両

」

． 

と
は
、

エ

ッ

ク

ス

等

「

合

衆

国

軍

隊

及

び

軍

扇

用

の

公

用

車

両

」

.... ―, 

合

衆

国

の

陸

、

の

所

缶
母
、

r
1
 

と

は

い

か

な

る



て

い

る

。

本

人

及

び

せ

て

い

る

。

に
つ
を

対

象

と

す

る

政

府

保

障

事

業

の

財

源

と

し

て

の

賦

課

金

に

相

当

す

る

金

額

般

会

計

か

ら

保

障

事

業

特

別

会

計

に

納

入

さ

第

二

に

｀

答

第

米

軍

の

軍

人

｀

般

外

人

の

自

動

車

と

同

様

に

、

い
て
は
｀

毎

会

計

年

度

軍

属

等

が

私

有

す

る

自

動

車

匠

つ

さ

せ

る

必

要

の

な

い

も

の

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

と

同

様

の

趣

旨

で

あ

っ

て

｀

賠

償

能

力

が

あ

り

保

険

に

よ

っ

て
い
る
。

こ
れ
は
｀

第

十

条

及

び

同

法

施

行

令

第

一

条

匠

よ

っ

国

及

び

公

共

団

体

に

つ

て
は
｀

全

面

的

に

同

法

の

適

用

を

受

け

い

て

適

用

除

外

し

て

い

る

て

負

担

を

分

散

て
｀

に
｀

米

軍

い

の

公

用

自

動

車

に

つ

い

て

は

｀

い

て

ど

の

よ

う

た

取

扱

い

を

う

け

て

い

る

か

。

問

第

十

条

に

関

し

｀

米

草

の

自

動

車

は

｀

た
だ
｀

日

ひ

き

逃

げ

事

故

等 こ

と

強

制

保

険

の

遼

用

を

除

外

し

自

動

車

損

害

賠

償

保

障

法

自

動

車

損

害

賠

償

責

任

保

険

に

つ



同

保

険

の

保

険

者

と

な

る

こ

と

の

で

き

る

法

に

甚

づ

く

日

本

の

保

険

会

社

の

み

で

な

く

｀

外

国

法

律

に

基

づ

く

免

許

を

受

け

た

外

国

の

保

険

会

社

を

な
お
｀

保

険

会

社

は

｀

保

険

事

業

者

に

関

す

る

も

含

む

も

の

で

あ

る

。

保

険

業



/tf,-
合

(1) 

（口） （イ）

旨

を

規

定

し

て

い

る

。

に

つ

い

て

は

、

合

意

賎

事

録

に

古

い

て

合

理

的

な

量

に

限

ら

る

べ

き

る

旨

の

米

軍

の

証

明

書

を

附

す

る

必

要

が

あ

る

。

当

該

搬

関

が

こ

れ

ら

の

者

の

用

に

供

す

る

た

め

翰

入

す

る

も

の

な
お
、

こ

の

物

品
で

あ

び

第

十

四

条

特

殊

契

約

者

の

用

に

供

す

る

た

め

輸

入

す

る

物

品

ピ

゜
エ
ッ

軍
扇
、

家

族

/—•ヘ

及

あ

る

旨

の

米

軍

の

証

明

書

を

附

す

る

必

要

が

あ

る

。

ク

ス

等

第

十

五

条

機

関

が

、軍
人
、

・一←ク

す

る

物

品

（

当

該

米

宣

又

は

機

関

が

米

軍

の

公

用

に

供

す

る

冷

の

で

A
g
e
n
c
y
 

等

の

軍

概

関

←ー'

が

米

軍

の

公

用

に

供

す

る

た

め

輸

入

第

第

十

米

軍

又

は

そ

の

公

認

詞

達

機

関

の

種

類

は

、

き

る

物

品

と

は

い

か

な

る

も

の

か

問

第

十

第

十

一

条

条

2
゜

に

掲

げ

る

次

の

も

の

で

あ

る

。

（

具

体

的

に

は

A
r
m
y
P
r
o
c
u
r
e
m
e
n
t
 

条

の

規

定

に

基

づ

き

関

税

及

び

課

徴

金

の

免

除

を

受

け

て

諭

入

で



(Z) 

／ ヽ （口）

家

族

る

た

め

合

衆

国

軍

事

郵

便

局

を

通

じ

て

郵

送

さ

れ

る

通

常

か

つ

相

当

塁

の

衣

類

及

び

家

庭

用

品

軍
人
、

軍
属
、

及

び

そ

の

部

品

船

積

み

が

所

有

者

の

旅

行

と

同

時

で

あ

る

を

要

せ

ず

、

み

又

は

船

積

み

が

一

回

で

あ

る

こ

と

を

要

せ

ず

と

規

定

し

て

い

る

。

軍

属

が

自

己

又

は

家

族

の

私

用

の

た

め

輸

入

す

る

自

動

車

軍
人
、

び

携

帯

品

テー、

匂

軍

人

、

軍
属
、

家
．族
（

←--4・ 

ま
た
、

及

び

第

十

四

条

契

約

者

こ

れ

に

関

し

て

は

、

合

意

誤

事

録

に

お

い

て

、

貨

物

の

の

引

越

荷

物

及

第

十

米

軍

の

専

用

に

供

す

る

た

め

叉

は

米

軍

の

使

用

す

る

施

設

、

合

体

す

る

た

め

輸

入

す

る

物

品

第

二

の

種

類

は

、

一
条

5

に

掲

げ

る

次

の

も

の

で

あ

る

。

（

及

び

第

十

四

条

契

約

者

の

私

用

に

供

す 積

込

る
。

軍→—-9

め

輸

入

す

る

も

の

で

あ

る

旨

の

米

軍

の

証

明

書

を

附

す

る

必

要

が

あ

（

当

該

物

品

が

こ

れ

ら

の

目

的

の

た

い

米

軍

、

物

品

忙

そ

の

公

認

調

達

機

関

及

び

第

十

五

条

機

関

以

外

の

者

が

、

． 



(8) 

右

い

及

び

②

に

該

当

す

る

物

品

以

外

の

も

入

に

つ

き

関

税

課

徴

金

を

賦

課

す

る

。

の

に

つ

い

て
は
、

そ

の

輸



答

切

項

に

苓

い

て

、

的

に

出

入

国

す

る

場

合

の

ほ

1Jヽ

ヽ

と

た

な

る

。

国

に

入

国

し

、

又

は

日

本

国

し

た

が

に

限

っ

た

。

つ

て
、

軍

人

は

、

部

隊

と

し

て

軍

命

令

に

よ

り

集

団

の

で

き

る

も

の

茶

い

囮

項

に

て
｀

税

関

検

も

の

で

あ

る

。

五

項

の

規

定

で

あ

り

｀

問

行

政

協

定

第

十

第

十

一

条

そ
の

本

条

疋

お

け

る

最

も

重

要

か

ら

出

国

す

る

比

ぺ

狭

く

し

た

。

お

ぃ
て＇

は
ヽ

の

部

隊

」

の
み

こ

と

税

関

検

査

の

免

除

に

関

す

る

本

他

の

条

項

の

修

正

は

も

つ

ば

ら

字

句

に

関

す

る

査

の

免

除

に

関

す

る

第

五

項

忙

の

範

囲

を

行

政

窃

走

に

「

合

衆

国

軍

隊

の

棺

成

員

」

の

字

句

を

削

除

し

、

な

修

正

点

は

｀

一

条

と

新

協

定

第

十

免

除

を

受

け

る

す

な

わ

ち

｀

「

命

令

に

よ

り

日

合

衆

国

軍

隊

税

関

検

査

を

受

け

る

こ

条

の

主

な

る

相

違

点

い

か

ん

。

第



て

い

る

旨

規

さ

ら

匠

、

定

し

て

い

る

。

府

の

他

の

槻

関

に

向

け

て

船

積

み

こ

の

用

語

は

｀

よ

り

米

軍

に

向

け

て

船

積

み

さ

れ
米

軍

に

向

け

て

鉛

積

み

さ

れ

武

器

及

び

備

品

に

限

定

さ

れ

る

も

さ

れ

る

貨

物

と

区

別

す

る

た

る

す

べ

の

み

と

さ

れ

の

で

な

く

、て

の

貨

物

を

切

項

の

物
」

い
る

「

軍

事

貨

物

」

た

関

し

て

は

、

合

意

嘩

軍

録

に

｀

苓

い

て

て

゜

を

削

除

し

｀

前

記

の

と

茶

あ

る

。

固

項

冗

よ

い

て

、

り

用

の

も

の

も

含

ん

で

い

た

が

｀
 

る

貨

物

を

合

衆

国

政

め

用

い

ら

れ

「

合

衆

国

軍

事

郵

便

線

路

上

た

あ

る

蔀

便

物

」

「

合

衆

国

政

府

の

船

荷

証

券

に

よ

り

船

墳

み

さ

れ

る

議

華

貨

合

衆

国

政

府

の

船

荷

柾

券

冗

こ

れ

線

路

上

た

の

字

句

が

あ

り

、

る

公

用

郵

便

物

」

あ

る

郵

便

物

」

を

公

用

郵

便

吻

疋

限

走

し

た

も

の

公

用

の

も

の

の

み

な

ら

ず

私

を

加

え

た

。

こ

れ

は

従

来

い

項

に

「

公

用

の

封

印

が

あ

る

公

文

書

」

沢

い

う

も

の

と

さ

れ

、

こ
れ
は
｀

の

字

句
で

「

合

衆

国

箪

事

郵

便

「

合

衆

国

軍

事

郡

便

路

線

上

疋

ぁ



答 問 第

で 十

あ こ 第

る こ 十 夕フ尺

゜ 侭
---、

ぃ 条 税

ぅ
， 関

一
(c) ← _＿ 4 

言cリ の

金

一L—• 罰

と 金

は し—

ヽ の

追 範

徴 囲

金 ぃ
ヽ 、か

科 ん

料 ゜
及

び

過

料

を

も
ノ己っ、

む

も

の



向

次

に

｀

（

合

意

議

事

録

1

)

金

機

閲

が

軍

人

等

の

使

用

軍
属
｀

家

族

に

よ

米

軍

は

｀

つ
て
｀

又

は

そ

れ

そ

の

持

込

み

が

関

税

法

て
｀
ヽき

旨

を

規

定

し

た

。

継

承

し

た

が

｀

い
て
｀

ピ

輸

入

を

認

め

る

旨

規

定

し

て

い

た

。

こ

の

規

定

は

そ

の

ま

ま

入

等

の

使

用

の

た

め

翰

入

す

る

物

品

匠

又
は
。
ヒ
ー

答

(1) 

か
ん
。

エ
ッ

ク

行

政

協

定

第

十ス

等

の

オ

出

外

資

金

磯

関

が

軍

隊

の

公

用

の

た

め

叉

は

軍

n
 

数
景
忙
制
限
な
ー
．
＜
免
税
，

合

意

議

事

録

に

お

新

協

定

で

は

｀

の

た

め

翰

入

す

る

物

品

に

つ

い

た

め

必

要

と

す

る

合

理

的

な

限

度

の

数

景

に

限

ら

れ

る

ペ

合

意

議

事

録

に

お

い

て

｀

規

に

違

反

す

る

よ

う

な

，物

品

が

箪

人

｀

ら

の

者

の

た

め

に

翰

入

さ

れ

な

い

よ

う

実

行

可

能

な

す

べ

当

該

使

用

の

て

の

措

置

を

と

る

つ
い

て
は
｀

条

2

に

お

い

て

は

、

エ

ッ

ク

ス

等

の

歳

出

外

資

米
、...u
早

ヽ
． 

そ

の

公

認

調

達

機

関

問

第

十

一

条

に

関

す

る

合

意

議

事

録

に

新

た

に

付

加

さ

れ

た

条

項

の

意

義

い



軍

と

の

関

係

に

お

け

る

税

閲

行

政

上

‘

は

つ

き

り

し

た

指

針

と

な

る

は
い
え
、

も

の

と

す

る

と

と

も

に

｀

当

局

に

通

知

す

べ

き

こ

と

と

し

た

。

（

合

意

議

事

録

4

)

税

関

当

局

は

｀

関

税

定

率

法

第

二

十

の

搬

入

に

関

達

す

る

澄

用

叉

は

違

反

が

あ

る

と

認

め

る

場

合

に

は

｀

局

に

対

し

そ

の

問

題

を

提

起

す

る

こ

と

が

で

き

る

旨

明

文

を

も

つ

て

定

め

た

（

合

意

議

事

録

5
)

以

上

合

意

議

事

録

に

新

た

に

追

加

さ

れ

た

三

点

は

何

れ

も

当

然

の

こ

と

と

規

定

の

目

的

及

び

砥

囲

を

明

定

し

た

も

の

で

あ

っ

て

｀

で
あ
ろ
う
。

今

後

の

米

訳

で

あ

る
。

米

軍

当

(3) 

第

十

一

条

の

規

定

に

基

づ

く

米

軍

人

等

に

よ

る

物

品

る
。
い

る

公

安

｀

風

俗

を

害

す

る

お

そ

れ

あ

る

物

品

｀

麻
薬
｀

阿

片

等

が

該

当

す

に

違

反

す

る

よ

う

な

物

品

と

は

｀

条

に

別

記

さ

れ

て

違

反

が

発

見

さ

れ

た

と

き

は

｀

こ

こ

に

い

う

そ

の

持

込

み

が

関

税

法

規

す

み

や

か

忙

税

関



9
1
,

．

ー

1
I

答 問‘̂

き

る

。

L 

こ
と
、

そ

の

よ

う

な

需

品

叉

は

工

事

を

こ

の

規

定

を

設

け

た

こ

と

に

よ

り

今

後

奮

間

接

調

達

も

可

能

で

あ

る

こ

と

を

念

の

た

め

「

日

本

政

府

を

通

じ

て

調

達

す

る

こ

と

が

で

「
両
政
府
が
合
意
さ
れ
る
と
き
は
、

し

い

わ

ゆ

る

間

接

調

達

の

途

が

閉

ざ

さ

れ

る
も
、

従

来

給

者

の

選

択

に

関

し

て

自

由

で

あ

り

、

第

十

二

条

l

供

給

者

の

選

択

に

つ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

、

米

軍

は

供

ま

た

調

達

の

方

式

を

直

接

調

逹

と

す

ま

た

間

接

調

達

と

す

る

も

自

由

な

わ

け

で

あ

る

。

の

行

政

協

定

の

規

定

に

お

りい

て

も

、

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
第
二
文
は
、

す

な

わ

ち

、

条

文

上

萌

ら

か

忙

し

た

も

の

で

、

ち

忙

間

接

調

達

が

開

始

さ

れ

る

と

い

う

趣

旨

で

は

な

い

。

す

な

わ

ち

｀

て

い

わ

ゆ

る

契

約

自

由

の

原

則

を

う

た

つ

き

制

限

を

受

け

な

い

で

契

約

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

し

る
。

L 

事
は
、

ま
た
、

の

第

一
文
は
、

の

字

句

の

意

味

い

か

ん

。

第

十

二

条

1

忙

第

ニ

・文

と

し

て

新

設

さ

れ

た

「

そ

の

よ

う

な

需

品

叉

は

エ

、

日

本

国

政

府

を

通

じ

て

調

達

す

る

こ

と

が

で

き

ヽ

ヽ

r. 

ヽ

米

軍

は

、

需

品

及

び

役

務

の

調

達

に

当

つ

て

｀



門 f1) （イ）

葦

が

使

用

す

る

た

次

の

と

お

り

米

軍

叉

は

そ

の

調

達

機

関

が

適

当

な

証

明

書

を

付

し

調

達

す

る

物

品

及

び

役

務

は

｀

ぃ

物

品

税

｀

．
向

通

行

税

｀

及

び

固

電

気

ガ

ス

税

を

免

除

さ

れ

る

。

米

董

又

は

そ

の

調

達

機

関

以

外

の

者

が

最

終

的

に

米

軍

す

る

た

め

調

達

す

る

物

品

及

び

役

務

は

、

適

当

な

米

軍

9

の

証

明

書

が

あ

れ

ば

｀

固

物

品

税

及

び

切

揮

発

油

税

を

免

除

さ

れ

る

。

前

記

の

租

税

以

外

の

も

の

で

｀

米

軍

が

調

達

し

、

め

調

達

さ

れ

る

物

品

及

び

役

務

の

な

わ

ち

、

田

軍

の

公

用

調

達

物

品

及

び

役

務

は

免

税

さ

れ

る

。

答

に

対

す

る

課

税

上

の

取

扱

い

は

｀

米
軍
｀

問

米

軍

｀

軍
人
｀

軍
人
｀

軍
属
｀

軍
属
｀

家

族

が

日

本

に

お

及

び

役

務

に

対

す

る

免

税

は

｀

で

あ

る

。

で

認

め

ら

れ

の

使

用

に

供

囮

揮

発

油

税

（

第

十

二

条

3

)

て

公

用

の

た

又

は

最

終

的

に

米

購

入

価

格

の

重

要

い

て

調

達

す

る

物

品

及

び

役

務

家

族

等

が

日

本

で

調

達

す

る

資

材

｀

ど

の

程

度

ま

て

い

る

か

。

需
品
、

め す

備

品



(3) 

内

に

お

け

る

購

入

ピ

e
軍
人
、

工

ッ

又

は

税

の

な
｀

ク

軍
属
~

に
は
｀

軽

減

の

た

め

の

手

続

に

税

を

免

除

し

な

い

。

（

第

十

二

条

8

ス

等

第

十

五

条

機

関

に

よ

る

商

品

及

び

需

品

の

日

本

国

租

税

を

免

除

し

な

と

匹

な

っ

て

い

る

。

ヽ

家

族

に

よ

る

物

品

及

び

役

務

の

つ

い
。

い

て

両

政

府

間

で

合

意

で

き

る

こ

個

人

的

購

入

に

（

第

十

五

条

2

) は
｀

か

つ

容

易

に

判

別

で

き

る

部

分

を

な

す

も

の

た

つ

い

て

は

、

租

免

税



答

で
、
い

う

点

忙

現

在

駐

留

軍

労

務

者

に

は

、

金

磯

度

＇に

雇

用

さ

れ

規

定

に

よ

り

、

直

接

雇

用

い

ず

れ

も

日

本

図

の

法

令

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

な

っ

て

い

る

の

で

あ

る

が

、

れ

ら

法

令

に

基

づ

く

裁

判

所

の

判

決

な

い

し

労

働

委

員

会

の

命

令

の

履

行

と

つ
い

問

接

雇

用

、

す

る

労

働

者

の

塩

利

に

つ

い

て

は

、

金

そ

の

他

の

労

鋤

条

件

、
て

い

る

直

用

労

務

者

と

が

あ

り

、

し

て

い

る

い

わ

ゆ

る

間

接

雇

用

労

務

者

と

｀

ヽ

p

x

 

満

致

が

あ

っ

た

の

ク

ラ

ブ

等

の

歳

出

外

資

軍

隊

の

労

務

に

従

事

す

る

た

め

、

こ

れ

ら

労

務

者

の

賃

労

働

者

保

誤

の

た

め

の

条

件

及

び

労

勧

髭

係

に

関

行

政

協

定

第

十

二

条

及

び

第

十

五

条

の

て

問

題

が

あ

り

、

特

に

歳

出

外

資

金

機

開

に

対

す

る

日

本

．国

裁

判

所

の

管

轄

権

の

問

題

に

つ

い

て

両

国

間

に

意

見

の

不

従

来

か

ら

日

米

合

同

委

員

会

等

を

適

じ

て

折

衝

を

続

け

て

き

た

が

、

足

す

ぺ

き

解

決

忙

到

達

し

な

か

っ

た

。

問

今

回

の

行

政

協

定

労

務

条

項

改

訂

の

閤

題

点

及

び

経

過

い

か

ん

。

こ

固

が

雇

用



し
、

し

た

と

き

は

、

期

間

内

忙

解

決

に

達

し

な

い

場

合

は

、

当

該

労

務

者

は

就

労

で

き

な

い

こ

と

‘

雇

用

関

係

か

ら

生

ず

る

給

与

の

支

払

は

こ

れ

を

受

け

る

も

の

と

米

側

は

雇

用

の

費

用

に

つ

い

と

な

る

が

、

て

一

定

額

を

日

本

政

府

に

支

払

う

こ

と

と

問

題

解

決

の

た

め

日

米

双

方

が

協

諧

す

る

も

の

と

し

、

定

判

決

命

令

が

出

さ

れ

た

場

合

に

森

い

て

、

た
だ
、

つ

い

て

合

意

に

達

し

た

米

側

に

お

い

て

も

、

の

で

あ

る

。

米

側

が

、

』

い

わ

ゆ

る

保

安

解

雇

の

問

題

に

つ

い

務

者

の

原

職

復

帰

と

い

う

こ

と

が

き

わ

め

て

困

難

で

あ

る

事

情

に

か

ん

が

み

、

労

働

者

の

就

労

を

拒

否

て
は
、

事

案

の

性

質

上

、

労

判

決

、

＂

労

働

委

員

会

の

命

令

の

履

行

の

確

保

及

び

歳

出

外

資

金

楓

関

忙

対

す

る

裁

判

管

轄

権

問

麿

の

解

決

と

い

う

点

に

つ

い

御

承

知

の

と

お

り

、

直

用

労

務

者

を

間

接

雇

用

に

切

り

投

え

る

と

い

う

原

則

及

び

裁

判

所

の

判

決

及

び

労

働

委

員

会

の

命

令

を

履

行

す

る

と

い

う

惹

旨

を

明

ら

か

に

す

る

と

い

う

こ

と

に

こ

の

意

図

を

了

承

し

、

て

強

く

主

張

し

て

き

た

が

、

今

回

の

行

政

協

定

改

訂

の

交

渉

に

当

つ

て

は

、

以

上

の

よ

う

な

裁

判

所

の



保

護

に

つ

い

て

実

質

的

な

改

善

を

み

た

も

の

と

考

え

て

い

る

。

以

上

の

ご

と

く

、

新

労

務

条

項

に

つ

い

す

る

と

い

う

合

意

に

達

し

た

の

で

あ

る

。

て
は
、

現

在

忙

比

し

、

労

務

者

の



答 問

も

あ

る

が

、

し

か

し

、

従

来

駐

留

章

労

務

者

に

関

す

る

裁

判

所

の

判

決

、

ど

の

よ

う

忙

履

行

さ

れ

て

い

た

か

。

従

来

間

接

雇

用

労

務

者

に

つ

い

出

外

資

金

機

関

を

当

事

者

と

し

て

命

令

、

労

働

委

員

会

の

命

令

は

行

の

た

め

忙

必

要

な

措

置

を

執

る

よ

う

に

要

請

し

て

い

た

が
ヽ

章

側

は

こ

れ
米

側

は

歳

出

外

資

金

槻

関

に

対

し

て

は

日

本

国

の

裁

判

管

轄

組

が

及

ば

、

な

い

と

し

は

日

米

詞

停

委

員

会

の

設

檻

を

み

て

、

菌

用

労

務

者

に

つ

い

こ

れ

に

よ

り

事

実

上

解

決

し

た

も

の

必

ず

し

も

満

足

す

べ

き

状

態

で

は

な

か

っ

た

。

米

合

同

委

員

会

等

に

お

い

て

折

衝

を

重

ね

た

結

果

、

今

回

て

全

く

こ

れ

に

従

わ

な

い

状

態

で

あ

っ

た

。

か

か

る

問

麿

匠

つ

い

て

は

、

て 日

に

応

じ

な

い

と

い

う

場

合

が

多

く

、

ま
た
、

宜

用

労

務

者

に

つ

い

判

決

が

出

さ

れ

て

い

る

が

、
て
は
、

幸

総

当
り
、

判
決
、

命

令

が

確

定

し

た

場

合

に

均

い

て

は

軍

匠

対

し

て

こ

れ

が

履

度

を

と

つ

て

き

た

か

。

て

は

詞

達

庁

が

当

事

者

と

な

．

つ

て

訴

訟

に

ま

た

こ

れ

に

対

し

政

府

は

い

か

な

る

態



な

問

塵

は

将

来

は

な

く

な

る

も

の

．
と

考

え

て

い

る

。

こ

と

と

な

て

裁

判

所

、

管

轄

桁

の

問

題

も

、

っ

た

の

で

、

．
合

意

諮

亭

録

中

に

明

ら

か

に

さ

れ

、

筐

用

労

務

者

の

間

接

雇

用

切

換

え

に

伴

つ

て

解

消

す

る

．

判

決

の

不

履

行

と

い

う

よ

う

よ

る

厄

か

は

す

ぺ

こ

れ

に

よ

つ

て

命

令

、

ま

た

歳

出

外

資

金

機

関

に

対

す

る

、

裁

判

労

慟

委

員

会

の

決

定

に

従

う

と

い

う

趣

旨

が

の

行

政

協

定

改

訂

に

当

つ

て

は

、

保

安

解

雇

事

案

に

つ

い

て

特

別

の

手

続

忙



答 問

あ

っ

た

。

す

な

わ

ち

、

歳

出

外

資

金

機

関

は

日

本

国

裁

判

所

の

管

轄

に

服

す

べ

き

も

の

で

あ

る

と

い

う

前

提

で

折

衝

を

続

け

て

い

た

が

、

歳

出

外

褒

金

機

関

は

国

家

機

関

で

あ

っ

た

い

と

の

伝

統

的

主

張

を

固

持

し

て

い

る

た

め

、

は
、

い

て

は

、

ー

政

府

と

し

て

は

、

解

決

は

き

わ

め

て

困

難

で

て

外

国

の

裁

判

管

轄

権

に

服

し
米

側

問

題

が

あ

っ

た

。

協

定

第

十

五

条

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

‘、、

て

い

る

カ

の

規

定

妬

よ

日

本

国

の

法

令

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

歳

出

外

資

金

槻

関

に

屈

用

さ

れ

る

労

働

者

の

取

扱

い

に

つ

い

て

は

、

て

き

て

い

る

が

、

行

政

従

来

い

わ

ゆ

る

直

用

労

務

者

に

関

す

る

紛

争

忙

つ

い

て

、

る

歳

出

外

資

金

棚

関

は

日

本

国

裁

判

所

又

は

労

働

委

員

会

の

管

轄

に

服

し

な

い

と

い

う

態

度

を

と

つ

こ

の

点

に

つ

つ
て
、

こ

と

と

な

っ

て

日

本

国

裁

判

所

あ

る

い

は

労

働

委

員

会

の

管

轄

権

が

及

ぶ

か

ど

う

か

に

つ

歳

出

外

資

金

機

関

に

対

し

い

て

ど

う

考

え

る

か

。

そ

の

使

用

者

た



い

う

形

が

と

ら

れ

る

こ

と

に

な

，
 

解

湮

す

る

も

の

と

考

え

て

い

る

。

今

後

は

従

来

の

よ

う

な

問

題

は

し
、

西

独

に

み

ら

れ

る

ご

と

く

国

が

当

事

者

と

な

と

い

う

こ

と

を

主

眼

と

し

て

折

衝

し

て

き

た

が

、

日

米

調

停

委

員

会

を

設

櫃

す

る

こ

と

と

し

r

て
、
こ

の

た

め

、

政

府

と

し

て

は

、

直

用

労

務

者

忙

関

す

る

労

働

紛

争

に

つ

い

．

事

実

上

の

解

決

を

図

る

た

め

、

日

米

合

同

委

員

会

の

補

助

機

関

と

し

て

、

者

の

保

謹

と

に

効

果

を

あ

げ

て

き

た

。

今

回

の

行

政

協

定

改

訂

に

際

し

て

は

、
っ

た

の

で

、

紛

争

の

事

実

上

の

解

決

と

労

務

右

の

ご

と

き

管

轄

権

問

題

の

解

決

そ

の

結

果

歳

出

外

資

金

槻

楔

に

雇

用

さ

れ

る

労

務

者

を

間

接

雇

用

に

切

り

換

え

る

と

い

う

合

意

が

成

立

つ

て

労

働

争

訟

に

当

る

と



答 問

側

と

の

折

衝

が

開

始

さ

れ

、

て
は
、

て

の

直

用

労

務

者

忙

つ

い

今

回

の

行

政

協

定

改

訂

交

渉

に

際

し

て

は

、

日

本

側

の

主

張

ど

お

り

歳

出

外

資

金

棚

関

に

雇

用

さ

れ

る

労

務

者

を

間

接

濯

用

に

切

り

挨

え

る

原

則

に

つ

い

て

合

意

に

．達
し
、

円

滑

に

切

り

投

え

が

行

な

わ

れ

る

こ

と

を

期

待

そ

の

協

定

上

の

根

拠

い

か

ん

。

て

切

り

袂

え

が

行

な

わ

れ

る

の

か

。

切

挨

え

の

手

統

、

の

取

り

き

め

に

残

さ

れ

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

目

下

関

係

当

局

匹

お

い

し

て

い

る

。

あ

る

が

、

直

用

労

務

者

を

間

接

雇

用

匠

切

り

換

え

・

つ

い

て

は

さ

ら

に

今

後

て

検

討

中

で

あ

る

の

で

、

成

案

を

得

次

第

米

方

法

等

の

継

部

事

項

に
こ

れ

が

具

体

的

方

策

に

つ

第

十

二

条

第

四

項

に

そ

の

趣

旨

を

明

ら

か

に

し

た

の

で

る

こ

と

と

な

っ

た

と

い

う

が

、

今

回

の

行

政

協

定

改

訂

忙

際

し

、

ま
た
、

い

す

べ



答 問

折

衝

し

て

き

た

が

、

場

合

に

お

い

が

裁

判

所

の

判

決

又

は

労

働

委

員

会

の

命

令

に

よ

判

決

履

行

の

た

め

の

措

置

を

と

る

よ

う

米

側

と

て
は
、

事

案

の

性

質

上

労

務

者

の

現

職

復

帰

と

い

う

こ

と

は

き

命

令

、

し

た

が

つ

て

、

従

来

、
労

務

者

を

解

雇

す

る

に

当

つ

を

排

除

す

る

措

置

を

と

る

こ

と

は

軍

隊

の

特

殊

性

忙

か

ん

が

み

、

に

つ

い

て

ど

う

考

え

る

か

。

保

安

解

雇

に

関

す

る

政

府

の

見

解

い

側

は

裁

判

所

の

判

決

、

労

働

委

員

会

の

命

令

に

従

っ

あ

る

労

務

者

が

軍

の

保

安

上

有

害

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

場

合

軍

が

こ

れ

て

は

日

本

法

令

の

定

め

な

い

こ

と

で

あ

る

が

、

る

と

こ

ろ

に

よ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

で

あ

る

こ

と

は

行

政

協

定

第

十

二

条

及

び

第

十

五

条

に

よ

つ

て

明

ら

か

で

あ

り

小ヽ

．

保

安

上

の

理

由

に

藉

口

し

て

不

当

労

働

行

為

が

行

な

わ

れ

る

よ

う

な

こ

と

は

許

さ

れ

な

い

。

保

安

上

の

理

由

と

い

う

こ

と

で

行

な

わ

れ

た

解

雇

つ

て

不

当

と

判

定

さ

れ

た

か
ん
。

や

む

を

え

特

忙

保

安

解

雇

忙

つ

い

て

い

な

い

が

、

こ

の

点
て

米



定

が

設

け

ら

れ

た

の

で

、

っ
た
。

わ

め

て

困

難

で

あ

り

、

従

来

の

よ

う

な

命

令

判

決

の

履

行

を

め

ぐ

る

紛

争

今

回

の

行

政

協

定

の

改

訂

に

当

つ

は

解

渚

す

る

も

の

と

考

え

て

い

る

。

て
は
、

そ

の

取

扱

い

忙

つ

い

て

規

今

日

ま

で

ほ

と

ん

ど

解

決

を

み

て

い

な

い

状

態

で

あ



問

所
、
判
決
、

た
だ
、

保

安

解

雇

の

問

題

に

つ

い
て
、

て
は
、

安

全

保

労

働

委

員

会

の

命

令

に

従

う

と

い

う

趣

旨

が

が

こ

れ

ら

の

点

に

つ

い

て

は

い

ず

れ

も

米

側

が

日

＿

本

側

．の

意

図

を

了

承

し

、

米

側

は

こ

れ

に

従

わ

な

く

て

も

い

い

こ

現

在

の

協

定

よ

り

後

退

で

従

来

問

題

の

あ

っ

た

裁

判

所

労

働

委

員

会

の

命

令

の

履

行

の

確

保

及

び

歳

出

外

資

金

機

関

に

対

す

る

日

本

国

裁

判

労

鋤

委

員

会

の

管

轄

瘤

の

間

題

を

解

決

す

る

こ

と

に

あ

っ

た

の

で

あ

る

歳

出

外

資

金

摂

関

忙

雇

用

さ

れ

る

寵

用

労

務

者

を

間

接

雇

用

に

切

り

換

え

る

こ

と

及

び

、

裁

判

所

の

判

決

、

協

定

及

び

合

意

諮

事

録

に

明

ら

か

に

さ

れ

た

の

で

あ

っ

実

質

的

な

改

善

で

あ

る

。

障

条

約

陀

基

づ

き

わ

が

固

に

米

軍

の

駐

留

を

認

め

る

以

上

軍

隊

の

特

殊

性

よ

答

今

回

の

改

正

の

主

眼

点

は

、

は

な

い

か

。

と

に

な

る

の

で

は

な

い

か

。

し

か

り

と

す

れ

ば

、

労

働

委

員

会

の

命

令

が

あ

っ

て

も

、

今

回

の

新

協

定

に

お

い

て

は

、

従

来

に

比

し

て

解

雇

事

案

に

つ

い

て

裁

判

所

の

判

決

又

は



従

来

匠

比

し

実

質

的

忙

大

唱

に

改

善

さ

れ

た

も

の

と

考

え

る

。

い

て

特

別

の

処

珪

手

続

を

設

け

た

次

第

で

あ

っ

て

、

認

め

ら

れ

る

の

で

、

N

A

T

 

0

に

お

け

る

事

例

に

冷

か

ん

が

み

、

り

す

る

そ

の

保

安

上

の

必

要

に

• 

こ

れ

に

つ

労

務

条

項

・全
般
と
し
て
、
疇

つ

い

て

は

こ

れ

を

保

護

す

る

こ

と

が

適

当

と



答 問

臨

ん

で

行

く

考

え

で

あ

る

。

と

が

望

ま

し

い

の

で

、

具
＇
体
的
問
題

つ

て

は

か

か

る

態

度

で

規

定

か

ら

明

ら

か

で

あ

り

、

ヽ

ま

た

し

か

し

、

も
し
、

L
 
そ

の

よ

う

な

制

約

を

受

け

る

の

は

や

む

を

え

な

い

と

考

え

る

。

よ

り

厳

重

な

規

律

が

存

在

す

る

こ

と

か

ら

、

一

般

私

企

業

等

に

組

合

活

動

に

つ
い

て
も
、

に

軍
らヽ

そ

の

性

質

上

、

特

般

に

．労

勧

者

が

使

用

者

の

管

理

す

る

施

殷

内

で

組

合

活

動

を

行

な

う

場

合

に

は

、

当

該

施

設

内

の

秩

序

に

従

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

で

あ

る

か

組

合

活

動

が

こ

の

面

に

お

い

て

制

約

を

受

け

る

の

使

用

す

る

施

設

内

に

装

い

て

は

、

軍

と

い

え

ど

も

か

か

る

規

律

の

維

持

及

び

業

務

の

正

常

な

運

営

に

必

要

な

限

度

を

こ

え

て

不

当

労

働

行

為

と

な

る

よ

う

な

干

渉

を

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

こ

と

は

行

政

協

定

第

十

二

条

第

五

項

及

び

第

十

五

条

第

四

項

の

忙

支

障

の

た

い

限

り

、

規

律

の

維

持

及

び

業

務

の

正

常

た

遅

営

わ

が

国

に

装

け

る

般

的

労

勧

憤

行

を

尊

貢

す

る

こ

の

処

理

に

当

た

基

地

内

の

組

合

活

動

に

対

す

る

見

解

い

か

ん

。

の

は

当

然

て

あ

り

、



答

が

こ

れ

に

該

当

す

る

と

考

え

ら

れ

る

こ

こ

に

い

う

こ

ろ

に

よ

ら

な

け

れ

ば

問

新

協

定

第

十

を

除

（

ほ

か

」

「

別

段

の

合

意

」

゜
と
は
、

と

は

い

か

な

る

場

合

を

い

う

の

か

。

現

在

は

、

第

十

二

条

六

項

の

規

定

な

ら

な

い

こ

と

と

さ

れ

て

い

る

が

、

「

別

段

の

合

意

」

は

労

務

者

の

取

扱

い

二

条

第

五

項

で

は

、

に

つ

い

て

日

本

国

の

法

令

で

定

め

る

と

「

相

互

間

で

別

段

の

合

意

を

す

る

場

合



問

る
場
合
•

第

十

二

条

第

五

項

に

よ

こ

れ

に

つ

合

同

委

員

会

等

忙

お

け

よ

う

な

事

項

に

つ

い

そ

れ

が

既

存

の

法

律

に

対

す

る

特

例

と

な

る

よ

う

な

場

合

に

は

、

い

て

国

会

の

承

認

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

も

の

と

考

え

る

。

答

第

十

二

条

第

五

項

に

規

定

す

る

る

合

意

に

よ

っ

て

自

由

に

国

内

法

が

変

更

さ

れ

う

る

の

か

。

国

の

法

令

に

従

わ

な

く

て

｀

も

い

い

こ

と

と

な

る

が

、

れ
ば
、

て

別

段

の

合

意

を

す

「

別

に

相

互

に

合

意

す

る

場

合

」

は

日

本



答

合
」

と

い

う

文

言

は

実

体

的

に

は

意

味

が

な

く

た

る

わ

け

で

あ

る

。

あ

る

が

、

歳

出

外

資

金

機

関

に

雇

用

さ

れ

る

直

用

労

務

者

を

間

接

雇

用

に

切

り

換

え

る

こ

と

に

よ

っ

て
、

従

来

問

題

の

あ

っ

た

裁

判

管

轄

権

の

問

題

及

び

判

決

、

命

令

の

履

行

の

問

題

を

明

確

に

す

る

と

い

う

こ

と

が

今

回

の

改

正

署

名

時

現

在

に

茶

い

て

は

間

接

雇

用

切

換

の

た

め

の

方

法

そ

の

他

の

細

目

に

つ

こ

の

点

と

の

関

連

で

し

た

次

第

で

あ

る

。

あ

る

が

、

「

適

当

な

場

合

」

そ

の

意

味

を

明

確

に

す

る

た

め

合

意

誤

裏

録

に

お

い

と

き

間

接

雇

用

切

換

の

た

め

の

細

目

に

の

合

意

が

成

立

す

れ

ば

第

十

二

条

六

項

の

規

定

が

適

用

さ

れ

る

こ

と

を

硝

認

て
、

し

た

が

つ

問

協

定

第

十

二

条

第

六

項

に

い

う

右

の

合

意

が

成

立

す

れ

ば

つ

い

て

の

取

桓

が

ま

と

ま

り

当

局

問

て
、

右

の

ご

と

い

う

文

言

が

入

れ

ら

れ

た

も

の

で

い

て

の

取

極

が

ま

だ

成

立

し

て

い

た

か

っ

た

の

で、

具

体

的

手

続

、

「

遮

当

な

場

合

」

と

は

ど

う

い

「

適

当

な

場

の

主

眼

で

う
こ
と
か
。



＼ 

答 問

の

問

題

と

し

目

に

つ

い

て

体

的

に

は

｀

意
」

は
｀

て

右

の

形

式

的

合

意

が

行

な

わ

れ

る

こ

と

に

な

る

゜

歳

出

外

姿

金

機

関

の

取

懐

の

成

立

を

意

味

し

｀

の

間

接

雇

用

切

換

の

取

歯

が

成

こ

の

立

す

る

際

の

労

移

者

具

体

的

細

形

式

的

に

は

、

右

第

六

項

を

適

用

す

る

旨

の

合

意

を

い

い

｀

規

定

を

達

用

を

明

ら

か

に

し

た

も

の

で

あ

る

が

こ

こ

に

い

う

「

合

当

な

場

合

に

は
」
．
 
す

る

手

続
と

あ

る

の

合

意

議

事

録

の

こ

の

部

分

は

｀

意
」

と

は

い

か

な

る

も

の

か

。

き

第

六

項

の

手

暁

に

服

す

る

」

合

意

談

事

録

中

を

受

け

て

、

協

定

第

十

二

条

第

と

規

定

し

て

い

る

が

｀

匠

歳

出

外

資

金

咽

関

は

「

当

局

間

の

相

互

の

六

項

第

六

項

の

本

文

中

歳

出

外

資

金

機

関

に

夜：

こ

こ

た

い

う

手

続

--, 

一実 適
合

合

意

た

基

づ



答

手

と

し

て

裁

判

所

る

閑

器

も

解

消

す

る

雇

用

に

切

り

換

え

ら

れ

た

後

は

｀

り`  
こ

の

点

に

な

い

こ

と

は

｀

つ

又 い

こ

と

現

行

筋

定

第

十

て

は

今

後

と

が

で

き

る

の

で

、

か

か

つ

い

て

は

従

来

問

題

が

あ

っ

労

働

者

は

使

用

者

た

る

日

本

国

政

府

を

相

fこ

が

｀ 間
接

五

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

つ

て

明

ら

か

で

あ

い

に

つ

い

て

は

、

日

歳

出

外

資

金

機

関

れ

な

け

れ

ば

日

本

労

問

歳

出

外

資

金

機

関

の

労

務

者

は

｀

と

こ

ろ

妬

現

在

直

接

雇

用

で

あ

る

が

｀

た

雇

用

さ

れ

る

労

務

者

は

｀

働

法

令

の

遁

用

を

受

け

な

い

本

国

の

法

令

の

定

め

る

間

接

雇

用

に

切

り

換

え

ら

と

も

変

り

は

な

い

。

に

対

す

る

裁

判

管

轄

瑠

の

問

題

に

は

労

働

委

貞

会

た

訴

え

ゐ

こ

と

な

る

わ

け

で

あ

る

。

よ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

た

だ

歳

出

外

資

金

機

関

¢
 

の

か

5

そ

の

取

扱



答 問

い

う

関

係

に

な

る

合
は
｀

゜

命

令

が

出

さ

れ

た

場

合

｀

日

本

国

政

府

が

こ

れ

を

支

払

い

、

た

と

え

ば

賃

金

の

支

払

を

命

ぜ

ら

れ

米

側

は

そ

の

費

用

を

償

遷

す

る

た

よ

う

な

場

つ

い

て

は

｀

政

府

が

当

事

者

と

な

っ

て

行

な

わ

れ

る

こ

と

に

な

り

｀

歳

出

外

資

金

痘

関

の

労

務

者

は

今

後

間

接

雇

用

に

切

り

換

え

ら

れ

、

法

律

上

の

使

用

者

は

日

本

国

政

府

と

な

る

な

わ

れ

る

歳

出

外

資

金

機

関

の

労

務

者

に

関

す

る

訴

訟

は

今

後

ど

判

決

の

履

行

疋

(1_) 

か

、

ま

た

命

令

｀

の
で
｀

つ

い

て

は

ど

う

か

。

と

判
決
｀

労

務

者

た

関

す

る

争

訟

に
そ

の

の

よ

う

な

形

で

行



ろ
で
、

諸

国

に

芸

い

て

も

、

西

独

に

お

い
て
は
、

保

安

解

雇

に

つ

の

利

益

を

保

睦

し

、

保

安

解

雇

の

取

扱

い

に

い

て

は

問

題

い

て

は

労

倣

裁

判

，所

は

管

轄

施

つ

の

あ

っ

た

と

こ

、

い

う

見

地

か

ら

今

般

の

規

定

を

設

け

た

次

第

で

あ

る

。

こ―--→

な
苓
、

N
A
E
-
1
 0
 

か

っヽ

令

の

履

行

を

明

確

に

す

‘る

従

来

問

題

の

あ

っ

た

日

本

国

裁

判

所

の

判

決

、

一

軍

隊

の

安

全

上

こ

の

際

保

安

解

雇

の

取

扱

い

を

明

確

に

す

る

と

方
、

こ

れ

を

履

行

し

な

い

と

い

う

態

度

を

固

持

し

、

て

も

解

決

が

き

わ

め

て

困

離

で

あ

っ

た

。

，今

回

の

行

政

協

定

改

定

交

渉

に

あ

保

安

解

雇

妃

つ

い

て

は

、

た

っ

て

、

て
も
、

張

を

有

し

て

茶

り

、

る

保

安

倍

雇

の

措

筐

を

執

っ

た

労

務

者

に

会

に

苓

け

る

審

理

上

そ

の

具

体

的

理

由

を

明

示

せ

ず

、

つ

い
て
は
、

答

軍

の

安

全

の

保

持

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

は

、

労

働

委

員

会

の

命

従

来

の

折

衝

に

お

い

判
決
、

命

令

が

ち

つ

我

判

所

、

問

保

安

解

冦

に

つ

い

て

特

別

の

規

定

を

設

け

た

理

由

い

か

ん

。

労

臼

委

員

軍

の

安

全

に

有

害

で

あ

る

と

い

う

理

由

に

よ

る

い

わ

ゆ

米

側

は

従

来

か

ら

強

い

主

、--／ ， 



’ ‘’~‘9 り9

を

有

せ

ず

、

年

署

名

さ

れ

た

西

独

の

新

協

定

に

働

裁

判

所

の

管

轄

権

を

認

め

る

判

断

さ

れ

た

場

合

に

、

軍

側

は

裁

判

所

の

定

め

る

額

の

補

償

を

支

払

え

ば

雇

補

償

金

の

支

払

に

よ

・
ー要

す

る

費

用

に

は

保

安

解

雇

の

み

な

ら

ず

す

ぺ

扱

い

が

明

確

に

さ

れ

て

い

る

。

わ

が

国

に

装

い

て

は

、

西

ド

イ

ゆ

だ

ね

ら

れ

．

て

い

た

芸

い

て

は

保

安

解

雇

に

つ

て

の

解

雇

に

適

用

さ

れ

る

。

つ

い

て

は

米

側

が

び

適

用

の

範

囲

を

保

安

解

一

雇

に

限

定

し

た

点

で

異

な

っ

保

護

と

い

う

点

で

西

独

よ

り

ま

さ

つ

）

法

律

上

の

取

ツ

の

ご

と

く

つ

て

雇

用

関

係

を

終

了

さ

せ

る

と

い

う

形

を

と

ら

ず

、

ー

就

労

は

で

き

な

い

が

雇

用

関

係

は

継

続

す

る

と

い

ぅ

方

式

を

と

り

、

こ

れ

に

一

定

限

度

で

償

還

す

る

こ

と

と

し

た

点

及

て
装
り
、

て

い

る

と

考

え

て

い

る

。

用

の

継

続

を

拒

否

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

い

う

定

め

が

な

さ

れ

労

働

者

の

こ

の

定

め

こ

と

と

す

る

が

、

混

合

委

員

会

の

判

定

に

解

雇

が

裁

判

所

で

無

効

と

い

て

ド

イ

ツ

労

の

で

あ

る

が

、

昨



答 問

ャ

の

と

さ

れ

て

い

る

が

、

い

が

雇

用

関

係

は

継

続

す

と

老

に

は

補

債

金

を

支

払

つ

て

雇

用

関

係

を

終

了

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

も

西当
ぅ独た

裁のつ

判協て

所定は

のに昨

判ぉ年

決い署

がて名

らはさ

っすれ

た ＇べた

揚て西

合の独

駐解の

留冦新

国に協

側つ定

がいもー

雇て参な

用こ考お

継れと‘

読がし

を無た

希効の

望でで

しああ

なるる

いとが
、

支

払

う

と

い

う

方

法

を

と

ら

ず

、
わ

が

国

の

場

合

に

は

雇

用

終

了

の

代

り

に

補

倍

金

を

就

労

は

で

き

な

い い

う

よ

う

な

こ

と

は

で

き

な

い

も

の

で

あ

る

。

な

い

の

で

あ

る

か

ら

、

形

式

は

合

意

農

事

録

で

あ

っ

ゎ

り

は

米

側

が

そ

の

適

用

を

方

的

に

拡

張

す

る

と

本

条

項

の

作

成

に

て
も
、

国

際

的

な

合

意

と

し

て

の

効

果

に

変

じ

で

は

な

い

か

。

諮

事

録

は

協

定

と

同

じ

効

力

を

も

た

な

い

か

ら

、

結

局

制

限

が

た

い

の

と

可

る
。
る

と

・
う
が
、

合

意

誤

事

録

に

よ

っ

て

そ

の

造

用

を

制

限

し

て

い

る

と

い

う

が

、

合

意

つ

て

い

新

協

定

第

十

二

条

第

六

項

の

手

続

は

保

安

解

雇

の

場

合

の

み

に

適

用

さ

れ

協

定

上

は

す

ぺ

て

の

解

雇

に

達

用

さ

れ

る

こ

と

と

な



述

の

ご

と

く

誤

事

録

に

わ

り

が

な

い

た

め

こ

れ

に

応

ず

る

こ

と

と

し

た

次

第

で

あ

る

。

-̀--9 

収

録

す

る

こ

と

と

し

て

も

国

際

法

上

の

打

束

力

に

変

ら

西

狡

協

定

と

の

つ

り

合

い

を

保

つ

こ

と

を

希

望

し

、

わ

が

方

と

し

て

も

酋

側

に

苓

い

て

立

法

技

術

の

問

穎

と

し

て

協

定

の

た

て

方

、

そ

い

の

体

裁

の

上

か

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

っ

て

、

右

の

制

限

を

諾

事

鉛

に

規

定

し

た

の

は

、

み

に

限

定

す

る

こ

と

と

し

、

議

事

録

中

妬

る

と

い

う

方

式

と

し

、

こ

の

適

用

範

囲

お

い

に
つ

い

て

も

、

ヽ

て

こ

の

点

を

明

ら

か

に

す

る

こ

れ

を

保

安

解

雇

し
ド
、
「
ノ (1.) 



問

匠

は

滴

雨

し

は

逓

常

の

断

さ

れ

る

も

の

ぅ

積

惚

的

な

行

為

制

裁

酢

雇

の

ご

な

い

趣

旨

律

を

乱

す

と

い

い

か

な

る

場

つ
い

の

で

は

な

い

か

。

で

起

草

合

意

さ

れ

た

も

の

で

あ

る
。

を

指

す

も

の

で

あ

り

、

と

き

場

合

は

含

ま

ず

、

ま

命

令

の

版

行

疋

か

な

る

た
、

正

常
ま
た
｀

て

の

特

別

の

手

続

を

適

用

す

ゐ
具

体

的

な

事

例

に

つ

い

て

判

け

た

も

の

で

は

な

く

、

解

雇

の

う

ち

｀

特

別

つ

い

て

判

決

答

合

意

議

事

録

の

こ

の

部

分

は

｀

従

来

と

異

な

っ

組

合

活

動

を

理

由

死

森

け

る

軍

紀

の

維

持

の

か

く

乱

を

含

む

安

全

上

の

は

、

い

も

の

か

。

と

す

る

解

雇

も

こ

れ

た

含

ま

れ

る

合

意

議

事

録

た

い

う

「

合

衆

国

軍

隊

が

使

用

し

て

理

由

疋

と

い

る

施

設

及

び

哀

域

内

よ

る

解

雇

」

た

新

た

な

解

雇

事

由

を

設

の

性

質

の

も

の

に

と

い

う

蔀

｀
旨
日
で
あ
る
。

合

が

こ

れ

に

該

当

す

る

か

は

｀

で

あ

る

が

軍

隊

の

存

立

及

び

そ

の

目

的

達

成

上

不

可

欠

な

紀

こ

の

文

言

な

組

合

活

動



答 問

て

米

軍

が

わ

し

い

と

き

は

、

な
お
、

し

た

が

つ

協

定

の

解

釈

の

問

題

と

し

て

日

米

両

者

間

で

話

合

い

が

行

造

用

さ

れ

る

か

否

か

の

甚

準

で

あ

る

の

で

、

こ

れ

に

該

当

す

る

か

ど

う

か

疑

で

解

雇

権

の

濫

用

が

行

な

わ

れ

る

で

は

な

い

か

。

か

゜
米

側

が

解

雇

が

安

全

上

の

理

由

に

よ

る

も

の

か

ど

う

か

の

認

定

は

誰

が

行

な

う

の

一

方

的

に

行

な

う

の

で

あ

れ

ば

、

安

全

上

の

理

由

で

あ

る

か

ど

う

か

と

は

協

定

第

十

二

条

6

に

定

め

る

手

続

が

な

わ

れ

る

わ

け

で

あ

る

。

も

っ

と

も

、

安

全

上

の

理

由

と

い

う

名

目

米

軍

の

安

全

上

の

理

由

の

判

断

は

、

米

軍

が

こ

れ

を

行

な

う

の

に

最

も

ふ

さ

わ

し

い

こ

と

は

事

実

で

あ

る

が

、

米

軍

と

し

て

は

、

一

般

懲

戒

解

雇

の

場

合

と

異

な

り

、

安

全

上

の

・
理

由

忙

つ

い

て

は

そ

の

本

質

か

ら

し

て

裁

判

上

証

拠

の

提

出

が

困

難

で

あ

り

、

一

定

金

額

を

負

担

す

る

こ

と

に

な

り

う

る

保

安

上

の

理

由

に

よ

る

解

雇

を

濫

用

す

る

こ

と

は

実

際

上

も

あ

り

え

な

い

も

の

と

考

え

る

。

現

在

間

接

雇

用

労

務

者

に

つ

い

て

は

労

務

基

本

契

約

、

9

直

用

労

務

者

に

つ

い



ら

明

ら

か

に

し

う

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

続

の

過

程

忙

お

い

て

議

事

録

に

該

当

す

る

事

例

で

あ

る

か

否

か

は

お

の

ず

か

こ

れ

を

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

と

な

っ

て

い

る

の

で

、

か

か

る

手

措

置

を

と

る

際

ve
は

事

前

に

調

達

庁

長

官

又

は

労

働

大

臣

の

意

見

を

聴

き

、

て

は

日

米

合

同

委

員

会

の

取

極

に

よ

り

保

安

解

雇

手

続

が

設

け

ら

れ

、

解

雇



7‘ 

答

他

方

労

働

者

の

保

護

と

の

調

和

を

は

か こ

れ

を

保

に

従

う

と

い

う

原

則

が

明

ら

か

に

さ

れ

た

の

で

あ

る

が

、

え

ら

れ

る

。

新

協

定

に

芸

い

て

は

、

命

令

陀

つ

て

こ

れ

と

で

敗

訴

す

る

場

合

が

あ

り

、

箪

側

は

、

明

示

は

で

ぎ

な

い

が

実

質

的

に

は

き

た

。

そ

の

た

め

、

実

質

的

に

理

由

が

あ

っ

て

も

立

証

が

不

十

分

と

い

う

こ

的

な

茫

由

を

明

示

で

き

な

い

と

主

張

し

、

訴

言：：：:

9--v• 一
ぉコ

ぃ

陀

お

い

て

雰

．

：

の

性

競

上

睾

の

楓

密

に

開

す

る

も

（

い

で

4
Q

る

宣

0

安

全

に

有

害

で

あ

る

か

ど

う

か

の

判

閉

忙

つ

い

て

は

、

f

2

、

f
“
t
 

当

然

復

琺

の

措

置

を

と

る

べ

き

で

は

な

い

か

。

会

で

敗

訴

し

た

湯

合

は

、

実

際

は

安

全

上

の

理

由

で

は

判

決

、

て

も

阿

示

を

避

け

て

十

分

理

由

が

あ

る

か

ら

判

決

匠

従

わ

な

い

と

い

う

態

度

を

と

つ

て

苔

た

と

考

い

て

は

す

べ

保

安

解

雇

に

つ

て

は

実

質

上

軍

の

安

全

上

の

利

益

に

関

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

護

尊

重

す

ぺ

き

も

の

と

認

め

ら

れ

、

い

問

解

雇

が

安

全

上

の

理

由

で

な

さ

れ

て

も

、

た

め

に

そ

の

臭

体

従

来

、

空

伺

こ

れ

が

裁

判

所

又

は

労

働

委

員

た

か

っ

た

の

で

あ

る



の

で

あ

る

。

る

と

い

う

見

地

か

ら

雇

用

関

係

は

存

続

す

る

が

現

実

の

就

労

は

で

き

な

い

と

い

う

方

式

を

と

る

こ

と

と

し

た



間

第

十

二

条

第

六

項

の

規

定

に

よ

り

米

側

が

就

労

を

拒

否

し

た

場

合

、

了

す

る

わ

け

で

は

な

い

。

軍

又

は

歳

出

外

資

金

機

関

が

就

労

を

拒

否

し

て

も

、

当

然

に

雇

用

関

係

が

終

答

労

働

者

の

法

律

上

の

雇

用

主

は

日

本

政

府

で

あ

り

実

際

の

使

用

者

た

る

米

労

慟

者

の

身

分

は

ど

う

な

る

の

か

。

そ

の



で

｀
 
か

か

る

意

味

合

い

た

と

え

ば

他

の

蛾

場

へ

の

配

置

転

換

で

実

際

的

解

決

と

い

う

文

言

を

用

い

が

本

旨

で

あ

る

が

｀

た

労

働

者

が

も

と

の

織

場

に

も

ど

れ

る

関

係

上

こ

米

軍

の

保

安

の

と

い

う

よ

う

な

こ

た
の

と

も

考

え

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

れ

が

困

難

な

場

合

た

は
｀

い

つ

て

解

雇

さ

れ

よ

う

た

す

る

こ

と

答

裁

判

所

の

判

決

｀

労

働

委

員

会

の

命

令

が

あ

問

第

十

二

条

第

六

項

釘

冗

い

う

「

実

際

的

解

決

」

っ

た

場

合

冗

は

と

は

何

か

。

｀ 
一

般

的

に



答

雇

用

関

係

と

は

別

の

関

越

で

あ

る

。

あ

っ

て

｀

こ

れ

ま

た

日

本

政

府

と

労

働

者

と

の

合

衆

国

政

府

が

償

還

印

後

段

の

問

過

で

あ

り

｀

く

な

る

こ

と

と

｀

当

該

労

働

者

と

の

間

の

雇

用

関

係

と

は

別

弟

十

二

条

6

し

て

給

与

の

固

項

の

規

定

匹

よ

と

日

本

国

政

府

第

十

二

条

6

雇

用

関

係

が

継

続

す

る

か

ぎ

り

日

本

政

府

は

労

働

者

に

対

支

払

を

行

な

う

こ

と

は

当

然

で

あ

る

。

日

本

政

府

が

労

務

者

の

屋

用

た

要

す

す

る

限

席

を

定

め

た

も

の

で

る

費

用

た

つ

き

、

つ

て

労

務

者

が

就

労

す

る

こ

と

が

で

き

な

と

と

な

っ

て

い

る

が

、

こ

の

期

間

が

経

過

し

た

後

は

ど

う

な

る

の

か

。

と

な

っ

合

意

す

る

期

間

の

当

該

労

働

者

の

雇

用

の

養

用

た

ひ

と

し

い

い

こ

と

た

場

合

｀

問

第

十

二

条

第

六

項

の

蔑

定

に

労

務

者

が

就

労

す

る

こ

合

衆

国

政

府

は

日

本

政

府

に

対

し

｀

よ

り

、

は`

両

政

府

間

で

額

を

支

払

う

こ

と

が

で

き

な



Aよ←
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「

協

足

第

十

二

条

6

切

に

定

め

る

遮

告

の

後

一

年

を

こ

え

な

い

」

も

の

と

さ

対

す

る

例

外

と

し

乾

け

た

の

で

あ

ゐ

が
ヽ

そ

の

限

度

は

｀

同

項

に

関

す

る

交

換

公

文

に

お

い

て

｀

て
、

つ

い

て

は

償

還

疋

課

事

録

た

よ

っ

て

明

ら

か

で

あ

る

。

第

十

二

条

第

六

項

切

．は

か

か

る

原

則

に

つ

い

て

限

度

を

す
る

と

い

う

原

則

に

て

り

、

政

府

が

こ

れ

に

従

つ

で

賃

金

つ
い

た

場

合

に

米

側

が

こ

れ

を

憐

還

は

第

十

二

条

第

五

項

及

び

こ

れ

冗

関

す

る

合

意

保

安

解

雇

事

案

た

を

支

払

つ

る

い

は

原

職

復

帰

｀

賀

金

そ

及

払

た

つ

い

て

の

労

働

委

員

会

の

命

令

等

が

あ

餃

府

が

労

務

者

を

解

雇

し

｀

こ

れ

が

無

効

で

あ

る

と

の

裁

判

所

の

判

決

｀

ぁ―

提

供

し

、

こ

れ

を

償

遵

す

る

こ

と

と

な

る

の

で

あ

る

が

｀

米

側

の

要

請

冗

｀

よ

つ

て

已

本

支

払

つ

た

貢

金

そ

の

他

雇

用

た

要

す

る

費

用

rrc
つ

い

て

は

米

側

が

問

接

匿

用

方

式

疋

袋

い

て

は

、

日

本

政

府

が

労

働

者

を

雇

用

し

て

米

側

に

至

る

ま

で

の

バ

ッ

ク

ペ

ィ

期

間

は

年

を

こ

え

な

い

も

の

と

さ

れ

て

は

ど

う

な

る

の

ヽ

Q

カ

‘‘、

い

る

カ

問
．

第

十

二

条

第

六

項

に

関

す

る

交

換

公

文

紀

森

い

て

第

六

項

た

定

め

る

判

決

又

は

命

令

確

定

疋

は
｀



公"l - れ‘ 

頒 て

訳・・活 い

還 る

さ の

れで

る あ

も つ

の て

で
ヽ

あ 右

る 通

゜告
夜

至

る

ま

で

の

給

与

沢：

つ

い

て

は

｀ 
当

然



答

準

を

決

定

い

た

し

た

い

と

考

え

る

。

こ

の

点

に

つ

い

と

と

な

る

が

＼

る

基

準

」

0 

ー

つ

て

定

め

ら

れ

る

こ

被

用

者

の

在

戯

期

問

等

を

し

ん

し

や

く

し

て

公

正

妥

当

な

基

て
は
、

米

側

と

の

今

後

の

折

衝

に

よ

と

は

い

か

な

る

も

の

か

。

問

協

定

第

十

二

条

6

囮

に

院

す

る

交

換

公

文

中

に

い

う

「

相

互

に

合

意

し

う



c
 

問

府

間

で

合

意

さ

れ

る

期

間

」

云

々

と

規

定

し

｀

こ

れ

を

行

な

う

こ

．

と

と

し

た

次

第

で

あ

る

。

る

立

法

事

項

を

含

む

も

の

で

は

な

く

｀

権

利

の

問

題

と

は

別

個

の

問

題

で

あ

る

C

右

の

期

間

の

問

題

は

｀

し

た

が

つ

て

｀

の
で
、

そ

の

合

意

は

行

政

府

限

り

そ
の

協

定

中

た

は

で

「
両
政

労

働

者

の

雇

用

契

約

の

存

否

と

●

ぅ

国

民

の

交
換
公
文
は
、
．

い

わ

ゆ

労

働

者

の

雇

用

の

費

用

の

償

還

の

期

限

を

定

め

た

も

の

実

の

償

還

が

行

な

わ

れ

る

期

間

に

つ

諸

般

の

事

惰

を

勘

案

し

て

両

政

府

間

で

具

体

的

基

準

疋

よ

り

定

め

う

る

余

地

を

残

し

、

た

次

第

で

あ

る

。

に

徴

し

て

こ

れ

を

調

整

し

ぅ

る

余

地

を

残

す

た

め

、

別

個

の

文

書

に

収

録

し

年

間

と

い

う

期

間

に

つ

い

て

も

今

後

の

実

施

状

況

等

い
の

で
｀

い

て

は

協

定

中

に

詳

細

を

規

定

し

え

な

で

あ

る

が

｀

そ

の

現

答

切

交

換

公

文

は

｀

米

国

政

府

か

ら

日

本

政

府

に

対

し

行

な

わ

れ

る

べ

き

な

い

か

。

規

定

し

な

い

で

、

協

定

の

部

を

な

す

も

の

で

あ

る

か

ら

｀

別

個

の

交

換

公

文

紀

よ

り

処

理

し

た

の

同

実

体

的

に

国

会

の

承

認

を

求

め

る

べ

き

で

は

力~

... 

協

定

第

十

二

条

6

囮

に

関

す

る

交

換

公

文

た

つ

ぎ

り

な

冗

ゆ

え

協

定

中

た



答

内

に

つ

い

て

租

税

が

免

除

さ

れ

る

。

,•• 

ッ
ク

工

②

軍

人

、

、
•
1
.

~
 

.. ’
 

ス

等

歳

出

外

資

金

機

関

匠

よ

る

雇

用

の

結

果

受

け

る

所

得

謳
属
｀

免

除

さ

れ

る

租

税

と

は

｀

家

族

が

米

軍

に

お

け

る

勤

務

叉

国

税

た

る

租

税

の

免

除

を

定

め

る

も

の

米

軍

が

日

本

で

保

，．
有
｀

れ

る

°

免

除

さ

れ

る

租

税

と

は

｀

税

た

る

不

動

産

取

得

税

、

都

市

計

画

税

｀

は

米

竃

若

し

く

は

ビ

法

定

外

普

通

税

等

で

あ

る

。

① 

使
用
、

で

あ

る

。
国移

税転す

たすな

る る ーわ

法 ．財ち

人産｀

税は

｀ `  

第

十

三

条

は

｀

＠

米

軍

が

日

本

で

保

有

｀

家

族

が

米

卓

に

お

け

る

勤

務

又

は

米

軍

若

し

く

は

。

ヒ

ー

等

歳

出

外

資

金

機

関

に

よ

る

雇

用

の

結

果

受

け

る

所

得

及

び

③

本

に

所

在

す

る

有

体

｀

無

体

の

動

産

の

保

有

｀

使
用
、

移

転

等

に

関

ナ

，

る

軍
入
｀

軍
属
｀

家

族

が

時

的

に

日

本

冗

あ

る

こ

と

の

み

工

ッ

ク

ス

謳
人
｀

軍
属
｀

所

得

税

｀

地

方

租

税

を

免

除

さ

諸

条

の

免

税

規

定

と

の

関

係

い

か

ん

。

使
用
、

移

転

す

る

財

産

｀

に

基

づ

い

問

第

十

三

条

に

定

め

る

租

税

の

免

除

の

対

象

及

び

範

囲

い

か

ん

。

て

日 ＠ 

そ

の

他

の



(2) 

-̀
移

転

等

に

対

す

る

租

税

の

免

除

及

び

こ

れ

ら

の

者

．

と

の

み

に

基

づ

い

て

日

本

匠

よ

る

米

醒

と

の

契

約

に

に

所

在

す

る

有

体

｀

移

転

す

る

資

産

に

対

す

る

免

税

、

無

体

の

動

産

の

保

有

｀

そ

れ

ら

の

者

が

使
用
、

時

的

に

日

本

に

あ

る

こ
使
用
｀

i
,
1t̀
’,
4リ
'Al'，．↑

9
,

こ

の

協

定

中

租

税

免

除

に

関

す

る

規

定

と

し

て

は

｀

右

の

他

に

｀

課

徴

金

の

免

除

に

関

す

る

第

十

日

本

で

調

達

さ

れ

る

物

品

｀

通

行

税

｀

第

十

二

条

｀

対

す

る

物

品

税

｀

電

気

ガ

ス

税

等

の

免

除

冗

関

す

る

特

殊

契

約

者

が

米

箪

と

の

契

約

の

履

行

の

た

め

保

有

｀

揮

発

油

税

｀

条

ヽ

役

務

冗

関
税
、

使

用

に

つ

い

て

納

付

す

べ

き

租

税

は

免

除

さ

れ

な
い
。

普

通

税

等

で

あ

る

。

た

だ

し

、

こ

れ

ら

地

方

税

た

る

道

府

県

民

税

｀

贈

与

税

｀

相

続

税

｀

無

体

の

動

産

の

保

有

、

地

方

税

た

る

道

府

県

民

税

｀

国

税

た

る

所

得

税

｀

市

町

村

民

税

｀

の

者

の

私

有

車

両

匹

よ

る

道

路

の

も

租

税

が

免

除

さ

れ

る

°

免

除

さ

れ

る

租

税

と

は

｀

＠
 

軍
属
、

日

本

に

所

在

す

る

有

体

｀

箪

人

、

所

得

税

、

家

族

が

使
用
、

市

町

村

民

税

等

で

あ

る

。

法

定

外

移

転

冗

つ

い

て

時

的

に

日

本

紀

あ

る

こ

と

の

み

lfC

基

づ

い

て



役

務

に

対

す

る

租

税

免

除

に

開

す

る

第

十

五

条

の

諸

条

が

あ

る

。

第

十

四

条

｀

ピ

゜
工

ッ

ク

ス

等

歳

出

外

資

金

槻

関

の

販

売

す

る

商

品

｀

基

づ

含

発

生

す

る

所

得

だ

つ

い

て

の

所

得

税

｀

法

人

税

の

免

除

、＂に

関

す

る



の

勤

務

又

は

雇

用

以

外

の

事

由

｀

「

日

本

国

の

源

泉

か

ら

生

ず

る

所

得

」

と
は
｀

商
社
｀

つ

い

て

の

日

本

の

租

税

の

免

除

を

定

め

た

と

え

ば

日

本

の

学

校

｀

テ

レノ

ピ

も

の

で

あ

る

。

ー

`
j
 
ー,＇ー、

の

こ

れ

ら

の

者

が

右

こ

れ

ら

の

者

が

得

た

所

得

に

て

い

る

し

く

は

ビ

ー

． 
エ
ッ

答

第

十

三

条

2

は
｀

軍
人
．

ク

ス

等

歳

出

外

資

金

機

関

に

雇

用

さ

れ

た

こ

と

に

よ

り

軍
属
｀

家

族

が

米

軍

に

勤

務

し

、

叉

は

米

軍

若

味
か
。

上

日

本

国

に

居

所

又

は

住

所

を

有

す

る

も

の

と

認

め

な

い

と

は

い

か

な

る

意

も

の

で

は

な

い

と

は

い

か

な

る

意

味

か

。

ま
た
、

向

日

本

国

の

税

法

の

適

用

用

す

る

合

衆

国

市

民

に

対

し

所

得

爬

つ

い

て

の

日

本

国

の

租

税

を

免

除

す

る

ま
た
、

固

合

衆

国

の

所

得

税

に

関

し

｀

日

本

国

に

居

所

を

有

す

る

こ

と

を

援

の

日

本

の

租

税

の

納

付

を

免

除

す

る

も

の

で

は

な

い

と

は

い

か

な

る

意

味

か

。

問

第

十

三

条

2

に

お

い

て

｀

内

日

本

国

の

源

泉

か

ら

生

ず

る

所

得

に

つ

い

て



う

意

味

で

あ

る

。 て

扱

う

が

｀

外

資

金

機

関

に

雇

用

居

住

者

と

し

る

勤

務

又

て

報

酬

を

得

た

場

合

、

し

か

し

こ

れ

ら

の

勤

は
、

は
米
軍
｀

て

課

税

さ

れ

` f • •. . 
務

又

は

い

日

本

の

税

法

上

非

向

日

本

の

租

税

を

賦

課

す

る

こ

と

こ

の

場

合

に

は

当

然

日

本

の

税

法

に

従

っ

歳

出

外

資

金

機

関

に

お

け

る

雇

用

以

外

の

事

由

に

よ

米

国

の

所

得

税

法

の

適

用

上

は

居

住

す

る

場

合

に

は

そ

の

給

与

所

得

に

年

半

以

上

海

外

に

つ

い

て

米

国

所

得

税

を

賦

課

さ

れ

な

く

な

る

が

｀

そ

の

よ

う

な

場

合

に

も

当

然

｀

に

な

る

と

い

う

趣

旨

で

｀

前

記

の

口

を

さ

ら

に

確

認

し

た

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

者

が

も

つ

ば

ら

軍

隊

に

動

務

し

｀

叉

は

軍

隊

若

し

く

は

歳

出

さ

れ

る

た

め

日

本

に

い

る

期

間

は

｀

雇

用

以

外

の

活

動

を

行

な

っ

た

場

合

に

は

そ

の

限

り

で

居

住

者

と

し

て

取

扱

う

こ

と

に

な

る

と

つ

る

と

い

う

意

味

で

あ

り

｀

向
は
｀

こ

れ

ら

の

者

が

米

軍

匹

お

け

こ

れ

に

該

当

す

る

こ

と

に

な

り

｀

放

送

局

等

に

勤

務

し

又

は

雇

用

さ

れ

る

こ

と

に

よ

っ

て

得

る

所

得

が

あ

れ

ば



答

て

ぃ
る

と

き

又

が

あ

り

｀

にI

臼

に
r 
疋

め

る

被

用

者

が

そ

の

固

に

め

る

軍

関

係

以

外

違

法

な

活

動

r--・ 
疋

を

行

な

っ

た

場

合

は

そ

の

指

定

の

事

業

活

勁

冗

咲

写

し

第
十
四
条

2

後

段

の

指

定

の

取

消

匠

つ

い

て

も

文

言

上

当

然

披

用

者

に

逹

雨

手

続

に

よ

る

こ

と

と

を

ろ
う
。

‘--”’ 

契

約

者

自

身

の

指

定

7) ： 
9'，̂-
’‘汀

＇ 
な＇

ゎ

'i1.. 

れ

ば

｀ 実
際

上

は

こ

れ

に

伴

い

｀ 簡
略

な

用

者

に

直

接

適

用

さ

れ

る

も

の

で

は

な

く

｀

ま
た
｀

そ

の

指

定

の

手

院

は

p

必

要

で

あ

る

。

た

だ

し

、

2
 
煎

段

に

定

め

る

十ピ.j •臼

r^→ 疋

指

定

は

｀

い

わ

ゆ

る

特

殊

契

約

者

の

み

な

ら

ず

｀

そ

の

被

用

者

冗

vc
従

い

指

定

す

る

も

の

」

と

定

め

て

お

り

｀

し

た

が

の

志3、

件

は

｀ こ
れノ

•
Hマ
、ヽ

rノ
r
r
2
y
 

• 

• 
4,1 

つ

い

て

心

つ
て
、

2

項

に

定

め

る

法

人

を

含

む

。

ヽ~

第

十

四

条

1

及

び

そ

の

被

用

者

で

は

ヽ

ヽ

て

も

適

用

が

あ

る

か

。

問

第

十

四

条

2

ヽ

‘ 
ヽ

ヽ

の

指

定

及

び

そ

の

，， 

ヽ

、、
合

衆

国

政

府

が

2

の

規

定

「

通

常

合

衆

国

匹

居

住

す

る

人

取

消

は

p

ヽ

ヽ

ヽ

特

殊

契

約

者

の

枝

用

者

に

つ

い



の

指

定

は

自

動

・ペ

的

に

取

消

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

こ

き

も

の

で

あ

る

。

て

は

な

く

｀

使

い

て

の

取

消

が

は

取

消

さ

る

べ

逆

に

使

用

者

匠

そ

の

使

箆

．
．
 

用

者

疋

つ

い

て

は

、

と

は

い

う

企

で

も

な

い

。

つ・
1

廷

取

消

岱

行

な

わ

れ

れ

ば

、

被

用

者

そ

れ

自

身

の

活

動

に

よ

り

判

定

さ

れ

る

者

た

る

契

約

者

自

身

の

取

消

を

必

要

と

す

る

も

の

き

も

の

と
な

る
。

忠

つ

と

も

｀

そ

の

場

合

冗

も

被

用

者

に

-^ __.， ヽ



問

し`．．
 

が

判

明

し

た

時

は

直

ち

匠

指

定

取

消

方

要

求

す

る

こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

い

。

閲

係

以

外

の

事

梨

活

動

へ

の

従

事

、

の

場

合

に

も

そ

の

後

第

十

四

条

2

後

段

の

享

由

囮

違

法

活

勁

従

専 国

喫

約

腔

行

終

了

、

忙

該

当

す

る

こ

と

欠

く

と

認

め

ら

れ

な

い

限

り

当

該

指

定

に

応

ず

べ

こ

れ

を

履

行

中

で

あ

る

こ

と

で

も

あ

り

、

そ

の

際

、

で

あ

る

。

益

を

与

え

ら

れ

る

た

め

に

は

同

条

1

及

び

2

の

要

件

を

満

た

す

こ

と

が

必

要

現

行

協

定

下

で

特

殊

契

約

者

と

し

て

の

資

格

を

与

え

ら

れ

た

者

も

、

新

抒

定

下

で

同

様

の

資

格

を

継

続

し

う

る

た

め

尻

は

、

こ

れ

ら

の

規

定

に

従

い

指

定

を

受

け

る

こ

と

が

必

要

で

あ

り

、

し

た

が

つ

て

手

統

上

協

定

発

効

徒

直

ち

に

そ

の

た

め

の

措

筐

が

執

ら

れ

る

こ

と

と

な

ろ

う

。

こ

れ

ら

の

者

は

す

で

忙

米

国

と

喫

約

を

締

結

し

r

.if
r
い炉
芍
E
59
9
がじ
lli"•.• 

新

協

定

陀

よ

る

要

件

を

著

る

し

く

．

答

新

揺

定

が

発

効

す

れ

ば

、

か
ん
。

よ

つ
て
、

凡）ヽと'J

章 っ一ベー

理

論

上

同

協

定

の

下

で

そ

の

第

十

四

条

の

資

格

及

び

利

現

行

協

定

第

r
丁

口

条

に

よ

る

特

殊

契

約

者

の

新

防

定

発

効

咋

の

取

翌

5

レ
い

政

府

と

し

て

は

＼

，

き

も

の

と

考

え

る

が

、



答 問

て
、

い

も

右

の

指

定

に

か

か

る

契

約

を

い

う

も

の

と

解

す

べ

き

で

あ

る

。

で

あ

り

、

契

約

に

同

項

後

段

の

匂

で

「

契

約

の

履

行

が

終

っ

た

と

き

」

し

た

が

つ

者

に

比

し

免

税

の

享

受

等

有

利

な

立

場

で

そ

の

後

は

つ

ぎ

つ

ぎ

と

米

章

関

係

の

契

約

を

受

注

で

き

る

こ

と

に

な

る

の

か

。

契

約

者

が

合

衆

国

と

の

契

約

履

行

の

た

め

指

定

を

受

け

る

の

は

、

つ

き

第

十

四

条

2

に

よ

る

要

件

を

満

た

し

た

場

合

に

限

ら

れ

る

も

の

す

る

場

合

は

、

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第

十

四

条

に

い

う

契

約

者

は

、

と

い

う

場

合

・

っ

存

ん

指

定

を

受

け

た

契

約

者

が

米

章

と

新

た

な

契

約

を

結

ぽ

う

と

当

然

改

め

て

2

項

前

段

の

基

準

に

照

ら

し

て

指

定

を

受

け

な

い

っ

た

ん

指

定

を

受

け

れ

ば

、

個

個

の

日

本

人

業



答 問 .. ` 
た
了
解
六
・
ー
れ
て
い

/
Q

の
で
｀

あ

っ

て

｀

あ
る
。

‘ 

米

側

も

了

解

い

上

競

争

．

入

札

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

右

の

指

名

競

争

入

札

を

排

除

す

る

も

の

で

な

い

こ

と

は

英

文

で

o
p
e
n
 
c
o
m
p
e
t
i
t
i
v
e
 
b
i
d
d
i
n
g
 

と

し

て

い

る

の

も

｀

上

の

指

名

者

中

の

愚

低

入

札

者

た

自

動

的

に

落

札

す

る

も

の

）

わ

が

国

匠

苓

け

る

般

競

争

人

札

の

み

な

ら

ず

、

b
i
d
d
i
n
g
 

と

な

っ

て

い

る

が

、

仔

第

十

四

条

2

中

の

「

競

争

入

札

」

と

は

何

か

。

交

渉

上

明

確

右

と

同

を

含

む

も

の

で

指

名

競

争

入

札

和

英

文

た

相

異

な

ぎ

や

。

英

女

は

で

（
二
名
以

o
p
e
n
 
c
o
m
p
e
t
i
t
i
v
e
 



問

際

た

右

の

資

格

身

分

を

有

す

る

者

で

あ

る

こ

と

を

証

明

す

る

行

為

で

あ

る

。

行

為

で

あ

り

｀

各

項

中

の

証

明

は

｀

定

め

る

利

益

及

び

免

除

を

享

受

す

る

個

偕

の

利

益

｀

い

し

資

格

を

付

与

す

る

免

除

を

得

よ

う

た

め

の

身

分

な

答

指

定

は

｀

い

わ

ゆ

る

特

種

契

約

者

又

は

そ

の

被

用

者

と

し

て

第

十

四

条

た

の

各

項

に

い

う

証

明

” 

c
e
r
t
i_f
i
c
a
t
i
o
n
 

、.-

と

の

異

同

い

か

ん

。

第

十

四

条

1

及

び

2
一
に
い
う

「
指
定
」

d
e
s
i
g
n
a
t
i
o
n
 
-̀―’ 

と

す

る

と

同

条

3

以

下



協

定

に

よ

る

租

税

免

除

なを

与

え

ら

れ

の

範

囲

の

正

確

さ

を

期

す

る

た

め

他

の

事

業

を

行

な

う

た

ま

ま

他

の

す

も

の

で

あ

る

。

事

業

を

行

な

う

こ

と

を

許

容

し

た

も

の

し

た

が

つ

て

｀

明

ら

か

に

し

た

も

の

で

あ

っ

て
｀

同

条

5

の

規

定

は

｀

同

条

1

と

と

も

で

は

な

く

｀

も

の

で

あ

る

こ

つ
て
｀

こ

の

目

的

以

外

の

事

業

た

従

事

す

る

と

は

右

の

規

定

よ

り

当

然

で

あ

る

。

の

趣

旨

を

た

第

十

四

条

全

体

の

甚

礎

を

同

条

2

⑯

は

こ

と

し

て

と

き

は

そ

の

資

格

を

失

な

う

へ
き
．
 

者

で

あ

答

特

殊

契

約

者

は

、

第

十

四

条

1

に

も

明

ち

か

な

と

茶

り

た

あ

る

が

、

両

者

は

矛

盾

す

め

の

合

衆

国

と

の

契

約

の

履

行

の

み

を

目

的

「

合

衆

国

軍

隊

の

日

本

国

に

あ

る

」

特

殊

契

約

者

の

資

格

る

の

で

は

な

い

か

。

を

定

め

て

苓

り

｀

軍

関

係

以

外

の

事

業

の

遂

行

を

予

想

し

て

い

る

が

ご

と

く

で

う

た

め

日

本

国

に

苓

い

て

保

有

さ

れ

る

財

産

」

に

つ

き

租

税

を

免

除

し

な

い

旨

を

定

め

て

い

る

が

｀

同

条

6

で

は

「

投

資

の

た

め

若

し

く

は

他

の

専

業

を

行

な

従

事

し

て

い

る

こ

と

が

立

証

さ

れ

た

と

き

は

そ

の

指

定

が

取

り

消

さ

問

第

十

四

条

2

⑮

紀

よ

れ

ば

｀

＾ 

特

殊

契

約

者

は

米

軍

関

係

以

外

の

事

業

活

動

たる

べ

き

旨



い

わ

ば

6

項

前

段

の

趣

旨

を

裏

か

ら

表

現

し

た

に

す

ぎ

な

い

も

の

で

あ

る

。

場

合

vc
は

免

除

を

与

え

な

い

こ

と

を

念

の

た

め

規

定

し

た

も

の

で

あ

っ

て

｀



答 問

さ

れ

て

い

る

。

ざ
れ
｀

しーー',

監

督

さ

れ

（

な

姦

｀ 新
ポ

ン

協

定

冗

お

い

て

も

｀

省

長

官

の

権

限

に

基

づ

き

こ

れ

ら

各

省

の

指

令

に

従

っ

こ

れ

ら

の

機

歯

は

｀

を

維

持

す

る

た

め

に

設

立

，

，

さ

れ

で

あ

り

｀

陸
｀

海
｀

｀ 運
営

等

が

あ

る
。

軍
人
｀

兵`  

ク

ラ

プ

そ

の

他

歳

出

外

資

金

に

よ

る

ゴ

フ

場

施

設

／
 

士

気

及

び

能

率

Jレ

し
て

S

る

も

さ

れ

て

い

な

い

も

の

の

で

9̀

賦

を

受

け

ず

｀

関

で

あ

っ

て
曹

こ

れ

ら

の

ピ で

あ

り

｀

か

っ

｀
 

機
関
は
｀

第

十

五

条

の

ピ

． 
歳

出

外

資

金

に

よ

そ

の

機

能

の

継

続

の

た

め

に

毎

年

の

又

は

そ

の

他

の

予

算

配

軍

属

用

の

食

堂

｀

そ

の

収

入

を

国

庫

の

歳

入

に

納

付

す

る

こ

と

を

要

求

利

益

の

追

求

を

目

的

と

せ

ず

｀

る
も
の
で

•
あ
る
。

歳

出

外

資

金

諸

槻

関

は

｀

軍

属

等

の

福

祉

｀

て

い

る

も

の

米

軍

の

不

可

分

の

空

等

の

各

て

組

織

さ

れ

部

を

構

成

す

る

も

の

と

規

定

工

ッ

エ

ッ

ク

ス

、

ク

ス

等

の

諸

横

関

と

は

｀

つ

て

運

営

さ

れ

る

米

国

政

府

の

機

海

軍

販

売

所

｀

将
校
｀

下

士

官

｀

軍

隊

に

随

伴

い

か

な

る

も

の

か

。



答

2

)

 

゜

い

こ

と

条

l

a

)

つ

い

て

は

日

本

の

租

税

を

賦

課

さ

れ

る

（

第

十

五

条

2

)

国

内

に

お

け

る

購

入

に

｀ 

つ

き

日

本

の

租

税

を

賦

課

さ

れ

な

（

第

十

五

条

向

商

品

及

び

役

務

の

販

売

に

等

の

特

権

を

有

す

る

が

｀

商

品

及

び

需

品

の

日

本

制

.. 

手

数

料

｀

用

に

供

す

る

物

品

を

免

税

輸

入

免

許

｀

租

税

又

は

類

似

の

管

理

に

服

さ

な

い

こ

と

（

第

十

五

で

き

る

こ

と

（

第

十

一

条

2

)

囮

日

本

の

規

ピ

゜
エ
ッ

ク

ス

等

の

機

関

は

｀

切

軍

人

｀

軍
属
書

家
族
｀

契

約

者

等

の

け

る

購

入

及

び

販

売

｀

租

税

等

に

つ

き

い

か

な

る

特

権

を

有

す

る

か

。

問

第

十

五

条

に

定

め

る

。

ヒ

ー

゜
工

ッ

ク

ス

等

の

機

関

は

．

省
入
｀

庫

国

内

冗

姦



答 問

人
税
、

酒
税
｀

←̂、

印

紙

税

等

を

い

う

も

の

と

考

え

て

い

る

。

誇

可

を

指

す

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

ま
た
．

リ
ー

旅

館

業

法

第

三

条

の

許

可

｀

劇

場

に

つ

い

て

興

業

場

法

第

ン

社

交

ク

品

販

売

に

対

す

る

薬

事

法

第

二

十

条

の

登

録

｀

ク

リ

ー

つ

い 規

制

｀

免
許
｀

て

食

品

販

売

に

対

す

る

食

品

衛

生

法

第

二

十

一

第

十

五

条

1

ぅ

日

本

の

規

制

｀

手

数

料

と

は

｀

グ

業

法

第

三

条

及

び

第

四

条

の

許

可

｀
こ

の

項

に

い

う

ピ

い

う

租

税

と

は

い

か

な

る

も

の

か

，0

に
い

． 
工

ッ

ク

条

の

知

事

の

許

可

｀

ス
｀

食
堂
｀

免

許

と

は

何

か

。

法

つ

い

て 薬

販

売

所

等

に

ン

グ

に

対

す

る

ク

ラ

プ

等

に

条

の

許

可

等

の

許

租

税

と

は

｀

ま
た
｀

こ

の

項

に



問

て

は

関

税

定

率

法

第

十

六

条

に

よ

り

｀

｀ 
て

い

る

。

わ

が

国

内

法

上

も

｀

ょ

外

交

官

等

は

．

切

匠

つ
ヽ い （イ）

の

輸

入

に

か

っ

｀
 
□
軍

票

に

（
注
｀

ピ

ク

ス

等

歳

出

外

資

金

携

関

に

関

す

る

第

十

五

条

の

合

意

議

事

の

そ

の

他

の

官

吏

及

び

職

員

は

｀

工

ッ

ク

ス

条

1こ

れ

に

該

当

す

る

者

は

｀

同

に

つ

と

規

定

し

て

い

る

が

｀

第

十

五

に

掲

げ

る

揺

設

を

利

用

す

る

の
は
｀

軍

事

顕

問

団

員

等

外

交

特

権

を

有

し

て

い

る

者

で

あ

る

。

等

を

利

用

し

う

る

も

切

物

品

の

日

本

へ

つ

き

関

税

及

び

内

国

税

の

免

除

特

権

を

＿

有

し

｀

る

支

払

を

な

し

得

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

が

｀

及

び

門

に

つ

苔

そ

れ

ぞ

れ

特

権

を

有

す

る

。

い

て

は

外

国

為

替

管

理

令

等

の

臨

時

特

例

政

令

に

よ

る

大

蔵

省

告

示

に

よ

り

特

権

を

認

め

答

外

交

官

、

な

る

も

の

か

。

こ

と

が

で

き

る

9

L 

い

か

録

に

姦

い

て

「

適

常

海

外

で

同

様

の

特

権

を

与

え

ら

れ

て

い

る

合

衆

国

政

府

ビ

゜
工

ッ



答

（
日
刊
｀

は

販

売

さ

れ

て

亨

い

な

い

の

で

1

固

に

該

当

し

発

行

部

数

約

二

万

五

千

）

が

唯

も

の

で

あ

り

｀

な
い
。

の

般

公

衆

に

現

在

米

軍

の

新

聞

と

し

て

は

問

第

十

「

ス

タ

ー

ズ

ア

ン

ド

• 

ス

ト

ラ

イ

プ

」

五

条

1

向

に

該

当

す

る

新

聞

に

は

い

か

な

る

も

の

が

あ

る

か

。

紙



問

は
｀

合

同

委

員

会

を

通

じ

て

円

滑

に

運

用

さ

れ

て

い

る

。

徴

収

表

｀

与

支

払

者

の

申

告

｀

第

六

十

第

六

十

二

条

の

二

の

給

与

の

支

払

明

細

書

等

が

あ

り

｀

第

六

十

二

条

の

顔

泉

答

同

項

に

い

う

税

法

上

要

の

を

い

う

か

。

』

第
十
一
ユ
条

4

に

い

う

日

本

国

の

税

渋

が

要

求

す

る

資

料

と

は

い

か

な

る

も

求

さ

れ

る

資

料

と

は

｀

条

の

給

与

支

払

調

書

｀

従

来

本

項

所

得

税

法

第

六

十

条

の

給



問

疇ヽ

り
ヵ
ノ

の

で

行

政

協

定

第

十

五

条
鴫

な
り

そ

の

た

め

削

除

し

た

も

の

で

あ

る

。

の
•
あ
る
。

て

間

接

雇

用

の

原

則

を

打

ち

立

て

｀

規

定

し

た

4
 
同
項
に
。
ヒ

． 
エ
ッ

ク

ス

等

を

あ

わ

せ

し

か

し

な

が

ら

｀

新

協

に

お

い

の

条

件

等

は

｀

日

本

の

法

令

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

旨

規

定

し

て

い

た

も

会

保

障

の

た

め

の

納

付

金

の

瀕

泉

徴

収

及

び

納

付

の

義

務

｀

接

雇

用

し

て

い

た

が

ー

答

従

来

．

ヒ

ー

． 
工

ツ

行

政

協

定

第

十

五

ク 条

4

の

規

定

は

な

に

ゆ

ス

等

の

歳

出

外

資

金

機

関

は

｀

そ

の

よ

う

な

労

務

者

と

の

関

係

で

、

ー

さ

れ

る

こ

と

に

定

に

お

い

て
は
｀

日

本

人

労

務

者

を

直

所

得

税

及

び

社

雇

用

及

び

労

働

第

十

二

条

4

の

規

定

は

第

十

二

条

5

の

規

定

に

よ

え

削

除

さ

れ

た

か

。

／ 



答

(1) 

で
は
、

公

開

裁

判

が

原

則

で

あ

る

か

ら

、

こ

の

字

句

を

削

除

し

て

も

一

向 わ

が

国

米

四

要

員

が

ナ

ト

諸

国

Eヨ

が

削

除

ごて
ぐ：：

;？ `  

刑

事

被

告

人

は

、

て

い

る

。

こ

れ

は

、

の

外

国

裁

判

とた所を

いたで承

うめ裁認

文 ．‘辛U →・-
言国さ ；:●ヽ

を務，れ［ゞ

削省る臼

除と場保

しし合決

なては議

けは‘を

れ‘必な

ば前ずし・

な記米'‘

らの国

な一代

くー裁表

な判が

つ所立

た規ち

の則会

でがう

ぁ許こ

るすと

°とを

き要

は求

←し

米

曰

上

院

が

ナ

ト

地

位

協

定

の

批

准

六

条

の

該

当

規

定

も

同

様

「

裁

判

所

規

則

が

許

す

と

き

は

」

の
文

定

第

十

七

条

（

行

政

協

定

第

十

七

条

改

正

議

定

書

及

び

国

連

軍

協

定

第

十

）
で
は

の

代

表

を

立

ち

会

わ

せ

る

指

利

を

有

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

る

が

、

「

裁

判

所

規

則

が

許

す

と

き

は

」

主

要

な

差

異

は

、

ナ

ト

地

位

拐

定

第

七

条

9

⑥

に

よ

れ

ば

、

軍
人
、

次

の

三

点

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

問

第

十

七

条

と

ナ

ト

地

位

協

定

第

七

条

と

の

差

異

い

か

ん

。

第

十

七

条

（

刑

事

裁

判

指

新

協

自

己

の

裁

判

陀

自

国

軍

属

又

は

家

族

た

る



(3) 

な
い
。

）
は
、

の

予

告

で

同

協

定

の

い

ず

れ

の

規

定

の

適

用

も

停

止

で

き

る

旨

定

め

て

い

る

。

）

に

相

当

す

る

も

の

で

あ

る

。

新

協

定

第

十

七

条

12‘
（

経

過

規

定

条

に

は

な

い

が

、

同

協

定

第

十

五

条

2

③

新

協

定

第

十

七

条

11

に

直

接

該

当

す

る

規

定

は

、

す

る

裁

判

所

の

権

限

は

、

に

し

た

わ

け

で

あ

る

。

害

す

る

・戸ビー、

ナ

ト

地

位

協

定

第

七

ナ

ト

地

位

協

定

に

は

存

在

し

敵

対

行

為

発

生

の

場

合

六

十

日

日

本

国

憲

法

ど

お

り

で

あ

る

こ

と

を

特

に

明

確

も

の

と

解

釈

し

て

は

な

ら

な

い

」

旨

を

明

記

し

、

諮

事

録

3

に

お

い

て

、

「

裁

判

の

公

開

に

開

す

る

日

本

国

憲

法

の

規

定

を

こ

の

問

題

に

院

さ

し

つ

か

え

な

い

わ

け

で

あ

る

。

た

だ

し

、

第

十

七

条

9

に

関

す

る

合

意



問

合

同

委

員

会

を

通

じ

て

日

本

政

府
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。

•
9

ア

メ

リ

カ

の

で

あ

る

。

第

十

七

条

l

的

及

び

2

的

に

関

す

る

合

意

誤

亭

録

に

は

、

の

軍

法

に

服

す

る

者

の

範

囲

は

、

、
、

な

お

及

び

通

常

日

本

固

忙

居

住

す

る

者

が

軍

事

裁

判

に

か

け

ら

れ

る

こ

と

は

な

い

答

第

十

七

条

4

の

規

定

が

あ

る

か

ら

支

障

は

な

い

。

で

支

障

は

な

い

か

。

方

的

意

思

で

軍

法

に

服

す

る

者

の

範

囲

を

変

更

で

き

る

わ

け

で

あ

る

。

句

が

あ

る

が

、

軍

法

は

、

第

十

七

条

l

匂

及

び

2

ぃに
「

派

遣

国

の

軍

法

に

服

す

る

者

」

す

な

わ

ち

、

日

本

国

民
こ

れ

ア

メ

リ

カ

の

国

内

法

で

あ

る

か

ら

ア

メ

リ

カ

の
と

い

う

字



答

叛

乱

罪

、

る
。

L— 

逃
亡
罪
、

の

法

令

に

よ

っ

て

は

罰

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

も

の

（

合

衆

国

の

安

全

に

関

す

る

罪

を

含

む

。

専

属

的

裁

判

権

を

行

使

す

る

権

利

を

有

す

と

規

定

し

て

い

軍

機

漏

洩

の

罪

等

が

考

え

ら

れ

る

。

＊、、

る

カ

具

体

的

に

い

か

な

る

罪

が

予

想

さ

れ

る

か

，

0

者

に

対

し

、

合

衆

国

に

つ

い
て
、

の

法

令

に

よ

つ

て

罰

す

る

こ

と

が

で

き

る

罪

で

日

本

国

問

第

十

七

条

2

的
は
、

「

合

衆

国

の

軍

当

局

は

、

合

衆

国

の

軍

法

に

服

す

る



答 問

書

に

関

す

る

罪

等

が

該

当

す

る

と

考

え

ら

れ

る

。

は

出

さ

れ

て

い

な

い
の
で
、

内

乱

罪

、

外

患

罪

、

公

文

に

な

り

う

る

。

，
 

＇ 

し

か

し

な

が

ら

、

現

状

に

お

い

て

は

、

こ

の

種

の

般

命

令

に

右

の

命

令

違

反

に

な

り

、

し

た

が

つ

て

2

向

に

該

当

す

る

罪

は

な

い

こ

と

を

出

し

て

お

こ

れ

は

ア

メ

リ

カ

る

と

す

れ

ば

、

「

日

本

国

の

法

令

に

日

本

の

法

令

に

違

反

し

た

者

は

す

べ

で

き

な

い

も

の

」

あ

ら

ゆ

る

日

本

法

上

の

犯

罪

は

、

公

務

執

行

妨

害

罪

、

す
べ

て

処

罰

す

る

と

い

う

趣

旨

の

の

法

令

の

内

容

い

か

ん

に

よ

る

が

、

い

か

な

る

罪

が

予

想

・さ

れ

る

か

。

第

十

七

条

2

回

に

お

い

て

き

る

罪

で

合

衆

団

法

令

に

よ

っ

て

は

罰

す

る

こ

と

が

も

し

ァ

て

同

時

メ

リ

カ

が

一

般

命

令
と
は
、

よ

っ

て

罰

す

る

こ

と

が

で



問

な
り
、

「

日

本

国

に

な

る

。

同

じ

く

爆

発

物

取

締

罰

則

の

取

締

り

対

象

と

ぞ

れ

当

該

所

為

に

関

す

る

刑

法

の

罰

条

の

適

用

を

受

け

、

殺
人
、

豆
ブに

外

患

に

関

す

る

罪

破

壊

活

動

防

止

法

違

反

答

日

本

国

の

安

全

に

関

す

る

罪

と

は

、

合
、
第

十

「

国

の

安

全

忙

関

す

る

罪

」

具

体

的

に

い

か

な

る

罪

を

さ

す

か

。

内

乱

に

関

す

る

罪

そ

の

他

日

本

図

七

条

2

同

忙

い

（

刑

法

第

七

七

条

な

い

し

第

七

九

条

（

刑

法

第

八

の

安

全

を

害

す

る

目

的

で

な

さ

れ

る

駿

じ

ょ

う

、

激

発

物

破

裂

、

汽

車

電

車

等

の

転

恐

、

な

さ

れ

る

爆

発

物

使

用

は

、

の

安

全

に

関

す

る

罪

」

ぅ

¢--̀ 

同

様

の

目

的

で 放
火
、

強

盗

等

の

所

為

は

、

、

そ

れ

条

な

い

し

第

八

八

条

同

法

第

三

八

条

な

い

し

第

四

―̀--条
に

当

た

る

←-→ 

と
は
、

日

本

国

の

場



答 問

事

国

が

多

数

あ

る

関

係

上

、

罪

名

を

具

体

的

に

網

蜀

す

る

こ

と

が

実

際

上

不

｀
ー
、

可

能

で

あ

っ

た

た

め

、

切

及

び

旦

に

苓

い

て

犯

罪

の

性

質

を

示

し

た

の

で

あ

’
ー
贔

る

。

な

芸

、

第

十

七

条

2

向

に

関

す

る

合

意

諮

事

録

に

は

、

安

全

に

対

す

る

す

べ

て

の

罪

に

関

す

る

詳

細

及

び

そ

れ

ぞ

れ

自

固

の

現

行

法

の

規

定

で

そ

れ

ら

の

罪

を

定

め

る

も

の

を

相

互

に

通

報

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

旨

規

・

定

し

て

い

る

。

て

（

国

連

軍

協

定

第

十

六

条

2

回

も

同

じ

←--9  

ヽ

あ

り

う

る

。

こ
の
規
定
は
＇

2

固

に

掲

げ

る

ナ

ト

協

定

に

お

い

て

は

、

当

ナ

ト

地

位

協

定

第

七

条

2

回

と

同

様

で

あ

っ

f

ヽ

る

カ

あ

る

と

す

れ

ば

ど

ん

な

も

の

が

あ

る

か

を

列

挙

し

て

第

十

七

条

2

図

に

お

い

て

「

2

及

び

3

の

規

定

の

造

用

上

、

国_̀、

次

の

も

の

を

含

む

。

」

と

規

定

し

て

切

及

び

旦

に

掲

げ

る

罪

9

ー
、

そ

れ

ら

の

罪

以

外

忙

も

国

の

安

全

に

関

す

る

罪

が

あ

い
る
が
、

関

す

る

罪

は

、

゜

の

安

全

に



答

の

身

体

若

し

く

は

財

産

に

局

限

さ

れ

て

い

る

罪

を

い

う

。

実

質

的

に

全

く

ア

メ

リ

カ

の

財

産

若

し

く

は

安

全

又

は

軍

人

、

該

当

し

な

い

。

「

も

つ

ば

ら

、

い

か

な

る

意

味

か

。

た

と

え

ば

問

第

十

七

条

3

囮

切

に

い

う

‘
 ヽ

「

も

つ

ば

ら

発

数

罪

の

場

合

の

よ

う

に

軍

人

軍

属

と

一

緒

に

日

本

国

民

も

被

害

を

受

け

た

場

合

は

、

の

み

に

対

す

る

罪

」

‘
 5

囮

い

に

該

当

す

る

か

。

ヽ

軍
属
、

と
は
、

家

族

被

害

が

、

の

み

に

対

す

る

罪

」

と

は



問

の

規

定

第 と

は

な

い

。

執

行

中

な

り

や

否

や

の

証

明

書

を

出

す

こ

と

に

な

る

。

の

認

定

は

、

わ

け

で

あ

り

、

方

的

に

認

定

わ

ん

や

右

の

証

明

書

が

裁

判

官

を

最

終

的

に

拘

束

す

る

こ

・

ー`、

第

十

七

条

5

固

旦

に

関

す

る

合

意

議

事

録

に

は

、

刑

．

事

訴

訟

法

、
,

'
ー
し

八

条

（

証

拠

の

証

明

力

は

、

裁

判

官

の

自

由

な

判

断

に

ゆ

だ

ね

る

旨

を

害

し

な

い

旨

念

の

た

め

明

記

さ

れ

て

い

る

。

ぃ
事

実

認

定

の

問

塵

で

あ

る

か

ら

、

答

公

務

が

軍

の

公

務

で

あ

る

以

上

、

る

の

か

。

反

証

が

あ

れ

ば

く

つ

が

え

る

し

か

し

、

公

務

執

行

要

す

れ

ば

当

該

米

軍

の

指

揮

官

が

公

務

す

る

危

険

は

な

い

か

。 ``＇‘ 

第

十

七

条

3

固

[11

に

＇ー・

公

務

が

軍

の

公

務

で

あ

る

以

上

、

森
い
て
、

軍

の

指

揮

官

が

公

務

執

行

中

な

り

や

否

や

は

だ

れ

が

き

め



,I； 

答 問

日

本

国

民

と

は

み

な

さ

ず

、

ヵ

メ

リ

は

予

想

さ

れ

な

い

の

軍

法

に

服

す

る

者

で

、

,0 

な

お

、

ア

メ

リ

カ

国

民

と

み

な

す

旨

明

記

し

て

い

る

。

二

重

国

籍

を

有

す

る

者

は

、

4-

第

十

七

条

4

忙

関

す

る

合

意

議

事

録

に

は

、

本

国

民

が

米

軍

の

構

成

員

で

あ

る

よ

う

な

事

例

は

、

第

十

七

条

4

に

関

し

、

第

十

七

条

4

の

構

成

員

あ

り

や

。

の

た

だ

し

書

は

、

で

あ

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

の

道

用

上

、

「
た
だ
し
＇

L-

と

規

定

し

二

重

国

籍

者

を

除

い

て

い

る

。

ア て 日

そ

れ

ら

の

者

が

合

衆

囲

軍

隊

日

本

国

民

が

米

軍

の

縮

成

員

で

あ

る

ご

と

き

場

合



答

ば
、

取

調

ペ

「

日

本

国

が

裁

判

権

の

手

中

に

あ

る

被

疑

者

た

る

軍

入

又

は

軍

属

を

な

に

ゆ

え

日

本

国

忙

よ

り

公

訴

が

提

起

さ

れ

る

ま

で

の

間

当

該

派

遣

国

側

が

拘

禁

す

る

の

か

。

日

本

側

司

法

当

局

の

犯

罪

捜

査

は

、

を

行

使

す

べ

き

」

事

件

に

つ

と

は

限

ら

な

い

し

、

中

に

あ

る

と

き

は

、

い

も

ち

ろ

ん

当

然

許

さ

れ

る

。

の

た

め

に

出

頭

さ

せ

る

こ

と

も

で

き

る

。

て

も

必

ず

日

本

国

の

検

察

当

局

が

起

訴

す

る

ま

た

、

日

本

側

が

逮

捕

し

た

と

き

で

も

必

ず

日

本

側

が

拘

留

す

る

と

は

限

ら

な

い

わ

け

で

あ

る

か

ら

、

本

人

の

身

柄

が

合

衆

国

の

手

合

衆

国

が

拘

禁

を

継

続

し

て

も

さ

し

つ

か

え

な

い

。

間

日

本

側

の

司

法

当

局

に

よ

る

捜

査

は

許

さ

れ

る

か

。

衆

国

要

す

れ
そ
の

問

第

十

七

条

5

回

で

日

本

国

が

裁

判

権

を

行

使

す

べ

き

事

件

に

つ

い

て

、

合



答

所

に

出

頭

し

た

場

合

と

同

様

の

旅

繋

日

当

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

は

ど

う

た

る

か

。

の

み

相

互

に

援

助

す

る

こ

と

を

規

定

し

て

証

人

の

出

頭

に

つ

捜

査

の

実

施

及

び

証

拠

の

収

倖

『

及

び

提

出

に

つ

い

る

が

、

証

人

の

出

頭

に

事

法

廷

に

出

頭

す

る

日

本

国

民

や

い

い

て

も

相

互

に

協

力

す

る

こ

ー

と

が

含

ま

れ

て

い

る

。

般

の

在

留

外

国

人

は

、

問

第

十

七

条

6

的

は

、

日

本

国

の

裁

判

軍

つ

い

て て



反

に

つ
い

行

使

す

る

第

答

許

さ

れ

な

い

。

こ．

の

た

だ

し

書

の

規

定

は

、

次

の

権

利

の

不

行

使

を

通

告

す

る

．前

叉

は

日

本

国

の

当

局

が

裁

判

権

を

行

使

す

る

第

一

次

の

栴

利

を

放

棄

す

る

前

に

米

軍

当

局

が

宣

紀

違

て

裁

判

す

る

こ

と

を

認

め

て

い

る

も

の

で

は

な

い

。

日

本

国

の

当

局

が

裁

判

杞

を

日

本

側

が

裁

判

す

る

前

、

叉

は

裁

判

係

属

中

に

米

軍

側

が

懲

戒

裁

判

を

行

な

う

こ

と

は

許

さ

れ

る

か

。

て

懲

戒

裁

判

を

行

な

う

こ

と

を

認

め

て

い

る

が

、

し

た

作

為

又

は

不

作

為

か

ら

生

ず

る

軍

紀

違

反

に

つ

い

て

米

軍

当

局

が

重

ね

問

第

十

七

条

8

の

た

だ

し

書

は

、

日

本

側

が

す

で

に

裁

判

し

た

犯

罪

を

構

成



答

規

定

を

適

雨

す

る

。

「

日

本

図

と

ア

安

全

保

障

条

約

第

三

条

に

基

く

行

政

協

定

第

十

七

条

の

当

該

時

に

存

在

し

た

行

政

協

定

第

十

七

条

改

正

讃

定

書

発

効

前

の

罪

は

同

第

十

七

条

の

規

定

に

よ

り

、

罪

は

同

議

定

容

の

規

定

に

よ

り

、

第

十

七

条

認

L_ 

の

規

定

に

よ

り

、

そ

れ

ぞ

れ

処

理

す

る

と

の

趣

旨

で

あ

る

。

旨

定

め

て

苓

り

、

問

新

協

定

発

効

前

に

米

軍

の

構

成

員

、

罪

は

い

か

に

取

り

扱

わ

れ

る

か

。

メ

リ

カ

合

衆

国

と

の

間

の

ま

た

改

正

議

定

書

発

効

後

の

宣

属

叉

は

家

族

が

日

本

国

で

．犯

し

た



＃
 

答 問

約

の

場

合

は

、

ナ

ト

に

供

出

せ

ら

れ

た

軍

隊

と

然

ら

ざ

る

も

の

と

米

軍

に

つ

い

て

は

、

衛

隊

の

任

務

は

、

そ

れ

が

日

本

国

に

あ

る

の

は

、

日

本

側

の

場

合

に

は

こ

れ

に

対

応

す

る

自

新

条

約

に

基

づ

く

も

の

で

は

な

く

、

く

任

務

以

外

に

新

条

約

に

基

づ

い

て

特

に

新

た

に

実

施

す

べ

き

任

務

を

有

し

.

.
.
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ヽ

・ら

ヽ

な

い

ヵ

両

者

共

通

し

て

単

に

「
公
務
」

と

し

た

次

第

で

あ

る

。

わ

が

国

内

法

に

基

づ

条

約

に

基

づ

く

も

の

で

あ

石

が

、

新

安

保

が

あ

る

の

で

ら

れ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

が

、

日

米

条

ナ

ト

諸

国

の

湯

合

は

、

ヽ

こ

の

よ

う

に

規

定

せ

せ
ず
、

単

に

公

務

と

し

た

の

は

な

に

ゆ

え

か

。

協

定

第

十

八

条

l

及

び

2

で

新

安

保

条

約

の

実

施

と

関

連

ナ

る

任

務

と

限

定

用

と

関

連

す

る

任

務

の

遂

行

中

」

う

ん

ぬ

ん

と

規

定

し

て

い

る

と

こ

ろ
、

新

八

条

で

は

、

そ

の

第

ユ

項

及

び

第

2

項

の

関

係

で

は

「

北

大

西

洋

条

約

の

遮

第

十

八

条

は

ナ

ト

協

定

第

八

条

に

な

ら

う

改

正

と

い

う

が

、

ナ

ト

協

定

第
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い

て

は

、

に

つ

き

自

衛

隊

の

描

成

員

又

は

被

用

者

の

公

務

と

は

、

の

構

成

員

叉

は

被

用

者

に

命

じ

た

賎

務

を

い

う

。

施

に

関

連

し

し

の

み

わ

が

国

に

あ

る

わ

け

で

あ

る

か

ら

、

ら

れ

た

験

務

を

1
ぃ

「
公
務
」

4
 

て
、

は
）ヽ

員

叉

は

被

百

省

（

）

公

務

も

、

協
定
第
十
八
条
に
い
う
公
務
と
考
え
ら
れ
る
。

そ

の

軍

隊

は

、

先

般

の

伊

た

だ

し

、

れ

た

任

務

を

遂

行

す

る

た

め

そ

相

互

協

力

及

び

安

全

保

障

条

約

の

実

そ

の

軍

隊

の

摺

成

通

常

は

当

然

同

条

約

の

実

施

に

関

連

し

て

与

え

う

も

の

と

解

し

て

さ

し

つ

か

え

な

い

。

右

の

ご

と

き

限

定

を

も

つ

て

規

定

さ

れ

新

条

約

の

実

施

と

直

控

に

は

関

係

な

く

と

も

、

っ

た

ご

と

き

場

合

に

お

い

て

、

他

の

要

件

を

満

た

せ

ば

、

米

側

に

つ

い

て
は
、

自

衛

隊

法

等

わ

が

国

内

法

令

に

よ

り

与

え

ら

答

日

本

側

問

第

十

八

条

に

い

う

公

務

の

意

味

い

か

ん

。

て

い

な

い

結

果

と

し

た

と

え

ば

、

協

定

上

、

勢

湾

台

風

の

翠

日

本

側

の

要

誇

に

よ

り

好

意

的

に

米

軍

が

救

助

活

動

を

行

な

そ

の

公

的

活

動

の

遂

行

上

与

え

た

損

害

に

つ
自

衛

隊

が



問

や） （口）

と

解

す

る

。

も

の

で
積

荷

は

、
は

な

く

、

防

衛

隊

が

使

用

す

る

た

め

の

も

の

現

匹

積

極

的

に

公

用

た

使

用

さ

れ

て

で

あ

れ

ば

足

り

る

い

る

こ

り

放

棄

さ

れ

る

と

を

要

す

る

こ

と

に

な

る

。

人

命

救

助

に

人

命

救

助

に

よ

当

事

国

の

他

方

当

事

国

に

対

す

る

請

求

権

で

あ

る

限

り

こ

の

規

定

に

よ

生

ず

る

か
否

ま
た
｀

か

は

、

必

ず

し

も

明

ら

か

で

な

‘̀‘ 

い
ヵ

冗

せ

よ

、

疑

問

で

あ
り
、

• 

り

国

対

国

の

請

求

権

の

問

題

が

い

ず

れ

つ

い

て

は

般

に

報

酬

支

払

の

義

務

が

生

ず

る

か

否

73 : 

ら
｀

適

用

は

な

い

。

答

り

救

助

者

が

民

間

人

の

場

合

に

は

｀

当

事

国

の

請

求

権

が

生

じ

な

い

か

か

・ん

゜

と
は
｀

い

か

な

る

意

味

か

｀

に）

P

J

人

命

救

助

匹

適

用

あ

り

や

｀

第

十

八

条

1

り
や
、

後

段

の

海

難

救

助

匠

関

す

る

規

定

は

、

の

場

合

に

適

用

あ

用

の

た

め

使

用

し

て

い

る

も

の

で

あ

っ

た

」

こ

の

規

走

を

設

定

し

た

趣

旨

い

tヽ）

「
積
荷
」
が
「
公

釘

救

助

者

が

民

間

人



そ

の

処

理

を

同

じ

く

す

る

も

の

で

あ

る

に

規

定

し

た

も

の

で

あ

る

。

う
点
で
、

の

で

便

宜

第

1

項

中

で

あ

る

が

、

当

事

国

の

他

の

当

事

国

に

対

す

る

請

求

権

の

放

棄

と

い

v ヽ

し

た

が

つ

て

、

第

1

項

の

請

求

権

と

そ

の

性

格

を

異

に

す

る

も

の

主‘
ヽ

こ

の

請

求

権

は

｀

は

な

に
限
り
｀

こ

れ

当

事

国

間

の

協

力

関

係

に

を

相

互

に

放

棄

す

る

こ

と

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

本

来

不

法

行

為

冗

基

づ

き

生

ず

る

も

の

で

か

ん

が

み

、

て

危

難

に

あ

る

船

舶

｀

個

個

の

具

体

的

場

合

た

｀

両

国

家

間

の

問

題

で

あ

る

場

合

き

報

酬

の

額

の

決

定

等

必

ず

し

も

そ

の

処

理

が

容

易

で

な

い

の

で

、

す

る

救

助

者

の

請

求

権

の

問

題

は

、

国

海

上

に

茶

い

璽

積

荷

を

品
5

助

し

た

場

合

に

発

生

g, 

（
な 両

受

く

ペ



3
 

答

い

仲

裁

人

は

、

て
は
、

材

を

得

た

い

と

考

え

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

ま
た
、

対

し

て

独

立

し

、

そ

の

人

選

に

は

慎

重

を

期

し

、

米

側

と

も

十

分

協

諮

し

た

上

最

も

遼

任

な

人

仲

裁

．人
は
、

る

地

位

、

そ

の

事

務

局

の

規

模

い

日

本

国

民

中

よ

り

選

定

せ

ら

れ

る

が

、

公

平

か

つ

公

正

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

判

断

は

両

国

に

そ

の

具

体

的

な

人

選

に

つ

協

定

発

効

時

期

及

び

仲

裁

人

の

決

定

を

要

す

る

事

案

の

発

生

事

情

と

も

に

ら

み

合

わ

せ

適

当

た

時

期

に

こ

れ

を

行

な

い

た

い

と

考

え

て

い

る

。

両

当

事

国

か

ら

独

立

し

た

存

在

で

あ

る

の

で

、

の

側

の

政

府

職

員

と

し

て

も

取

り

扱

わ

れ

た

い

。

置

及

び

そ

の

規

模

は

、

仲

裁

人

の

意

向

、

日

米

い

ず

れ

そ

の

事

務

局

の

設

実

際

上

そ

の

裁

定

に

附

さ

る

ぺ

き

事

案

の

規

模

及

び

数

等

の

事

情

に

よ

り

き

め

ら

れ

る

こ

と

と

な

ろ

う

。

か
ん
。

し

た

が

つ

て

、

問

第

十

八

条

2

向

に

よ

り

選

定

さ

れ

る

仲

裁

人

の

具

体

的

人

選

、

そ

の

占

め



I‘ 

（口） （口）

し

た

が

つ

で

あ

る

。

ナ

ト

協

定

に

お

い

て

は

、

後

者

の

場

合

に

は

、

第

十

八

条

2

に

該

当

て

右

賠

‘償

額

が

、

こ

れ

以

上

で

あ

れ

ば

こ

の

額

ま

で

差

し

引

か

れ

、

そ

の

五

十

万

四

千

円

以

下

で

あ

れ

ば

全

額

放

と

規

定

さ

れ

て

は

棄

し

、

ま

た

、

残

額

が

5

例

の

規

定

に

従

い

分

担

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

。

ナ

ト

協

定

第

八

条

2

S
に

茶

い

て

は

、

文

言

上

「

損

害

が

次

の

領

に

達

し

な

い

場

合

に

は

、

そ

の

請

求

権

を

放

棄

す

る

」

す

る

各

請

求

権

に

つ

き

仲

裁

人

が

裁

定

し

た

賠

償

額

忙

対

す

る

控

除

額

答

い

千

四

百

ド

ル

又

は

五

十

万

四

千

円

の

金

額

は

、

求

権

の

放

棄

を

定

め

た

も

の

と

解

さ

れ

る

が

、

こ

れ

と

の

異

同

い

か

ん

。

損

害

が

所

定

金

額

に

達

し

な

い

揚

合

の

詞

求

権

額

全

体

か

ら

の

控

除

か

、

分

担

額

か

ら

の

控

除

か

。

対

す

る

請

求

権

放

棄

の

意

味

か

、

控

除

額

か

。

問

印

第

十

八

条

2

3
に

掲

げ

る

金

額

の

意

味

い

か

ん

。

し---9

苔
g・甘

（

小

規

模

損

害

忙



?-

文

章

が

に―-

る事

こ国

と • も
か‘--,

ら前 oそ
も記0 の

明の°財

ら額°産

かま°が

でで°同

ぁそ°一
るの°の

°請°事

求°件

権 9に

を°苓

放°い

棄°て

す損

る害

←を

被

つ

た

他

の

当

ナ

ト

協

定

の

意

味

が

右

の

と

お

り

で

あ

る

こ

と

は

、

第

八

条

2

S
第

（
な
お
、

ヽ

入

、

い

る

カ

現

に

そ

そ

の

当

事

国

間

の

解

釈

は

、

右

の

日

米

協

定

の

と

お

り

実

施

せ

ら

れ

の

場

合

の

と

苓

て

い

る

趣

で

あ

る

。

日

米

協

定

に

お

い

り

で

あ

っ

て

、

た

が

つ

て

、

両

者

間

に

相

違

は

な

く

、

協

定

の

解

釈

及

び

慣

行

を

明

確

に

規

定

し

た

に

す

ぎ

な

い

。

と

規

定

し

て

い

て

は

右

ナ

ト
し



7
 答

つ

て

い

る

が

、

側

の

場

合

同

様

、

第

十

八

条

5

固

切

は

米

側

の

み

が

責

任

を

有

す

る

場

合

し

か

定

め

て

い

ン

ト

の

米

側

負

担

を

要

求

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

し

た

残

額

を

支

払

え

ば

足

り

る

。

右

の

た

て

ま

え

は

、

れ

以

上

の

場

合

に

も

こ

の

額

だ

け

控

除

ナ

ト

協

定

第

八

条

2

実

際

問

題

と

し

て

は

、

条

2

向

の

適

用

を

受

け

る

ご

と

き

財

産

合

に

も

同

条

5

S
の

適

用

は

あ

る

の

あ

れ

ば

米

側

は

こ

れ

を

放

棄

し

、

こ

わ

が

国

の

領

域

内

に

お

い

て

第

十

八

で
ヽ

の

場

合

に

お

い

て

も

同

様

と

な

（

主

と

し

て

、

米

軍

用

財

産

以

外

の

五

十

万

四

千

円

以

下

の

請

求

権

で

ー
セ

た

だ

し

、

こ

の

場

い

の

で

、

わ

が

国

と

し

て

は

、

同

条

を

理

由

と

し

て

請

求

権

額

の

二

十

五

。

ハ

な

七
十
五
。
ハ

セ

ン

ト

を

支

払

え

ば

足

り

る

の

か

。

て

同

条

2

に

該

当

す

る

損

害

を

生

じ

た

場

合

に

は

、

わ

が

国

と

し

て

は

、

米

め

る

の

み

で

あ

る

。

日

本

側

の

み

の

加

害

行

為

に

よ

り

合

衆

国

財

産

に

対

し

定

め

た

5

固

切

の

規

定

は

、

「

合

衆

国

の

み

が

責

任

を

有

す

る

場

合

」

問

第

十

八

条

2

固

及

び

＠

の

規

定

は

双

務

的

に

な

つ

て

い

る

が

、

. 、1

を

定

分

担

率

を



ざ

平

等

忙

損

言

を

受

け

る

と

い

う

こ

と

は

な

い

。

）

は

筏

と

ん

ど

存

在

せ

ず

、
ぃヒ

性

も

低

と

ん

ど

な

い

と

考

え

ら

れ

る

定

・

訂

ろ

ご

と

き

損

害

が

発

生

す

る

可

音

い

こ

と

に

よ

り

わ

が

図

が

不

の

で
ヽ

協

定

の

規

定

が

双

務

的

に

な

つ

て

い

な

米

巳

l

舵

尼

産

さ

ら

忙

、

こ

れ

に

対

し

同

項

の



，
 

笠
ロ

て

い

た

と

き

は

そ

の

範

囲

に

お

い

て

右

船

舶

は

財

産

と

鍔

め

ら

れ

ず

、

ま

た

、

逆

に

、

右

船

舶

．

が

米

国

船

に

損

害

を

与

え

た

場

合

に

お

い

て

船

主

又

は

保

険

会

社

が

加

害

喪

任

を

負

担

す

る

こ

と

船

舶

と

認

め

ら

れ

と

な

つ

す
る
」

ら

れ

て

い

る

範

囲

に

お

い

て

「

わ

が

国

が

所

有

す

る

」

と

と

な

っ

る

わ

け

で

あ

る

が

、

こ

の

船

舶

が

た

と

え

ば

米

国

船

舶

に

よ

り

破

損

せ

し

め

に

与

え

た

損

害

に

対

す

る

請

求

権

は

、

舶

と

み

な

さ

れ

r

こ

れ

が

被

っ

た

損

害

又

は

そ

の

使

用

に

よ

り

相

手

国

財

産

日

本

政

府

が

裸

用

船

し

た

船

舶

は

、

害

責

任

を

意

味

す

る

。

「

損

失

の

危

険

」

被

害

の

危

険

負

担

を

意

味

し

、

「

当

該

当

事

国

以

外

の

者

」

て

船

主

又

は

保

険

会

社

で

あ

る

。

は
、

た

だ

し

書

全

体

の

意

味

は

、

3

項

本

文

に

よ

り

日

本

政

府

所

有

の

船

第

十

八

条

1

又

は

2

の

適

用

を

受

け

た

場

合

に

森

い

て

船

主

又

は

保

．険

会

社

が

被

害

の

危

険

を

負

担

す

る

こ

・

「

わ

が

国

が

所

有

問

第

十

八

条

3

た

だ

し

書

の

意

味

い

か

ん

。

と
は
、

た

と

え

ば

、

実

際

上

主

と

し

「
責
任
」

は
、

加



IO 

す

る

は

保

険

会

社

に

対

す

る

支

払

頷

に

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

な

る

。

の
適
用
が
排
除
さ
れ
、
．

額

に

つ

哀

日

本

政

府

に

対

し

求

償

す

る

こ

と

と

な

る

が

、

｀

棄

す

る

こ

と

に

な

る

わ

け

で

あ

る

が

、

け

て

い

た

と

す

る

と

、

な

い

こ

と

と

な

る

。

た

と

え

ば

、

右

の

被

害

の

事

例

に

お

い

の

裸

用

船

さ

れ

た

船

舶

が

自

衛

隊

が

使

用

し

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

保

険

会

社

は

右

船

主

に

保

険

金

を

支

払

い

、

そ

の

こ

の

場

合

右

保

険

会

社

に

よ

る

危

険

負

担

の

限

度

で

第

十

八

条

l

、
、
、

限

度

で

日

本

区

庁

は

精

求

権

を

放

察

し

な

い

こ

と

に

な

る

か

ら

、

つ

き

さ

ら

に

米

国

政

府

に

支

払

い

を

請

求
日

本

政

府

そ

の

金

も

し

船

主

が

損

害

に

つ

き

保

険

を

か

用

が

あ

り

、

わ

が

国

は

、

右

被

害

か

ら

生

じ

た

米

国

に

対

す

る

請

求

権

を

放

加

害

米

国

船

が

国

有

の

軍

用

船

で

あ

る

場

合

に

は

第

十

八

条

l

て
、

こ

ー

し

た

が

つ

て

、

、ー一、

や）

の

道

マ



ー・-
笠
に 問

と

に

つ

き

な

ん

ら

相

違

は

な

い

。

新

協

定

第

十

八

条

4

は
、

か
ら
、

た

だ

し

、

十

八

条

4

か

し

な

が

ら

、 加

害

行

為

を

行

っ

た

者

に

新

旧

協

定

と

も

r

ヽ

加

害

行

為

に

つ

き

規

定

が

な

い

で

あ

る

こ

新

記

定

第

現

行

協

定

第

十

八

条

1

に

姦

け

第

十

八

条

4

に
は
、

新

協

定

に

装

い

構

成

員

又

は

そ

の

文

民

た

る

政

府

職

員

」

る

と

同

様

、

て

は

負

傷

叉

は

死

亡

を

被

っ

た

者

に

つ

「

防

衛

隊

の

孵

成

晨

」

て

は

規

定

を

設

け

て

い

な

い

。

放

素

を

行

な

う

の

は

す

た

わ

ち

、

の

当

亭

国

に

対

す

る

す

べ

て

の

請

求

栢

」

国

の

国

家

責

任

を

じ

ゃ

く

起

す

る

場

合

に

限

ら

れ

て

い

る

か

ら

、

に

は

明

文

の

規

定

は

な

く

と

も

、

公

務

執

行

中

の

他

方

の

当

事

国

の

軍

隊

の

構

成

員

叉

は

文

民

聡

薮

に

よ

り

生

ぜ

し

め

ら

れ

た

負

傷

又

は

死

亡

に

適

用

さ

れ

る

も

の

右

の

ご

と

き

公

務

執

行

中

の

他

方

の

当

事

ゃ
ヽ
．
ヽ

し

た

カ

つ
い

を

規

定

が

な

い

が

、

加

害

者

側

の

当

事

一

当

事

国

の

ぃ

こ

の

点

の

現

行

協

定

と

の

異

同

い

か

ん

。

て
は

「
他
方 し

匠

限

定

「

軍

隊

の

現

行

協

定

第

十

八

条

1

の

ご

と

く

加

害

者

に

開

す

る



国

の

軍

楷

成

員

又

は

文

民

融

員

に

よ

り

被

っ

た

負

楊

又

は

死

亡

の

ほ

か

に

営

造

物

の

設

置

管

理

上

の

瑕

疵

に

基

づ

く

等

当

該

他

方

の

当

事

国

な

い

し

そ

の

防

衛

隊

が

法

律

上

の

責

任

を

有

す

る

人

的

損

害

の

場

合

に

も

適

用

が

あ

る

も

の

と

解

せ

ら

れ

る

。



答 問

で

あ

る

し

て

は

｀

が

個

人

と

し

て

提

起

す

る

こ

と

の

あ

る

請

求

権

を

も

含

め

、

対

す

る

す

べ

で

き

る

。

第

十

八

条

4

新

協

定

第

十

八

条

4

1Jヽ

゜

紀

つ

い

て

も

右

と

同

様

の

立

場

を

秩

る

も

の

て

の

請

求

権

を

放

棄

し

た

も

の

と

解

さ

れ

て
ぉ冨

り̀  

わ

が

国

と

相

手

当

事

国

に

現

行

協

定

第

十

八

条

1

の

下

に

お

け

る

請

求

潅

の

放

棄

は

、

当

該

被

害

当

該

被

害

者

者

は

直

接

加

害

者

又

は

そ

の

使

用

者

た

る

相

手

国

冗

対

し

損

害

賠

償

を

請

求

は
ヽ

請

求

権

の

相

互

放

棄

を

規

定

し

て

い

る

が

、
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答 問

償

の

誇

求

程

の

両

者

を

含

む

。

．第

十

八

条

5

に

い

う

契

約

に

基

づ

く

債

務

履

行

の

精

求

抱

及

び

債

芭

不

履

行

に

対

す

る

損

害

賠

「

契

約

に

よ

る

請

求

権

」

と

は

何

か

。



ー

1
r"↓
1
:

9

,

．,9
_
,.
＇
,
:，
 

答

（イ） や）

問

（イ）

て
は
、

て
お
り
、

の

労

務

者

及

び

労

務

基

本

契

約

に

よ

る

間

接

雇

用

者

の

労

務

者

に

つ

い

係

が

あ

れ

ば

足

り

る

と

解

せ

ら

れ

、

法

律

上

軍

隊

と

の

雇

用

関

係

が

な

く

と

も

、

-：――̀ ら
ず
、

む

が

r

何
か
。

第

十

八

条

5「

被

用

者

」

同

条

1

及

び

2

第

十

八

条

5

に

い

う

「

合

衆

国

軍

隊

の

被

用

者

」

「

合

衆

国

軍

隊

の

被

用

者

」

こ

れ

よ

り

も

広

い

概

念

で

あ

っ

て

、

（

公

務

執

行

中

の

こ

こ

に

い

う

被

用

者

は

、

ま

れ

る

も

の

と

さ

れ

の

合

衆

国

の

「

防

衛

隊

の

被

用

者

」

米

国

籍

を

有

す

る

者

に

限

）

直

接

及

び

間

接

雇

用

の

労

務

者

を

含

む

。

五

条

に

お

け

る

と

同

様

現

行

協

定

下

に

お

い

て

そ

の

第

十

八

条

5

に

い

う

被

用

者

に

含

新

協

定

の

下

に

お

い

回

同

条

6

の

の

関

係

で

に

い

う

は

何

か

。

て

も

こ

れ

を

変

更

こ

れ

と

の

選

任

監

督

の

関

特

に

前

記

の

歳

出

外

資

金

諸

機

関

わ

が

民

法

第

七

と
は
、

軍

属

を

含

と

は

何

か

。

と

は



.. —• 

＇ 
9ノ

り

第

十

八

条

1

及

び

2

の

関

係

で

い

う

合

衆

国

の

（口）

う
。
は
、

前

記

り

と

同

様

と

考

え

て

さ

し

つ

か

え

な

い

。

す

べ

き

な

ん

ら

の

理

由

も

な

い

と

と

な

ろ

う

。

第

十

八

条

6

「
被
用
者
」

・
は
、

直

用

及

び

間

用

の

の

範

囲

は

、

「

防

衛

隊

の

被

用

者

」

労

務

者

の

ほ

と

ん

ど

が

除

か

れ

る

こ

と

と

な

る

前

記

り

に

い

う

被

用

者

か

ら

こ

れ

ら

を

除

い

た

も

の

と

な

る

。

通

常

日

本

国

に

居

住

す

る

被

用

者

を

除

く

」

の

の
で
、

旨

明

記

さ

れ

実

際

上

て

い

る

「

日

本

国

民

で

あ

る

被

用

者

又

は
の

で

そ

の

と

お

り

実

施

せ

ら

れ

る

こ



答

に） り

族
」

中

に

被

っ

た

負

傷

又

は

死

亡

に

際

連

合

の

軍

隊

の

楷

成

員

」

第

十

五

条

諾

楼

関

に

回

間

接

雇

用

の

労

務

老

｀ 同
軍

隊

の

限
る
。

企ー'

「
軍
属
」

及

び

そ

れ

ら

屹）

「
家

国

際

連

合

の

軍

隊

の

地

位

匹

関

す

る

協

定

に

い
う

「
派
潜
二
国
」

｀ 
「
国

よ

る

直

接

雇

用

の

労

務

者

（
た
だ
し
｀

公

務

執

行

rrc
限

る

。

--’ 

（

た

だ

し

公

務

執

行

中

に

被

っ

た

負

傷

又

は

死

亡

{1) と

解

す

べ

登

で

あ

る

。

す

べ

て

の

者

を

て

お

り

｀

新

協

定

匹

お

い

て

も

同

様

者

た

る

日

米

両

政

府

を

除

く

ほ

か

｀

現

行

協

定

下

問

第

十

八

条

5

た

い

う

に

お

「

第

三

者

」

`
、
、

次

に

掲

げ

る

者

以

外

の

日

本

国

に

あ

る

い
て
、

「

日

本

国

政

府

以

外

の

第

三

者

」

（

第

十

八

条

5

)

い

う

も

の

と

了

解

さ

れ

合

衆

国

軍

隊

の

構

成

員

｀

軍

属

及

び

家

族

と

は

協

定

当

事

の

範

囲

い

か

ん

。



項

を

適

用

す

る

趣

旨

で

は

な

い

。

被

っ

た

場

合

は

、

り

除

外

せ

ら

れ

る

国

政

府

以

外

の

第

三

者

」

と

規

定

し

た

の

は

、

こ

の

よ

う

な

場

合

に

も

第

5

合

衆

国

側

の

内

部

問

題

で

あ

る

か

こ

れ

は

当

然

の

・

こ

と

で

あ

っ

て
｀

「

日

本

ら
、

と

否

と

を

問

わ

ず

、

の

文

民

た

る

政

府

職

員

で

軍

構

成

員

で

も

軍

属

で

も

な

5

項

に

該

合

衆

国

臥

府

自

身

の

財

産

が

同

様

損

害

を

い

者

が

第

た
る
）

な
お
、

現

行

協

定

第

十

八

条

l

い

る

日

本

の

「

文

民

た

る

政

府

職

員

」

公

務

執

行

中

の

自

衛

隊

の

構

成

員

を

除

き

、

第

5

項
冗

い

て

請

求

権

放

棄

の

対

象

と

な

っ

（

新

協

定

第

十

八

条

4

い

う

第

三

者

に

含

ま

れ

る

。

当

す

る

損

害

を

被

っ

た

場

合

又

は

も

の

で

あ

り

｀

第

5

項

の

適

用

よ

に

お

は
、

ま
た
、

合

衆

国

そ

の

公

務

執

行

中

た

る
の

対

象 て



答 問

は
、
と

定

め

し
た
が
つ
て
•

右

と

同

様

に

解

す

べ

き

も

の

で

あ

る

。

て
い
る
。

又

は

管

理

に

瑕

疵

が

あ

っ

た

た

め

に

ヽ
~

ヽ

占

有

し

、

所

有

し

、

定

す

る

と

こ

ろ

に

従

い

、

不

作

為

若

し

く

は

事

故

」

の

作

為

、

-、

の

規

八

条

3

に

お

い

て

も

同

じ

で

あ

る

が

、

同

協

定

に

伴

う

民

事

特

別

法

は

、

前

の

規

定

に

よ

り

日

本

国

の

法

令

」

す

な

わ

ち

、

す

る

国

内

法

令

の

規

定

に

よ

不

法

行

為

に

よ

る

国

の

損

害

賠

償

責

任

に

関

つ

て

定

ま

る

。

記

の

国

の

賠

償

責

任

に

関

す

る

国

内

法

令

こ

の

事

情

は

｀

現

行

協

定

第

十

国

家

賠

償

法

及

び

民

法

「

合

衆

国

軍

隊

が

法

律

上

責

任

を

有

す

る

そ

の

他

の

内

容

を

規

定

し

、

新

協

定

に

お

い

「

合

衆

国

軍

隊

の

又

は

管

理

す

る

土

地

の

工

作

物

そ

の

他

の

物

件

の

設

置

、

他

人

忙

損

害

を

生

じ

た

と

き

」

て

も

所

問

の

文

言

の

意

味

「

日

本

国

の

自

衛

隊

の

行

動

か

ら

生

ず

る

請

求

権

に

関

す

る

い

か

な

る

場

合

に

米

軍

が

法

律

上

資

任

を

有

す

る

か

は

、

作
為
、

不

作

為

若

し

く

は

事

故

」

と

は

何

か

。

第

十

八

条

5

に

い

う

第

十

八

条

5

固

「

合

衆

国

軍

隊

が

法

律

上

責

任

を

有

す

る

そ

の

他

の



な
る
。

、
ら
、

力 国

が

行

使

当

該

第

十

八

条

5

の

詣

求

権

は

こ

の

法

律

に

従

っ

て

処

理

さ

れ

る

こ

と

と

用

が

あ

る

か

。

意

叉

は

過

失

に

よ

の
か
、

答

第

十

八

条

5

の

規

定

に

よ

れ

ば

、

同

項

冒

頭

に

掲

げ

る

請

求

権

は

、

た

と

え

ば

施

設

の

適

法

な

使

用

等

日

本

つ

て

第

三

者

に

損

害

を

与

え

た

場

合

に

の

み

適

用

が

あ

る

あ

る

い

は

米

軍

が

こ

の

協

定

に

よ

っ

て

与

え

ら

れ

る

権

利

の

正

当

な

）

に

伴

つ

法

令

に

従

っ

「

日

本

国

の

自

衛

隊

の

行

動

か

ら

生

ず

る

請

求

権

に

関

す

る

日

本

国

の

ヽ

審

査

し

、

、
、

こ

と

に

な

っ

て

い

る

。

右

の

日

本

国

の

現

行

の

法

令

は

国

家

賠

償

法

で

あ

る

て
、

r. 

ヽ

か
つ
、
・
解
決
し
、

同

法

に

お

い

問

第

十

八

条

5

の

規

定

は

、

又

は

裁

判

す

る

」

て

国

叉

は

公

共

団

体

が

賠

償

賓

任

を

負

う

の

は

、

公

務

員

が

故

意

又

は

過

失

に

よ

っ

て

違

法

に

他

人

に

損

害

を

与

え

た

場

合

｀

又

は

公

の

営

造

物

の

設

艇

若

し

く

は

管

理

に

瑕

疵

が

あ

っ

た

た

め

に

他

人

に

て

生

じ

た

損

害

忙

も

適

米

軍

叉

は

米

軍

の

軍

人

若

し

く

は

被

用

者

が

故



情

を

規

定

し

て

い

る

。

が

ヽ

な
お

民

事

特

別

法

は

、

そ

の

第

一

条

及

び

第

二

条

に

お

い

て

、

の

道

用

が

あ

り

、

は
、

米

軍

の

占

有

し

、

所

有

し

、

け

ば

. ＿ 9 

ヽ

無

過

失

責

任

は

認

め

ら

れ

て

い

文
（

第

七

五
条
、

七

条

第

七

つ

き

民

法

の

規

定

の

適

用

が

あ

る

こ

と

を

定

め

て

い

損

害

を

生

じ

た

場

合

と

な

つ
て
い
る
。

七

条

及

び

第

七

民

法

の

該

当

条

に

お

い

て

も

土

地

エ

作

物

の

設

置

叉

は

保

存

に

瑕

疵

が

あ

っ

た

た

め

損

害

が

生

じ

た

場

合

、

そ

の

工

作

物

の

占

有

者

又

は

所

有

者

の

無

過

失

責

任

が

認

め

ら

れ

て

い

る

の

を

除

（

民

法

第

七

つ

て

こ

の

協

定

の

第

十

八

条

5

の

規

定

は

、

若

し

く

は

被

用

者

の

故

意

又

は

過

失

に

よ

ら

ざ

る

第

三

者

の

損

害

に

つ

原

則

と

し

て

適

用

な

い

が

、

米

軍

又

は

同

軍

隊

の

構

成

員

る

土

地

の

工

作

物

等

の

設

置

又

は

管

理

は

瑕

疵

が

あ

っ

た

た

め

他

人

に

損

害

を

生

じ

た

場

合

に

は

、

特

定

の

人

の

故

意

叉

は

過

失

が

な

く

と

も

右

の

規

定

こ

の

場

合

に

は

無

過

失

責

任

が

認

め

ら

れ

る

八
条
等
）

.‘、

る

カ

さ

ら

に

同

法

は

、

右

の

事

国

の

賠

償

責

任

に

又

は

管

理

す

こ

と

と

な

る

．

な
い
。

い

て
し
た



る

答

に

含

ま

れ

る

わ

け

で

あ

る

。

第

七

五
条
、

定

に

よ

る

」

と

定

め

て

い

る

か

ら

、

七

条

及

び

第

七

第

七

右

の

「
法
令
」

そ
の

い

て

は

「

前

三

条

の

規

定

に

よ

る

の

保

か

、

民

法

の

規

で
ヽ

わ

が

国

に

関

す

る

日

本

国

現

在

自

衛

隊

の

行

動

か

ら

生

ず

る

請

求

権

に

関

す

る

特

別

立

法

は

な

い

年

法

律

第

一

の

国

家

公

務

員

の

行

為

に

よ

る

国

の

損

害

賠

償

責

任

に

関

す

る

般

法

令

に

よ

る

こ

と

と

な

り

、

二

五

号

）

を

い

う

。

の

損

害

賠

償

責

任

に

つ

民

法

の

該

当

規

定

、

す

な

わ

ち

、

八

条

等

の

規

定

も

、

の
法
令
」

問

第

十

八

条

5

的

に

い

う

具

体

的

に

は

国

家

賠

債

法

（

も

っ

と

も

、

と
は
、
何
か
。

昭

和

二

十

二

国

家

賠

償

法

第

四

条

は

、

国 の

一

日

本

国

の

自

衛

隊

の

行

動

か

ら

生

ず

る

請

求

権



答 問

も
｀

あ

る

か

訴

す

る

こ

と

は

な

い

る
。

（
な
お
｀

右

は

｀

判

決

戟

被

害

者

冗

対

し

て

は

第

十

八

条

5

匠

よ

ら
｀

請

求

は

右

手

続

に

よ

り

行

な

い

、

の

保

護

が

え

な

ぃ
か

ら

｀
 

い
。

第

八

条

の

規

定

振

り

に

な

ら

提

訴

そ

の

も

の

は

禁

止

さ

れ

も

の

で

あ

り

｀

て

い

な

い

が

、

い
｀

執

行

手

続

の

免

除

と

い

う

形

，

で

規

定

し

た

判

決

を

執

行

し

・ら、ヵ

新

協

定

に

お

い

て

は

｀

ナ

ト

地

位

協

定

現

行

協

定

第

十

八

条

6 米

謳

の

構

成

員

又

は

．被

用

者

（

日

本

人

被

用

公

務

執

行

中

の

事

項

匠

つ

い

て

は

「

日

本

国

冗

ヽ

与

え

ら

れ

た

判

決

の

執

行

手

続

匹

服

さ

な

い

一

固

匠

苓

「

日

本

国

爬

お

現

行

協

定

に

お

い

て

は

｀

日

本

の

裁

判

管

轄

権

か

ら

の

免

除

を

提

訴

自

体

の

て

は

い

て

訴

を

提

起

さ

れ

両

者

に

相

違

あ

り

や

°

法

律

的

禁

止

の

形

で

規

定

し

た

旨

定

め

て

い

る

。

実

際

問

題

と

し

て

実

際

上

両

者

た

さ

し

た

る

相

違

は

な
る

請

求

権

処

理

手

琥

当

該

軍

人

又

は

被

用

者

を

提

で

あ

ろ

う

と

考

え

ら

れ

る

こ

と

が

な

い

」

と

こ

ろ

．`

い

て

は

｀

こ

の

種

の

睛

求

紀

つ

て 者・

ヽ

ヽヽ
を

除

く

。

ヽ

第

十

八

条

5

切

は．に

｀均

い
て
、

と

定

め

い

て

い

る

おコ

い



釦
i

と

の

実

質

的

相

違

が

行

が

不

能

で

あ

る

の

み

で
生

じ

う

る

も

の

と

思

わ

あ

る

か

ら

れ

る

。

‘--9‘ 

確

認

の

訴

え

に

つ

い

て

は

｀

現

行

協

定



答

と

あ

る

め

て

お

り

、

あ
、
る

の

で

こ

と

を

所

問

の

文

言

に

よ

両

当

事

国

が

次

の

と

姦

り

分

担

す

る

」

こ

の

規

定

は

単

に

い

の

冒

頭

に

、

「

③

か

ら

⑮

ま

で

及

び

2

の

規

定

に

従

い

誇

求

5

項

の

み

な

ら

ず

2

衷

の

場

合

に

ら

逹

用

が

の

処

理

を

対

象

と

す

る

規

定

で

あ

る

が

、

匂

は

日

米

両

国

問

の

分

担

率

を

定

で

な

い

。

」
）
の
意
味
い
か
ん
。

用

を

受

け

な

い

死

亡

叉

は

負

傷

に

対

す

る

請

求

栢

に

つ

い

て

は

、

れ

る

範

囲

を

除

く

ほ

か

」

の
意
味
、

回

同

項

た

だ

し

書

5

項

の

規

定

は

公

務

執

行

中

又

は

合

衆

国

印

第

十

八

条

5
B
の

趣

旨

は

、

軍

隊

が

法

律

上

責

任

を

有

す

る

不

法

行

為

に

よ

る

損

害

か

ら

生

ず

る

請

求

権

を

満

た

す

た

め

に

要

し

た

登

用

は

、

こ

の

こ

と

が

5

⑥

に

よ

る

海

察

詣

求

権

の

除

外

に

よ

り

な

ん

ら

影

響

を

受

け

る

も

の

で

た

い

と

い

う

い

わ

ば

当

然

の

り

念

の

た

め

確

認

し

た

も

の

で

あ

る

。

問

切

第

十

八

条

5

⑥

に

い

う

「

4

こ

の

限

り

の

規

定

の

適

「

向

の

規

定

が

2

に

定

め

る

請

求

権

に

適

用

さ



れ

る

こ

の

関

係

に

は

影

響

が

な

い

こ

と

を

明

ら

に

も

遮

用

さ

れ

る

も

の

物

的

損

害

の

み

た

ら

ず

、

5

図

の

た

だ

し

書

の

規

定

で

あ

る

。

死

亡

又

は

負

傷

と

し

た

の

は

、

衣

い

」
-一
適

用

を

受

け

る

も

の

一一
に
つ

こ

の

場

合

自

国

の

防

術

隊

の

構

成

員

の

公

務

執

行

中

の

被

害

第

5

項

に

よ

ら

ず

第

4

項

で

す

で

に

そ

の

誇

求

権

が

放

棄

さ

こ

と

と

な

っ

て

い

る

の

で

、

か

に

し

だ

も

の

で

あ

る

。

い
て
は
、

‘― 

か

か

る

人

的

損

害

の

う

ち

同

条

4

の

「

4

の

規

定

の

遜

用

を

受

け

依

然

と

し

て

同

条

5

に

よ

る

処

理

が

行

な

わ

れ

る

こ

と

を

規

定

し

た

の

が

、

は

物

的

損

害

か

ら

生

ず

る

請

求

権

だ

け

で

あ

っ

て

、

人

的

援

害

に

つ

い

て

は

上

の

謄

求

権

に

適

用

し

な

い

こ

と

と

す

る

に

当

り

、

適

用

を

除

外

さ

れ

る

の

死

亡

‘̀― 

で

あ

る

が

、

こ

の

規

定

を

そ

の

⑧

項

で

海

事

回

第

十

八

条

5

の

規

定

は

、

人

的

揖

害

負
倍
、



答

(
P
u
b
l
i
c
 
V
e
s
s
e
l
s
 A
c
t
)
 

←――_ 

果

と

し

こ

と

と

な

る

。

公

船

に

関

す

る

の

と

お

り

と

は

い

米

国

の

国

内

法

に

よ

れ

ば

、

行

政

的

救

済

の

二

方

法

が

保

証

さ

れ

て

い

る

。

で

あ

b
‘

国

も

っ

と

も

、

い

え

な

い

。
公

権

力

の

行

使

の

た

め

に

所

有

し

叉

は

運

抗

す

る

も

の

で

あ

り

、

右
は
、

等

に

よ

り

米

国 こ

の

軍

艦

、

公

船

に

よ

り

生

じ

た

損

前

者

に

つ

商

業

的

目

的

の

た

め

の

よ

う

な

場

合

に

司

法

的

救

済

及

び

い

て

は

、

公

船

法

の

も

の

は

必

ず

し

も

右

そ

の

与

え

た

損

害

か

ら

生

じ

た

請

求

権

の

処

理

は

旗

図

法

匠

よ

る

八
条

5

匂

に

よ

り

5

の

適

用

か

ら

除

外

さ

れ

た

海

事

請

求

術

は

、

て

処

理

さ

れ

る

こ

と

と

た

る

。

Q

軍

艦

又

は

公

船

が

他

国

の

裁

判

桁

に

服

し

な

い

こ

と

は

確

立

し

た

原

則

こ

れ

ら

の

請

求

権

は

、

『

第

十

八

条

5

匂

の

適

用

か

ら

除

外

さ

れ

た

結

般

国

際

法

に

従

つ

て
i

；

か

に

し

て

処

理

し

う

る

の

か

。

｝
 

問

第

十

国

際

法

上

い



行

政

的

解

決

を

行

な

い

う

る

こ

と

と

な

っ

に

与

え

た

損

害

に

対

し

海

外

各

地

区

も

外

国

請

求

権

法

に

設

置

さ

れ

る

委

貴

会

に

よ

て

い

る

。

る

迅

速

た

(
F
o
r
e
i
g
n
 
C
l
a
i
m
s
 
A
c
t
)
 

に

よ

り

外

国

及

び

外

国

人

ホ

談

解

決

を

行

な

う

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

な

関

係

法

律

に

よ

り

米

国

の

す

る

こ

と

を

要

す

つ

て

お

b
‘

こ

れ

ら

以

外

る

損

害

に

対

し

ル

ま

で

、

卜4 

そ

れ

以

上

は

諮

会

に

c
e
r
t
i
.
f
y
 

定

額

を

限

つ

て

Jレ

ヽ

陸
軍
、

空

軍

五

十

万

海

軍

長

官

及

び

空

軍

長

官

が

そ

れ

ぞ

れ

の

管

轄

下

に

あ

る

壁

艇

、

海

軍

百

万

ド

と

な

っ

て

い

る

。

後

者

に

つ

い

て

は

、

害

に

対

し

て

は

合

衆

国

を

相

手

と

し

て

訴

を

提

訴

す

る

こ

と

が

ヘ`‘

る
。

で

き

る

に
行

政

公

船

匹

よ こ
レ
J

陸

軍

長

官

｀



い

う

る

こ

と

と

な

っ

に

与

え

た

損

害

に

対

し

海

外

各

地

区

行

政

的

解

決

を

行

な

も

外

国

請

求

権

法

に

設

置

さ

れ

る

委

貴

会

に

よ

て
い
る
。

(
F
o
r
e
i
g
n
 
C
l
a
i
m
s
 
A
c
t
)
 

沢：

ホ

談

解

決

を

行

な

う

こ

と

が

で

き

る

こ

と

と

な

る

損

害

に

対

し

れ

以

上

は

諮

会

に

よ

り

米

国

の

す

る

こ

と

を

要

す

つ

て

苓

b
‘

こ

れ

ら

以

外

よ

り

外

国

及

び

外

国

人

4. 卜

ル
ま
で
、

そ

c
e
r
t
i
f
y
 

定

額

を

限

つ

て

海

軍

百

万

ド

Jレ

ヽ

陸
軍
、

空

軍

五

十

万

海

軍

長

官

及

び

空

軍

長

官

が

そ

れ

ぞ

れ

の

管

轄

下

に

あ

る

堡

艇

、

と

な

っ

て

い

る

。

後

者

に

つ

い

て

は

、

関

係

法

律

に

害

に

対

し

て

は

合

衆

国

を

相

手

と

し

て

訴

を

提

訴

す

る

こ

と

が ...、

る

迅

迎

な

る
。

に
行

政

公

船

匠

よ

陸

軍

長

官

で

き

る

こ
と



（口）

に

つ

き

発

効

す

る

こ

と

と

な

っ

て

い

る

。

が

発

効

し

た

場

合

に

、

そ

の

い

ず

れ

か

遅

い

方

の

時

匠

す

べ

諾
し
、

及

び

そ

の

他

の

い

ず

れ

か

の

署

名

政

府

に

つ

い

て

国

連

軍

協

定

て

の

政

府

日

米

両

政

府

が

署

名

の

上

受

額

と

な

る

償

額

は

、

わ

が

国

は

そ

の

半 ）
）
補

こ は

な

く

、

も

の

が

こ

米

軍

と

国

連

軍

と

の

共

同

不

法

行

為

の

場

合

vC
お

け

る

そ

れ

ぞ

れ

の

相

互

間

及

び

日

本

国

に

関

す

る

責

任

を

、

連

軍

協

定

に

苓

け

る

派

遣

国

の

議

定

書

で

あ

り

、

こ

れ

に

米

国

は

統

一

米

国

政

府

自

身

の

資

格

で

署

名

す

る

こ

と

に

よ

り

、

こ

の

議

定

書

の

規

定

の

対

象

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

（

具

体

的

に

は

、

の

よ

う

な

共

同

不

法

行

為

の

場

合

《

損

害

を

米

国

及

び

国

達

軍

旅

道

国

の

軍

隊

の

い

ず

れ

か

の

賣

任

に

特

定

し

え

な

い

場

合

を

含

む

。

米

国

及

び

国

連

軍

派

遣

国

間

に

掏

等

で

、

よ

う

に

分

担

す

る

こ

と

と

な

る

。

諮

定

書

は

、

そ

の

第

五

条

1

に

従

い

、

議

定

書

は

、

昭

和

二

十

九

年

米

軍

を

司

令

部

と

し

て

で

処

理

す

る

こ

と

と

し

、

国

連

軍

協

定

第

十

八

条

と

同

じ

規

定

を

殷

け

た

に

よ

る

共

同

不

法

行

為

の

場

合

と

同

様

に

し

く

な

い

と

の

見

地

か

ら

、

国



り

今
般
、

こ

れ

が

発

効

す

る

後

も

こ

の

事

惰

に

は

変

化

は

な

い

も

の

と

み

ら

れ

る

。

内

で

行

動

す

る

機

会

が

少

な

い

こ

と

等

に

よ

る

も

の

と

考

え

ら

れ

、

今

の

数

が

非

常

に

限

ら

れ

た

こ

と

、

国

達

軍

が

米

軍

と

共

同

し

で

わ

が

国

特

に

国

連

軍

自

体

こ
れ
は
、

わ

が

国

に

お

け

る

状

況

と

し

て

は

、

て
い

壬翌：
祁

さ

れ

は

し

た

が

、

二

月

十

九

日

ォ

ー

ト

ラ

リ

ア

、

発

効

に

至

っ

南

ア

連

邦

、

て

い

な

い

と

こ

ろ

、

当

初

け

念

さ

れ

新

協

定

の

署

名

を

み

、

達

合

王

国

、

署

名

後

の

現

実

の

た

と

こ

ろ

と

や

や

異

な

り

、

途

を

た

ど

り

、

定

書

の

適

用

を

必

要

と

す

る

ご

と

き

米

軍

及

び

国

連

軍

の

共

同

不

法

行

為

は

幸

い

に

し

て

発

生

を

み

な

か

っ

た

。

米

軍

及

び

国

達

軍

と

も

に

漸

減

の

こ

と

と

な

れ

ば

、

発

効

に

至

ら

な

い

ま

ま

と

な

諺

定

書

は

、

前

記

印

の

よ

う

な

目

的

及

び

趣

旨

で

作

成

さ

れ

、

署

名

の
で
、

つ

て

い

る

。

日

受

諾

書

を

寄

託

し

た

が

、

米

国

が

い

ま

だ

受

諾

書

を

寄

託

し

な

い

リ

カ

合

衆

国

及

び

わ

が

国

に

よ

り

署

名

さ

れ

、

わ

が

固

は

、

ュ
ー
。
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ス

フ

ィ

リ

ビ

ン

、

．、

カ

ナ

タ

フ

ラ

ン

ス

、

同

年

六

月
ア

メ

イ

タ

リ

ア

、



た

し

た

い

と

考

え

る

。

の

寧

惰

も

勘

案

し

、

国

連

軍

協

定

改

定

の

問

題

と

も

関

連

し

て

検

討

い

死

文

化

す

る

わ

け

で

あ

る

が

、

本

齢

定

嘗

は

、

こ

れ

を

い

か

に

取

り

扱

う

か

は

、

従

来

右

新

協

定

発

効

に

伴

う

文

言

の

修

正

を

行

わ

な

い

限

り



問
‘

拘

束

す

る

も

の

で

は

な

い

。

し

た

結

果

査

定

し

た

補

償

金

の

額

は

、

決

定

の

有

力

な

資

料

と

な

る

も

の

で

あ

る

。

の

額

に

不

満

で

あ

る

と

き

は

、

事

実

上

米

軍

当

局

の

慰

謝

料

の

額

日

本

国

の

裁

判

所

に

加

害

者

た

る

軍

入

又

は

被

用

者

を

訴

え

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

は

6

囮

に

お

い

て

確

認

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

右

請

求

人

は

、

も

し

当

該

請

求

人

が

右

慰

謝

料

の

が

当

該

事

件

の

す

べ

て

の

事

情

を

考

慮

し

て

公

平

か

つ

公

正

忙

請

求

を

審

査

し

か

し

な

が

ら

、

6

3
に

よ

り

日

本

菌

の

当

局

答

日

本

国

の

当

局

が

査

定

し

た

額

は

、

か

゜

I 

第

十

八

条

6

匂

に

お

い

て

日

本

国

の

当

局

は

請

求

人

に

対

す

る

補

償

金

・
を

査

定

す

る

こ

と

と

な

っ

て

い

る

が

、

こ

の

査

定

さ

れ

同

項

⑮

に

お

い

て

米

軍

の

当

局

が

行

な

う

慰

謝

料

の

領

の

決

定

を

拘

束

す

る

も

の

で

あ

る

米

軍

当

局

の

慰

謝

料

の

額

を

法

律

上

た

額

は

、



答 問

し

た

も

の

で

あ

る

。

使

用

の

許

可

を

与

え

ら

れ

な

い

で

車

両

を

使

用

し

た

場

合

及

び

使

用

目

的

す

な

わ

ち

公

用

以

外

の

用

途

匠

充

て

ら

れ

た

場

合

を

い

う

も

の

と

解

す

る

。

第

7

項
は
、

き

合

衆

国

軍

隊

が

法

律

上

賓

任

を

有

す

る

場

合

、

項

の

規

定

が

適

用

さ

れ

る

場

合

は

第

5

項

が

適

用

さ

れ

な

い

場

合

は

第

6

項

が

適

用

さ

れ

る

と

い

右

の

ご

と

き

許

容

さ

れ

「

許

容

さ

れ

意

味

か

。

て

い

な

第

十

八

条

7
の

い

使

用

」

「

車

両

の

許

容

さ

れ

7

項

全

体

の

意

味

い

か

ん

。

て
い

と
は
｀

て
い

ヽ

な

い

使

用

」

合

衆

国

た

責

任

が

な

い

使

用

を

さ

せ

た

こ

と

に

つ

す

な

わ

ち

第

十

八

条

第

5

ぅ

当

然

の

こ

と

を

念

の

た

め

規

定

と
は
｀

い

か

な

る



答

的
問

（口）

ぅ゚
拘

束

さ

れ

、

裁

判

所

に

対

し

こ

れ

と

異

な

る

証

明

を

提

出

し

え

な

い

わ

け

で

あ

る

か

ら

、

実

際

問

題

と

し

て

は

、

裁

判

所

の

判

断

が

仲

裁

人

の

そ

れ

と

異

な

る

可

能

性

は

姦

そ

ら

く

な

い

と

考

え

て

さ

し

つ

か

え

な

い

で

あ

る

な

判

断

で

あ

り

、

か

っヽ

法

律

上

は

右

り

の

と

姦

り

裁

判

所

は

、

い

が

仲

裁

人

の

裁

定

は

公

務

執

行

中

で

あ

る

か

否

か

に

関

す

る

最

も

有

力

当

事

国

政

府

は

第

十

八

条

8

に

よ

り

右

裁

定

に

仲

裁

人

の

裁

定

に

拘

束

さ

れ

な

が

つ

て

法

律

上

そ

の

裁

定

は

日

本

の

裁

判

所

を

拘

束

す

る

も

の

で

は

な

い

条

の

適

用

に

関

し

て

の

み

確

定

的

拘

束

力

を

有

す

る

も

の

で

あ

り

、

し
た

こ

の

点

に

関

す

る

仲

裁

人

の

裁

定

は

、

日

米

両

国

政

府

に

対

し

第

十

八

る
か
。

回

拘

束

さ

れ

な

い

場

合

そ

の

判

断

と

協

定

適

用

と

の

関

係

い

か

ん

。

は

最

終

的

の

も

の

と

さ

れ

て

い

る

が

、

第

十

八

条

8

に

よ

れ

ば

、

公

務

執

行

中

か

否

か

に

関

す

る

仲

裁

人

の

裁

定

的

わ

が

裁

判

所

も

こ

れ

に

拘

束

さ

れ



答． 
と
に

用

す

る

施

設

区

域

内

た

お

い

に

よ

り

許

可

を

え

て

検

証

を

行

な

う

こ

益

に

反

す

る

情

報

に

な
る
。

ま
・'
 
,f
 

/
 

た
｀

か

か

る

も

の

で

な

国

の

国

内

法

令

疋

従

う

こ

い

て

は

ど

う

な

る

か

，0

至

さ

れ

て
い

第

十

八

条

6

証

拠

の

提

出

に

は
合
衆
国
一
の
利

か

か

る

要

請

に

応

ず

る

こ

日

本

の

裁

判

所

は

民

事

訴

巴

の

た

め

合

衆

囲

軍

隊

の

使

当

該

施

設

区

域

の

司

令

官

に

対

す

る

要

請

(c) 

で

問

第

十

八

条

9

凹

た

て
｀

と

が

で

き

る

。

い
限
り
｀

と

を

条

件

と

し

て

｀

訴 、本

訟の ・（イ）

の裁

た判

め所

9たが

公合

V_) 衆

情国

報軍

の隊

提に

供対

をし
求 ＇ 証

め拠

る (/J

場た

合め

はの

｀・文

書

｀ 

つ
い
て

は

｀
 

た

の

に

対

し

｀

新

協

軍

た

対

し

証

拠

の

提

出

を

求

め

る

こ

は

証

拠

の

み

な

ら

ず

証

人

の

提

供

た

は

該

当

規

定

が

な

い

が

｀

現

行

協

定

の

場

合

の

例

に

定
た

つ

き

切

証

拠

の

入

手

に

つ

軍

の

嘩

密

又 合

衆

国

軍

隊

は

｀

米

物

件

又

は

民

事

証

人

た

つ

つ
い

な

ら

い

｀

い

て

の

協

力

と

は

と

が

で

き

る

の

か

。

同

現

行

協

定

で

日

て

の

協

力

も

規

何
か
。

は 米



EJ・ 

こ

と

に

な

る

と

い

う

に

す

ぎ

な

い

。

し

て

は

米

国

政

府

に

対

し

七

十

五

パ

←ー^ ー

セ

ン

ト

の

分

担

を

誇

求

し

え

な

い

が

っ

公

務

執す

行な

中°わ

被

害

者

の

保

語

＼

八

条

5

の

処

理

方

法

に

よ

ら

ず

、

あ

え

て

裁

判

所

に

公

務

執

行

外

の

決

定

場

合

に

、

支

払

の

確

実

性

の

確

保

を

目

的

と

し

た

第

十

--→ 

な

お

、

現

実

の

問

題

と

し

て

、

逆

の

場

合

、

致

す

る

こ

を

求

め

る

こ

と

は

起

り

え

な

い

と

考

え

ら

れ

る

が

、

。

ち

、

仲

裁

人

に

よ

り

公

務

執

行

外

の

裁

定

あ

っ

た

場

合

に

、

の

決

定

を

求

め

て

提

訴

す

る

こ

と

は

考

え

ぅ

る

。

こ

の

場

合

現

実

問

題

と

し

て

は

前

述

の

と

お

り

裁

判

所

の

判

断

も

仲

裁

人

の

そ

れ

と

一

も

し

し

か

ら

ざ

る

場

合

に

は

、

執と

行に

て外0 な
判とる

決しで

にてあ

よ取ろ

りりう

国扱が

がわ‘

支れ

払る

をか

命ら

ぜ‘

ら第

れ十

る八

金条

額 5

にの

つ適

き用

日な

本＜

政‘

府 ＇• し

とた

協

定

上

は

公

務

゜

仲

裁

人

が

公

称

執

行

中

と

裁

定

し

た
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．
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頭

す

る

こ

I.. '... 

す

こ

活

動

に

支

障

を

与

え

／Q

も

の

と

を

許

報

を

提

供

す

る

も

の

れ

ら

の

者

が

証

人

と

し

て

出

と

た

な

る

。

宣

誓

口

述

に

よ

る

証

言

又

で

な

で

な

く

｀

い

限

り

、

ま

た

｀

こ

そ

の

者

の

出

頭

が

重

要

な

産

・

事

上

の

証

人

の

提

供

に

督

権

を

有

す

る

施

殴

。

区

域

の

司

令

官

に

対

す

る

立

入

り

の

要

睛

て

よ

っ

9

区

域

内

に

司

令

官

は

｀

国

の

利

益

に

呼

出

状

を

送

そ達

のさ

者れ

のた

証者

言を
が 、日

軍 • 本
のの

槻裁

密判

又所

は lIC.

合出
衆頭前

せ 、記

しの

め司
る令

よ官

反 • うに
す要

る請

惰し
ヽ

は

質

問

書

に

き

る

こ

と

と

な

る
。

送

達

を

な

す

者

が

当

該

施

設

す

る

施

設

・

区

域

内

た

あ

る

と

き

は

｀

対
し
、
.‘
 
と
カ て
｀

と

な

る

筈

で

あ

り

｀

属

又

は

家

族

に

呼

出

状

を

送

達

し

｀

こ

れ

ら

の

者

が

同

軍

隊

の

使

用

＇

送

達

を

受

け

る

ぺ

き

本

人

に

対

し

て

雖

お

い

て

送

達

を

行

な

う

こ

他

方

、

日

本

の

裁

判

所

は

｀

ま

た

、

と

っ

た

閥

係

上

｀

い

て

維

持

さ

れ

た

協

力

関

係

は

、
し

た

が

つ

て
｀

日

本

の

裁

判

所

が

米

軍

の

軍

人

｀

ょ

新

協

定

下

た

お

い

て

も

引

き

継

が

れ

る

こ

新

協

走

中

に

明

文

の

規

走

は

な

い

が

｀

(Cl) 

つ

い

て

は

、

本

項

に

つ

き

ナ

ト

地

位

協

で 盛
'

現

行

協

室

下

た

お

弔

の

文

言

に



な
る
。
9

衆

呵

の

軍

当

局

は

、

し

く

は

供

述

を

拒

み

｀

た

場

合

、

よ

る

証

言

も

右

同

様

の

条

件

で

こ

れ

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

こ

れ

ら

3

者

が

日

本

の

裁

判

所

た

出

頭

せ

ず

、

又

は

偽

証

を

し

こ

れ

を

処

罰

す

る

こ

と

た

た
、
宣

醤

若
合



答 問

約

者

等

が

外

国

為

替

管

理

法

等

の

造

用

上

非

居

住

者

と

し

旨

を

定

め

て

い

る

。

家
族
、

て

扱

わ

れ

る

。

軍
属
、

軍

人

用

販

売

裸

関

等

、

外
国
為
替
管
理
令
等
臨
•
•
特
政
令
第
三
条
は
、

こ

れ

ら

の

軍

人

、

軍

事

郵

便

局

、

;
,
9
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'
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；
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軍

用

銀

行

施

設

、

て

取

り

扱

わ

れ

る

~
。力 る

と

あ

る

が

、

軍
属
、

こ

れ

ら

の

者

は

、

第

十

九

条

に

関

し

、

家

族

は

、

軍
人
、

居

住

者

で

は

な

く

、

為

替

管

理

軍
属
、

家

族

は

、

米
軍
、

契

軍
人
、

非

居

住

者

と

し

日

本

の

為

替

管

理

陀

服

す

法

令

の

適

用

上

居

住

者

で

あ

る



答 問

つ

い

て

適

用

あ

る

法

律

と

し

て

は

、

び

外

国

貿

易

管

理

法

と

外

資

に

関

す

る

法

律

で

あ

り

、

政

令

と

し

て

は

、

国

為

替

管

理

令

、

輸

出

入

貿

易

管

理

令

、

関

す

る

政

令

、

外

国

人

の

財

産

取

得

に

，

関

す

る

政

令

、

く

認

可

基

準

特

例

等

に

関

す

る

政

令

、

政

令

等

が

あ

る

。

軍
人
、

軍
属
、

家

族

に

服

す

る

と

あ

る

が

、

第

十

九

条

に

お

い

て

軍

人

、

軍
属
、

外

国

投

資

家

預

金

勘

定

に

関

す

る

外

資

法

の

規

．

定

に

基

外

国

為

替

管

理

令

等

の

臨

時

特

例

に

日

本

の

外

国

為

替

管

理

に

い

か

な

る

法

令

の

適

用

が

あ

る

の

か

．o

家

族

は

、

外

外

国

為

替

及



答 問

該

当

す

る

。

ル

筵

証

券

で

、

．

冑

"
・

9
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公
債
、

社
債
、

株
式
、

債
券
、

抵

当

証

券

等

が

証

券

を

い

い

＼

で

き

る

証

券

又

は

ド

「

ド

ル

証

券

」

第

十

九

条

2

の

を
い
い
、
銀
行
券
、
政
府
紙
幣
、
小
額
紙
幣
、
硬
貿
、
小
切
手
、

そ

の

他

の

支

払

指

図

が

該

当

す

る

。

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

通

貨

を

も

つ

て

表

示

さ

れ

る

外

貨

外

国

に

お

い

て

支

払

を

受

け

る

こ

と

の国

庫

証

券

、

信

用

状

、

と
は
、

--T 

合

衆

国、

ド

Jレ

L— 

も

の

を

い

う

か

。

と
は
、

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

通

貨

表

示

の

対

外

支

払

手

段

「

合

衆

国

ド

ル
，
若
し
く
は
ド

為

替

手

形

、

ル
証
券
」

と
は
、

郵

便

為

替

、

い

か

な

る



問

あ

る

。

）

（
参
考
、

昭

和

三

十

四

年

十

れ

た

ド

ル

軍

票

は

、．． 

ヽ

六

三

七

件

、

合

計

四

十

二

万

六

千

ド

ル

余

で

る

政

令

第

四

条

2

に

よ

り

、

こはな

の、 ．＜
よ軍日

う票本

なを銀

軍直行

票ちに

をに寄

大日託

蔵本す

大銀ぺ

臣行きそ

の 、に旨の

指寄定・収外

示託め受国

がすらし為

あるれた替

る義て‘管軍

ま務い又理 ・票

でがるは令の

保あ°所等収

管るす持の受

す°なす臨‘

る日わる時

こ本ち軍特

と銀設票例

lrc..行問をに

なはの遅関

つ ‘者 ・滞す

一

月

末

現

在

に

お

い

て

日

本

銀

行

に

寄

託

さ

て

い

る

。

用

銀

行

施

設

及

び

契

約

者

等

以

外

の

者

は

、

れ

て

い

る

が

、

そ

れ

ら

の

者

は

、

答

米

軍

、

軍
人
、

軍
属
、

家
族
、

た

者

以

外

の

者

が

軍

票

を

受

領

し

た

場

合

に

は

、

置

す

べ

き

か

。

第

二

十

条

に

関

し

、

米

軍

人

、

軍
属
、

軍

家

族

等

軍

票

の

使

用

を

認

可

さ

れ

そ

の

者

は

ど

の

よ

う

に

措

軍

人

用

販

売

槻

関

等

、

軍

事

郵

便

局

、

所

持

を

禁

ぜ

ら
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＼
 

’ヽ

．を

補

償

す

る

つ

も

り

は

な

い

。

ヵ

の

対

価

と

し

て

本

邦

人

等

が

受

領

す

る

こ

と

を

禁

止

し

て

い

る

の

で

．`

日

本

に

お

け

る

軍

票

の

許

さ

れ

た

い

使

用

の

結

果

と

し

て

｀

ま
た
｀

第

二

十

条

1

固

に

規

定

す

る

と

お

り

｀

合

衆

国

又

こ

れ

な

い

者

又

は

日

本

国

政

府

若

し

く

は

そ

の

機

関

に

対

し

て

い

か

な

る

義

務

も

負

わ

な

い

こ

と

が

明

ら

か

に

さ

れ

て

お

り

｀

政

府

と

し

て

も

、

軍

票

を

支

払

そ

の

認

可

さ

れ

は

そ

の

機

関

は

｀

こ

の

よ

う

な

軍

票

を

寄

託

者

に

返

還

す

る

こ

と

は

な

い

と

考

え

ら

れ

る

。

第

二

十

条

に

関

し

｀

又

は

所

持

す

る

と

き

は

遅

滞

な

く

日

本

銀

行

に

寄

託

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

由

で

あ

る

が

｀

日

本

銀

行

に

寄

託

さ

れ

た

軍

票

は

寄

託

者

に

返

還

さ

ーれ

る

こ

と

は

な

い

の

か

、

又

返

還

さ

れ

な

い

と

し

て

も

対

価

の

補

償

が

講

ぜ

ら

れ

る

こ

と

は

な

い

か

。

認

可

さ

れ

な

い

者

が

軍

票

を

収

受

し

｀



答 問

し

て

行

工
. 
ゴ'‘

疇’

‘’‘ 

（ 

な

わ

れ

で
あ
り
｀

出

張

し

て

業

務

を

行

な

っ

十
九
に
な
る
）
。

週

に

数

回

稚

内

エ

て

い

る

の

商

業

銀

行

業

務

と

形

態

上

同

じ

で

あ

る

が

．

米

国

政

府

か

ら

の

支

出

金

を

受

け

て

の

ド

ル

送

金

｀

て
ぃ．
ぉ~

り`  

本

国

か

ら

の

送

金

受

領

｀

こ

れ

ら

の

軍

用

銀

行

の

業

務

内

容

は

會

数
は
｀ ク

ス

プ

ク

ス

プ

レ

ス

ニ

と

な

つ

て

い

る

。

の

千

歳

施

設

は

｀

レ

ス

ン
ク
四
｀

チ

工

ス

ア

メ

リ

カ

四

｀

マ

ン

． 

ノ…、

ン

ク

ー・
オ

プ

第

二

十

条

2

゜

で
｀

ッ

タ

ン

フ
ァ

軍

票

及

び

ド

ド

ル

預

金

｀

（
な
お
｀

疇゚

‘’‘ 

ァ

ス

ト

・

ナ

ッ

現

在

全

国

に

あ

る

軍

用

銀

行

施

設

は

十

八

で

あ

る

。

す
べ

て
サ

ル

の

円

へ

い
る
。

ー

ビ

ス

と

の

交

換

等

ド

ン
ク
八
｀

こ

れ

ら

の

中

｀

こ
れ
ら
を
加
え
る

ル

貸

付

｀

本

国
へ

と

軍

用

銀

行

施

設

． ヨ

ス

テ

ー

シ

．
ョ

ア

メ

リ

カ

ン

ア

メ

リ

カ

ン

ナ

lレ

． 

ン
に
゜
工

ッ
テ
ィ
ー
。

銀

行

別

に

見

る

と

｀

に

い

う

軍

用

銀

行

施

設

に

は

ど

の

よ

，

う

な

も

の

が

あ

る

か

。

．
 



答

(:・. 

す

る

権

利

を

有

す

る

か

が

決

定

さ

れ

る

わ

け

で

あ

る

。

た

と

き

は

、

第

十

七

条

の

規

定

に

よ

っ

て

い

ず

れ

の

当

局

が

裁

判

権

を

行

使

に

つ

き

問

題

が

な

い

＼O

軍

属

叉

は

家

族

が

右

の

罪

を

犯

し

刑

渋

第

て

軍

票

を

偽

造

す

る

者

叉

は

偽

造

軍

票

を

使

用

す

る

者

は

、

す

る

者

で

日

本

国

の

当

局

の

裁

判

権

に

服

す

ぺ

苔

も

の

一

。

力

問

第

二

十

条

1

匂

に

お

い

て

第

二

十

条

（

軍

票

日

本

国

に

お

い

四

九

条

に

よ

.＇ 

.•

.• 
•
9,

. 
,9
・
 

9・ 

[
 

・’
・；・

'`

,
 
．．．
 

し
よ
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：

名
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速
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・
・9・

「

軍

票

の

偽

造

叉

は

偽

造

軍

票

の

使

用

に

関

与

つ

て

処

罰

さ

れ

る

。

国

民

で

あ

る

場

合

に

は

、

か

か

る

罪

を

犯

し

た

者

が

日

本

当

然

日

本

国

当

局

が

こ

れ

を

遂

捕

処

罰

す

る

こ

と

米

軍

の

溝

成

員

、

---→ 

と

は

い

か

な

る

者
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ー

t
r
,

ぃ
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·
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b̀
し
．
，

る
。 外
交

利

用

す

る

こ

(:,' と
は
｀

怜

各

国

に

茶

い

て

ひ

ろ

＜

認

め

ら

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

官
、

軍

事

顧

問

団

員

で

あ

＇る
が
｀

こ

れ

ら

の

者

が

米

軍

事

郵

便

局

を

し一

と

規

定

し

て

郵

便

局

を

利

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

府

の

そ

の

他

の

官

吏

及

び

職

員

と

は

い

か

な

る

も

の

か

。

い

る

が

、

合

衆

国

政

え

ら

れ

て

い

る

合

衆

国

政

府

の

そ

の

他

の

官

吏

及

び

職

員

は

、

問

第

二

十

第

二

十

一

条

条

の

合

意

議

事

録

に

お

い

て

合

衆

国

軍

事

「

通

常

海

外

で

同

様

の

特

権

を

与
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問

前

記

切

の

修

正

は

、

日

本

国

政

府

が

雇

用

し

て

い

る

者

の

場

合

に

は

、

事

前

の

同

意

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

点

で

あ

る

。

予

備

役

団

体

へ

の

編

入

の

要

件

と

し

て

請

を

行

な

う

も

の

」

の

文

言

を

附

加

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

条

文

上

米

国

が

日

本

領

域

内

で

米

国

市

民

に

対

し

本

人

の

意

思

に

か

か

わ

ら

ず

強

制

的

に

予

-＿1 

但

し
・ヽ

す
る
。

L— 

（ペ・

•. 
ぃ．．
．
．．
．
．．ー・、．

ヽ
9
,
 

を

一ヽ

' , •I; ヽ

に

絹

入

し

、
、

ヽ

、
」

し—

の

文

言

を

削

除

し

た

ヽ

訓

練

す

る

こ

と

が

で

苔

る

。

L—• 

こ
と
の

(3) 

と

し

た

こ

と

、

(2) 

「
、

ヽ

ヽ

ヽ

訓

練

す

る

権

利

を

有

の

予

備

役

団

体

に

編

入

し

、

、

、

」

の

部

分

を

「

、

、

、

、

合

衆

国

市

民

0

0

0

,

o

o

o

 

0

0

0

0

・
0

0

 

0
 

・0

o

 

O
 

O
 

o
 

で

合

衆

国

軍

隊

の

予

備

役

団

体

へ

の

絹

入

の

申

請

を

行

な

う

も

の

を

同

団

体

ヽ

答

修

正

を

行

な

っ

た

部

分

は

、

い

第

二

十

二

条

に

お

何

故

こ

の

よ

う

に

と

し

た

こ

と

、

日

本

国

政

府

の

「

糎

入

の

申

-＿T 

ヽ

ヽ

ヽ

い

て

行

政

協

定

第

二

十

二

条

と

異

な

る

部

分

が

あ

る

が

、

修

正

し

た

か

。

、

合

衆

国

市

民

を

合

衆

国

軍

隊



i
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と

し

な

く

な

っ

た

わ

け

で

あ

る

。

主

文

に

前

記

の

よ

う

な

修

正

が

加

え

ら

れ

た

た

め

特

に

た

だ

し

書

の

存

置

を

必

要

に

こ

の

た

だ

し

書

が

附

加

さ

れ

て

い

た

行

政

協

定

の

規

定

で

は

、

府

に

雇

用

さ

れ

て

い

る

場

合

に

雇

用

主

た

る

日

本

政

府

の

同

意

を

得

な

く

と

も

強

制

的

匠

予

備

役

団

体

に

網

入

で

き

る

よ

う

な

主

文

で

あ

っ

た

た

め

、

③

に

つ、い

て
は
、

を りヽ

さ

ら

に

前

記

③

の

修

正

は

、

「

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

」

の

で

あ

る

が

、

米

国

は

、

米

国

市

民

が

日

本

政

備
役
糎
入
権
限
を
行
使
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た

•

も
の
で
あ

0

0

 

「

権

利

を

有

す

る

。

と

い

う

強

い

表

現

と

い

う

表

現

に

弱

め

た

も

の

で

あ

る

。

新

協

定

で

は

、

L--

特

前

記
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心
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答 問

る

場

合

が

．
 

あ
る
。

．
、
i

I
¥
 

で

あ

れ

ば

｀

こ

の

よ

う

な

路

線

権

の

提

供

方

法

は

電

こ

と

が

明

ら

か

こ

れ

に

附

属

す

る

も

の

と

し

て

提

供

さ

れ

て

い

従
来
．

第

二

十

四

条

2

路

線

描

で

あ

っ

下

水

道

管

．

霊

力

線

｀

と
は
｀

能
」

を

米

軍

の

施

設

て
｀

第

三

条

で

に

改

め

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

｀

第

三

条

と

矛

盾

す

る

の

で

は

な

い

か

。

い
て
は
＼

め

必

要

な

措

置

が

合

同

委

員

会

を

通

ず

る

両

政

府

間

の

協

議

の

上

で

日

本

政

る

こ

と

を

定

め

府

又

は

米

側

に

よ

っ

て

執

ら

れ

置

が

執

ら

れ

た

結

果

と

し

て

米

軍

の

出

入

の

便

の

た

め

米

側

が

享

有

す

る

利

電

話

線

の

敷

設

等

を

い

う

も

の

こ

の

よ

う

な

米

軍

の

出

入

に

必

要

な

権

利

な

い

至

そ

の

承

役

第

二

条

に

基

づ

く

施

．設

益

の

実

体

が

第

三

条

1

に
お

「
措
置
」

。

区

域

の

提

供

の

際

冒

で

あ

る
。

（

も

つ

と

も

｀

具

体

的

に

は

｀

鉄

道

側

綜

の

引

込

道

路

｀

上

の

路

線

権

と

は

何

か

。

て

い

る

が

｀

・

区

域

＾
 

ヽ

の

出

入

の

便

を

図

る

た

こ

の

よ

う

な

措

地
は
｀

そ

の

使

用

目

的

上

不

可

欠

な

他

国

の

場

合

に

も

権

力

及

び

権

゜

こ

こ

で

路

線

権

と

し

た

こ

「
権
利
｀
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の

も

の

で

は

ぇ・

，
 
t, ・-

~
· 

r
 

/
 

な 権

か‘力

及

び

権

能

」

と

第

二

十

五

条

に

お

っ

た

の

を

、

新

協

定

（
第
二
十
四
条
）

に

姦

い

て

る

「
権
利
｀

す

る

も

の

で

あ

る

。

「

必

要

な

措

置

」

し

た

が

つ

て

｀

現

行

協

定

に

お

い

て

も

第

三

条

に

お

け

。

け

る

路

線

権

と

は

同

一
さ
ら
に
｀

た

結

果

と

し

て

又

は

を

執

っ

た

結

果

と

し

て

米

側

が

取

得

に

い

う

要

な

措

置

」

権

力

及

び

権

能

」

自

体

で

は

な

く

冑

右

の

「
権
利
｀

権

力

及

び

権

能

」

を

行

使

し

「
権
利
｀

そ

の

も

の

又

は

新

協

定

に

お

け

る

「
必

こ

の

よ

う

な

路

稼

権

は

（

第

三

条

に

つ
い

（

出

入

道

路

を

含

む

。

メ

リ

カ

合

衆

国

政

府

に

対

し

｀

、

す

る

こ

と

を

認

め

る

。

て

み

れ

ば

）

現

行

協

定

第

三

条

ャ
政
府
は
．

す

る

道

路

p

鉄

道

及

び

区

域

を

使

用

、

ヽ

し—

シ／

ヽ

ヽ

ヽ

ア

ヽ

ヽ

ヽ

随

時

合

意

•—•—“ 

を

提

供

す

る

。

L 

｀ 

条

1

簡

の

2

「
オ
ラ

ー
ン
ダ
は
｀

ヽ

ヽ

需

要

の

充

足

の

た

と

え

ば

｀

西

独

協

定

第

四

十

八

こ--’
「
ギ
リ

米

蘭

協

定

｀

、

合

意

す

る

土

地

及

び

公

共

事

業

連

結

設

備

米

希

協

定

第

は
水
路
）

ヽ

ヽ

、

に

つ

い

て

も

定

め

る

も

の

と

す

る

。

し—

｀ 

設
の

た
め
の
）

協
定
は
~

施

設

ヘ

の

出

入

（
道
路
｀

み

ら

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

条

1 

(c) 

書

鉄

道

又
「
（
施



あ
っ
て
｀

て
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ヽ

••

• ‘_，＇ 

ら

矛

盾

す

る

も

の

米

側

が

方

的

な

塩

利

｀

こ

と

と

し

た

も

の

で

は

な

い

。

権

力

及

び

権

能

を

行

使

す

る

た

て

ま

え

を

、

両

政

府

間

の

協

誤

の

上

必

要

な

措

置

が

執

ら

れ

る

こ

れ

ら

両

条

は

な

ん

-アさ

'--

改

め
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使

用

さ

れ

る

旨

定

め

て

い

る

。

、一’

資
材
｀

施

設

及

び

役

務

の

調

達

の

た

を

米

国

政

府

が

使

用

す

る

こ

＇と

を

定

め

て

お

り

｀

み
立

次

協

定

第

五

条

及

び

第

て

ら

れ

た

円

の

｀

そ

れ

ぞ

れ

三

0
．
ハ
ー
セ

（
第

た

と

え

ば

第

等

で

あ

る

。

そ
の

ン
ト
及
び
二
五
．
ハ

エ①

ー

セ

ン

ト

合

衆

国

勘

定

に

積

次

及

び

第

二

次

余

剰

農

業

物

協

定

に

基

づ

く

米

側

使

用

円

次

協

定

第

四

条

は

｀

共

同

防

衛

の

た

め

の

軍

事

上

の

装

備

｀

卜． 
ル

叉

は

円

資

金

」

十
｀

,
1
 

と

具

体

的

に

何

か

。

ー

問

第

二

十

四

条

関

係

合

意

議

事

録

に

い

う

使

用

目

的

と

し

「

合

衆

国

が

合

法

的

に

取

得

し

た
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答 問

{、 r 、

し

た

が

つ

て

同

委

員

会

に

お

い

た

と

致

を

み

た

亭

項

は

、

合

同

委

員

会

は

、

第

二

十

五

条

ユ

に

定

め

る

と

お

り

、

る

両

政

府

間

の

協

議

機

関

で

あ

り

、

そ

こ

で

行

た

わ

れ

る

決

定

が

直

ち

に

両

政

府

を

拘

束

す

る

が

ご

と

き

両

政

府

か

ら

独

立

し

た

国

際

機

関

で

は

な

い

。

て

双

方

の

間

に

見

解

の

通

常

両

政

府

に

よ

る

協

定

実

施

上

の

準

則

を

定

め

る

も

の

で

あ

る

が

、

え

ば

米

軍

に

提

供

す

る

施

設

。

区

域

の

決

定

そ

の

他

協

定

実

施

の

具

体

的

細

目

に

つ

き

両

政

府

問

の

合

意

を

同

委

員

会

に

お

い

て

行

な

う

こ

と

も

あ

る

。

こ

れ

は

、

協

議

機

関

た

る

合

同

委

員

会

の

本

来

の

任

務

に

属

す

る

事

項

と

し

て

行

な

わ

れ

る

も

の

で

は

な

く

、

委

員

会

が

定

期

的

に

会

同

し

て

苓

り

、

か

そ

の

平

素

の

任

務

上

協

定

実

施

上

の

問

題

を

取

り

扱

う

に

技

術

的

に

適

つ

、
、
、•• 

し

た

機

関

で

あ

る

こ

と

に

か

ん

が

み

、

便

宜

上

．委
＇
員
会
の
場
を
借

b
て

い

る

も
の
で
あ
っ
て
、

•
そ
の
際
双
方
の
代
表
は
委
員
会
に
お
け
る
委
員
と
し
て
で
な
く
、

ん
。 第

二

十

五

条

に

定

め

る

合

同

委

員

会

の

性

格

及

び

そ

の

決

定

の

性

格

い

か

協

定

実

施

に

関

す
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右

行

動

前

に

閣

餞

決

定

を

行

な

っ

て

い

る

。

お

け

る

行

動

が

政

府

は
、

外

務

公

務

員

法

に

基

づ

く

政

府

代

表

に

任

命

さ

れ

間

の

合

意

で

あ

る

場

合

に

は

、

事

案

の

性

笠

い

か

ん

に

両

酌

府

の

代

表

者

と

な

茶

、

日

本

側

に

茶

い

て

は

、

て

装

b‘

委

員

会

に

合

同

委

員

会

代

表

者

た

る

ア

メ

リ

カ

局

長

し

て

自

国

政

府

の

た

め

に

行

動

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

。
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手

続

が

完

了

し

た

後

」

政

府

は

、

協
定
の
締
結
に
一
っ

い

と

定

め

ら

れ

で

な

け

れ

ば

発

効

し

え

な

い

こ

と

は

、

て

い

る

こ

と

よ

り

明

ら

か

て

の

国

会

の

承

認

と

条

約

の

締

結

に

つ

第

二

十

六

条

2

で

そ

の

締

結

に

両

国

の

＿

承

認

を

通

知

す

る

交

換

い

で
あ
る
。

「

1

に

定

め

る

れ

を

承

認

し

、

公

文

が

行

な

わ

れ

た

後

新

協

定

は

、

つ
い

て

国

会

の

承

認

を

得

た

後

、

誤

権

を

無

視

す

る

も

の

で

は

な

い

か

。

ど

う

な

る

か

。

り

い

ず

れ

に

せ

よ

こ

の

規

定

は

協

定

に

つ
い

政

府

が

こ

て

の

国

会

の

審

に

つ

い

て

の

み

淫

認

を

与

え

、

協

定

に

つ

い

て

は

承

認

し

た

か

っ

た

楊

合

は

協

定

に

つ

い

て

は

事

後

承

認

を

求

め

る

こ

と

に

な

る

の

か

。

認

が

条

約

に

/ - 7 

弐ミ 〇

約

日

に

発

効

す

た

こ

と

を

通

第

二

十

六

条

知

す

る

交

挨

公

文

が

行

な

わ

れ

る

と

定

め

て

い

る

が

、

印

協

定

の

締

結

に

つ

て

の

国

会

の

承

認

よ

り

さ

き

だ

っ

つ

い

問

第

二

十

六

条

2

に

よ

れ

ば

、

た
後
、

同

国

た

場

合

は

ど

い

て

の

国

会

の

承

新

安

保

条

約

会

が

｀
り
な

、、カ

の

発

効

の

そ

の

1

に

よ

り

両

国

が

こ

の

揺

定

を

承

認

し
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と

が

あ

る

場

合

に

は

、

条

約

第

六

条

に

い

う

施

設

及

び

区

城

の

使

用

並

び

に

日

本

国

に

お

け

る

合

衆

国

軍

隊

の

地

位

を

規

輝

す

る

協

定

が

な

い

こ

と

に

な

る

の

で

、

条

約

発

効

前

に

新

た

な

取

極

に

つ

き

米

側

と

交

渉

し

改

め

て

国

会

の

承

認

を

求

め

る

こ

と

と

な

る

わ

け

で

あ

る

が

、

今

般

の

新

協

定

は

各

国

の

同

種

協

定

を

も

参

照

し

現

状

に

お

い

て

最

善

と

思

わ

れ

る

改

定

（口）

も

し

万

一

国

会

に

お

い

て

協

定

の

締

結

に

つ

い

ま

で

条

約

批

准

の

手

続

を

控

え

る

こ

と

に

な

ら

ざ

る

を

え

ず

、

つ

て

発

効

の

運

び

と

す

る

所

存

で

あ

る

。

て

の

み

否

決

さ

れ

る

こ

両

者

相

ま

こ

と

が

あ

る

場

合

に

は

、

に

な

る

の

は

造

当

で

な

い

協

定

に

つ

き

国

会

の

承

認

が

得

ら

れ

る

も

し

万

一

協

定

に

つ

い

て

の

承

認

が

条

約

に

協

定

に

つ

い

の
で
、

の

そ

れ

よ

り

遅

れ

て

の

み

慕

後

承

認

を

求

め

る

結

果

つ
い
て

る

件

は

そ

の

両

者

展

連

性

に

か

ん

が

み

、

対

す

る

決

定

も

時

を

同

じ

く

し

て

行

な

わ

れ

る

も

の

と

期

痔

し

て

い

る

が

｀

並

行

し

て

審

諮

さ

れ

、

て

の

承

認

と

を

同

時

に

求

め

て

い

る

の

で

、

こ

れ

ら

に

国

会

に

お

い

て

も

こ

れ

ら

両



や）

前

記

切

及

び

匂

い

ず

れ

の

場

合

に

お

い

て

も

第

二

十

六

条

の

手

続

は

、

前

述

の

と

お

り

国

会

の

審

議

権

を

完

全

に

尊

重

し

て

作

成

さ

れ

た

も

の

で

あ
る
。

待

す

る

こ

と

は

困

難

と

考

え

ら

れ

る

9

を

行

な

っ

た

も

の

で

あ

る

の

で

一

再

交

渉

に

よ

り

こ

れ

以

上

の

改

善

を

期
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物

の

購

入

に

関

す

る

協

定

、

証

に

関

す

る

協

定

、

経

済

的

措

置

に

関

す

る

協

定

、

昭

和

三

十

年

五

月

三

十

一

日

及

び

同

三

十

年

投

資

の

保

に
〖
者
名
さ
れ
た
民
間
航
空
運
送
協
定
、

汎

た

船

珀

貸

借

協

定

、

貼

和

二

十

九

年

三

月

八

日

に

署

名

さ

汎

た

農

産

同

年

十

米

国

側

の

事

情

に

沿

い

え

な

い

米

間

条

約

の

幾

多

の

先

例

（

た

と

え

ば

、

昭

和

二

十

七

年

八

月

十

の
で
、

こ

日

り

第

二

十

六

条

1

に

お

け

る

発

効

条

件

を

何

故

両

国

に

よ

る

批

准

と

し

な

（

米

国

に

姦

い

て

は

こ

の

協

定

は

上

院

の

承

認

を

求

め

ら

れ

る

）

回

上

院

の

承

認

を

要

し

な

い

場

合

は

、

り

ナ

ト

の

軍

隊

の

地

位

協

定

の

場

合

は

ど

う

か

。

両

者

相

違

が

あ

る

と そ

の

理

由

い

か

て

は

行

政

取

極

と

し

て

処

理

さ

れ

、

批

准

と

す

る

と

こ

の

の

よ

う

な

場

合

に

お

け

る

日

た

が

つ

本

協

定

は

、

つ
い

て

上

院

の

承

認

を

要

し

な

い

趣

で

あ

り

、

米

国

側

に

す

れ

ば

、

そ

の

理

由

い

か

ん

。

こ

と

に

な

る

か

9

っ

た

か

。

月

十

二

日

に

署

名

さ

し



り

い

て

そ

米

国

は

、

／
 

は

な

い

が

、

上

院

の

承

認

を

得

た

上

で

日

米

府

限

り

で

締

結

し

・う

る

も

の

と

判

断

さ

れ

ナ

ト

協

定

の

場

合

は

、

こ

れ

を

憲
法
、

憲

法

慣

習

よ

り

上

院

の

承

認

の

対

象

行

政

相

違

な

い．

の
で

あ

る

が

、

月

十

日

の

第

の

二

協

定

以

外

次

及

び

第

二

次

余

剰

農

産

物

協

定

等

。

は

日

本

側

の

承

認

の

み

を

要

す

る

形

式

と

な

っ

に

従

い

承

認

及

び

そ

の

通

知

の

形

式

と

し

た

も

の

同

も

と

よ

り

こ

の

協

定

が

米

国

側

に
米

国

に

姦

そ

の

い

ず

れ

に

せ

題

で

あ

っ

て
い
る
。
）

て

行

．

政

府

限

り

で

締

結

さ

れ

て

、

涙

律

上

．
わ

が

国

の

関

知

す

る

と

こ

ろ

こ

の

協

定

●

日

米

間

の

国

際

約

束

と

し

て

の

効

果

に

は

こ

の

協

定

の

場

合

、

発

効

せ

し

め

た

。

と

す

る

必

要

な

く

、

て

い

る

模

様

で

あ

る

。

ぁ批

る新准

点協し

に定‘

ぉ ．も

ナ

卜

協

の定

性 ・ ・• も

格
ヽ

及 ．そ

び (l.)

取駐

扱留

事軍

項隊

上の

大地
差位

を

定

め

た

協

定

で

い

て

は

ょ

で

な

く

、

か
つ
、

る

ぺ

き

か

、

上

院

の

承

認

を

受

く

べ

き

か

は

全

く

米

国

の

国

内

法

の

問

と

つ

で

あ

る

。

（
改
訂
阪
）

た

だ

し

、

最

初



¥., 

対

象

と

せ

ざ

る

を

え

な

か

っ

た

も

の

塩

規

定

が

国

内

法

に

影

響

す

る

点

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

上

米

国

が

受

入

国

と

な

り

う

る

の

で

、

そ

の

際

外

国

軍

隊

に

関

す

る

特

定

の

場

合

協

定

が

米

軍

の

一

方

的

駐

留

に

の

み

適

用

が

は

、

多

数

当

事

．国

相

互

間

に
一対
し
、

で

双

務

的

と

な

っ

の

よ

う

で

あ

る

。

上

院

の

承

認

の

あ

る

の

て
お
り
、

協

定

ナ

ト

協
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て

い

る

の

で

わ

が

国

に

つ

い

て

は

、

·~ 9.ト’ヽ

こ

の

規

定

は

さ

し

た

る

意

味

を

持

た

な

諸

）

法

案

が

提

出

さ

れ

る

こ

と

と

な

っ

第

二

十

六

条

3

の

ご

と

な

お

そ

の

実

施

に

必

要

な

手

続

の

設

定

、

他

の

法

律

と

の

関

係

の

整

備

等

の

答

わ

が

国

に

つ
い
て
は
、

第

二

十

六

条

5

に

い

う

立

法

上

の

措

置

を

必

要

と

す

る

規

定

及

び

そ

の

た

め

の

立

法

と

は

何

か

。

国

際

約

束

は

、

国

会

の

承

認

を

え

て

締

結

さ

れ

た

条

約

そ

の

他

の

そ

の

ま

ま

国

内

法

上

の

効

力

を

有

す

る

と

解

さ

れ

て

い

る

が

、

た

め

国

内

法

上

の

立

法

を

要

す

る

も

の

が

あ

れ

ば

、

き

規

定

を

有

す

る

と

否

と

に

か

か

わ

ら

ず

、

立

法

措

置

が

執

ら

れ

る

わ

け

で

あ

り

、

現

に

現

行

協

定

の

諸

規

定

の

実

施

に

関

す

る

現

行

諸

法

律

を

新

協

定

の

締

結

に

伴

い

整

理

す

る

た

め

の

本

項

の

規

定

を

設

け

た

理

由

い

か

ん

。
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